
J-POWER 取締役会長
沢部 清（さわべ・きよし）
岐阜県生まれ。昭和44年、電源開発株
式会社入社。総務部長を経て、平成13
年6月より取締役。平成16年6月より
常務取締役。平成17年6月より取締役
副社長。平成21年6月より現職。

J-POWER 取締役社長
北村 雅良（きたむら・まさよし）
長野県生まれ。昭和47年、電源開発株
式会社入社。企画部長を経て、平成13
年6月より取締役。平成16年6月より
常務取締役。平成19年6月より取締役
副社長。平成21年6月より現職。

「エネルギーと環境の共生」を目指して、
「知恵と技術のさきがけ」となります。

　このたび私どもは、前社長中垣の後を受け、会長および社長に就任いたしました。
　私たち、J-POWER グループは「人々の求めるエネルギーを不断に提供し、日
本と世界の持続的な発展に貢献する」という企業理念のもと、半世紀以上にわた
り卸電気事業者として効率的かつ安定的な電力の供給に努めてまいりました。今
後とも私たちは、この企業理念を高くかかげ、J-POWER グループの事業の根幹
である国内の卸電気事業の競争力を常に鍛え、高めてまいります。そして、国内
で培った経験と技術力をもとに、活動の場を世界に広げ、日本だけでなく様々な
国で、電力エネルギーを中心にして世界の人々にサービスを提供する「世界を舞
台に活躍する J-POWER」になっていきたいと考えています。
　さらに現在、人類は地球温暖化問題という地球規模の新しい課題に直面してい
ます。
　人々が生活し、産業を営んでいくためにはエネルギーが不可欠であり、知恵と
工夫によって、エネルギーづくりと環境を両立させていかなければなりません。
　この問題を解決する方法や技術は、いまだ明確に道筋が示されていません。そ
こに挑戦するために求められるのは「フロンティア・スピリット」です。そして、
他に先んじて知恵と技術で解決策を見出していくには「パイオニア・スピリット」
が不可欠です。
　この 2 つのスピリットは、J-POWER グループが、大規模困難な水力開発に取
り組んだ会社創業時から、脈々と受け継いでいるものです。
　私たちは、地球温暖化問題をはじめとする諸課題に対し、2 つのスピリットをもっ
て「知恵と技術のさきがけ」となり、情熱を 1 つにし、挑戦してまいります。
　読者の皆様には引き続き、J-POWER グループへの変わらぬご理解とご指導ご
鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

J-POWER 取締役会長

J-POWER 取締役社長

就任のごあいさつ



懐かしき竹原。

　

町
並
み
に
は
、
銀
行
の
ほ
か
に
郵
便

局
、
市
役
所
な
ど
の
史
跡
も
残
り
、
往

時
の
賑
わ
い
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

「
ど
っ
か
ら
来
た
ん
ね
」

　

町
を
歩
い
て
い
る
と
、
近
所
の
お
じ
さ

ん
が
フ
ラ
ン
ク
に
話
し
か
け
て
く
る
。

「
こ
の
町
並
み
は
日
本
一
だ
か
ら
っ
て
、

国
か
ら
保
存
す
る
よ
う
に
頼
ま
れ
た
そ

う
だ
よ
。
ゆ
っ
く
り
見
て
っ
て
ね
」

　

竹
原
の
町
並
み
は
、
２
０
０
０
年
に

国
土
交
通
省
の「
都
市
景
観
１
０
０
選
」

に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
我
が
郷

土
の
誇
り
な
の
だ
。

　

聞
け
ば
竹
原
は
、
大
林
宣
彦
監
督
の

「
時
を
か
け
る
少
女
」（
１
９
８
３
年
）の

ロ
ケ
地
に
も
使
わ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
尾

道
を
舞
台
に
す
る
作
品
だ
が
、
竹
原
が

そ
の
雰
囲
気
に
合
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

多
く
の
場
面
が
こ
の
地
で
撮
影
さ
れ
た
。

原
田
知
世
演
じ
る
和
子
の
通
学
路
は

写
真
の
通
り
の
手
前
、
胡
堂
の
周
辺
だ
。

尾
美
と
し
の
り
演
じ
る
堀
川
吾
郎
の
家

は
、
現
在
は
人
気
の
お
好
み
焼
き
屋
に

な
っ
て
い
る
。
住
む
人
た
ち
の
息
吹
が
聞

こ
え
る
竹
原
は「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
」
と
い

う
言
葉
が
よ
く
似
合
う
町
だ
っ
た
。

（
30
ペ
ー
ジ
か
ら
、
作
家
の
青
木
奈
緖
さ
ん
に

よ
る
竹
原
市
と
福
山
市
の
ル
ポ
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
）

　

平
安
時
代
、
京
都
下
鴨
神
社
の
荘
園

と
し
て
栄
え
た
こ
と
か
ら「
安
芸
の
小
京

都
」と
呼
ば
れ
る
広
島
県
竹
原
市
。
瀬
戸

内
海
の
中
程
に
あ
り
、
四
国
と
本
州
の

距
離
が
非
常
に
短
く
、
室
町
時
代
か
ら

交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
。
大
崎
上

島
や
大
三
島
な
ど
多
く
の
島
に
囲
ま
れ
、

そ
の
た
め
に
海
の
波
は
小
さ
く
、
凪
の
日

に
は
鏡
面
の
よ
う
に
静
か
な
瀬
戸
内
海

を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

山
沿
い
の
一
角
に
あ
る
町
並
み
保
存
地

区
に
は
、
棒
瓦
の
屋
根
と
灰
色
の
塗
り

ご
め
壁
、
格
子
窓
の
屋
敷
が
延
々
続
く
。

江
戸
か
ら
明
治
時
代
の
建
造
物
が
混
在

し
て
い
る
の
だ
が
、
今
で
も
住
宅
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
家
が
数
多
く
残
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
忠
臣
蔵
で
有
名

な
赤
穂
か
ら
伝
わ
っ
た
入
り
浜
式
の
塩

製
造
法
を
使
っ
た
塩
田
経
営
で
栄
え
た
。

浜
主
と
呼
ば
れ
た
、
塩
田
の
経
営
者
た

ち
は
、
塩
田
の
ほ
か
に
醸
造
所
も
営
み
、

そ
の
数
は
20
を
超
え
た
と
い
う
。
今
も

３
件
の
醸
造
所
が
残
り
、
そ
の
栄
華
を

現
在
に
伝
え
て
い
る
。

　

そ
の
中
の
１
つ「
竹
鶴
酒
造（
小
笹

屋
）」は
、
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
創
業
者
、

日
本
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
父
と
も
呼
ば
れ
る

竹
鶴
政
孝
の
生
家
。
全
国
的
に
も
有
名

な
人
気
の
酒
造
だ
。

本町通りには、中央に見える竹鶴酒造（小笹屋）のほか、江戸期からの建物
が並んでいる。明治になっても、銀行や郵便局、市役所などが並んでいた。

photo by 吉田 敬

文：豊岡 昭彦
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財団法人日本総合研究所会長

寺島 実郎

Global Headline

  TerashimaJitsuro

（てらしま・じつろう）
財団法人日本総合研究所会長、多
摩大学学長、三井物産戦略研究所
会長。1947年、北海道生まれ。早
稲田大学大学院政治学研究科修
士課程修了、株式会社三井物産入
社、調査部、業務部を経て、ブルッ
キングス研究所（在ワシントンDC）
に出向。その後、米国三井物産ワ
シントン事務所長などを歴任。主
な著書に、『脳力のレッスン──正
気の時代のために』（2004年、岩
波書店）、『二十世紀から何を学ぶ
か』（2007年、新潮新書）など多数。

寺 島 実 郎 の 目

北朝鮮問題……。これらはまさに「米国

を中核とする世界秩序が機能不全となっ

た」といってよい。であるならば、我々は

まず、このベルリンの壁崩壊後の20年を

冷静に省察し、総括する必要がある。自

ら国際ルールづくりからドロップアウトし、

米国だけは例外が認められるという自国

例外主義、無原則な武力行使、マネー

ゲームの肥大化とその崩壊。9.11以降の

8年間を考えれば、こうした米国のおごり

の連続だったといえる。今まさに米国資

本主義の世界支配の構図に対して、構造

的な問題点があふれ出てきているのだ。

　今我々は、こうした反省の上に立って、

新しい世界秩序を構築していく必要があ

る。そのときに、日本の果たすべき役割

とは何なのか。日本の資本主義はどうあ

るべきなのか。株主を顧みない過去の日

本式経営が成り立たないことはもはや明

らかだ。だからといって、株主利益を最

大化するだけの米国流金融資本主義が

正しいか、ステークホルダー資本主義と

も呼べる欧州流が正しいかという二者択

一の問題でもない。日本の思想、日本的

価値に根ざした、バランスのよい日本の

資本主義、日本の経営が問われている。

　環境問題の解決に向けてもやはり同

じことがいえる。昨今言われる「3R（リ

デュース、リユース、リサイクル）」など、

江戸時代の日本人にとっては当たり前の

ことではなかったか。ブームに乗って熱

病のように環境を語ることもまた異常と

言わざるを得ない。日本の風土に根ざし

た、日本人の知恵と工夫が活かされた環

境政策、環境技術が今、求められている。

　5月4～6日の3日間、私は過去G8に

参加した首相や大統領の経験者による

国際会議「OBサミット」の準備のための

「高度専門家会議」に出席するためにベ

ルリンを訪問した。かつて先進国の首脳

だった人たちが集まって、エネルギー環

境問題や安全保障等の問題について専

門家を招いて話し合った。80歳や90歳

の元首相で世界の歴史を動かしたような

人たちと話をする機会はそうそうあるも

のではない。それ自体が非常に刺激的な

体験だったのだが、会議が行われたのが

ベルリンの壁のすぐ近くのホテルだった

こともあり、「今年はベルリンの壁崩壊か

ら20年」ということを私はずっと意識し

ていた。ベルリンの壁崩壊が1989年11

月。翌年には東西ドイツが統合、1991

年にはソ連が崩壊して、他の社会主義国

も雪崩を打ったように崩れていった。

　それは第二次大戦後の東西冷戦の中

で、青春期を過ごし、高度経済成長の

時代を生きた世代にとっては、まさに衝

撃であった。

　これによって、資本主義が社会主義に

勝ったという雰囲気が世界中を覆い、頭

の上の重しがとれたように、世界中から

緊張感が薄れていった。そして米国によ

る一極支配と、グローバリズムという名

のフラット化が起こった。国境を越えて

「ヒト」、「モノ」、「金」、「技術」、「情報」が自

由に行き交う時代が来るはずだった。し

かし、その結果はどうなったか。

　現在起こっているさまざまな問題、

100年に一度といわれる大不況や地球温

暖化、イラク・アフガン問題、あるいは

朝の竹原港。島に囲まれているため、
波がなく湖面のようだ。

国境開放後、ベルリンの壁を
登る市民（1989年11月12
日）。写真提供：共同通信社
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ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
か
ら
20
年
、

今
我
々
が
考
え
る
べ
き
こ
と
。



H
ara Takeshi ×

 Tojim
a W

ako

89

東
嶋　

先
生
は
長
い
間
新
聞
記
者
と
し

て
、
実
際
に
現
場
を
歩
い
て
こ
ら
れ
ま
し

た
が
、
環
境
問
題
に
関
し
て
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ど
ん
な
こ
と

で
す
か
。

原　

私
は
１
９
６
１
年
か
ら
新
聞
記
者

を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
61
年
と
い
う
の
は

農
業
基
本
法
が
で
き
た
年
で
、
翌
62
年

に
は
第
一
次
全
国
総
合
開
発
計
画
が
で

き
ま
し
た
。
つ
ま
り
日
本
の
高
度
成
長

期
と
私
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ス
タ
ー
ト

が
全
く
同
一
線
上
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
も

う
半
世
紀
に
な
る
ん
で
す
が
、
こ
の
間
の

日
本
の
工
業
化
と
都
市
化
の
影
の
部
分
、

特
に
環
境
破
壊
の
部
分
を
、
一
貫
し
て
現

場
で
見
て
き
ま
し
た
。
水
俣
や
四
日
市

の
公
害
は
１
つ
ず
つ
シ
リ
ア
ス
な
現
場
で

す
し
、
非
常
に
印
象
的
で
し
た
が
、
一
番

印
象
に
残
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
こ

の
場
で
は
北
太
平
洋
で
の
日
本
の
遠
洋

漁
業
を
取
材
し
た
こ
と
を
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

東
嶋　
そ
れ
は
何
年
ご
ろ
で
す
か
。

所
に
よ
っ
て
環
境
の
認
識
や
定
義
が
違

い
ま
す
。
先
生
は
環
境
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

原　

例
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
環
境

問
題
を
文
化
と
し
て
と
ら
え
て
い
ま
す
。

社
会
が
貨
幣
価
値
を
超
え
た
文
化
を
き

ち
ん
と
持
っ
て
い
て
、
そ
の
風
景
を
維

持
す
る
た
め
に
、
地
域
社
会
は
農
業
や

林
業
を
存
続
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
る
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に
国
の

資
源
を
入
れ
、
環
境
保
全
型
農
業
を

や
っ
て
、
農
薬
も
減
ら
し
ま
す
。
判
断

の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
が
文
化
な
の
で
す
。

　

逆
に
米
国
は
資
本
主
義
市
場
経
済
の

中
で
こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
温
暖
化
問
題
が
顕
在
化
す
る

よ
り
十
数
年
も
前
に
、
シ
カ
ゴ
に
硫
黄

酸
化
物
の
排
出
権
取
引
市
場
を
つ
く
り

ま
し
た
。
見
上
げ
た
も
の
で
、
こ
れ
も

極
め
て
論
理
的
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
日

本
は
何
を
や
っ
た
か
と
い
う
と
、
あ
っ

ち
で
火
事
だ
、
こ
っ
ち
で
火
事
だ
と
走

り
回
っ
て
、
社
会
に
何
の
原
則
も
示
せ

な
か
っ
た
。
環
境
技
術
も
そ
の
時
々
の

対
症
療
法
の
救
急
技
術
な
の
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
私
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
米

国
と
比
べ
て
、
明
ら
か
に
日
本
は
原
則

を
持
た
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
環
境
と
は
何
か
と
い
う
こ
と

き
か
っ
た
で
す
ね
。

原　

高
度
経
済
成
長
の
真
の
姿
と
は
何

か
を
見
た
思
い
で
し
た
。「
北ほ
く

転て
ん

船せ
ん

」と
い

う
の
で
す
が
、
沿
岸
と
沖
合
で
や
っ
て
い

た
日
本
の
漁
業
に
、
政
府
が
資
金
を
つ

け
、
銀
行
の
金
を
借
り
て
、
大
き
い
船

を
つ
く
っ
て
外
洋
に
出
し
た
の
で
す
。
他

国
の
領
域
で
魚
を
と
っ
て
こ
い
と
い
う
わ

け
で
す
。
混
獲
す
る
か
ら
、
と
っ
て
は

い
け
な
い
は
ず
の
大
き
な
オ
ヒ
ョ
ウ
と
か
、

イ
ル
カ
と
か
、
ア
ザ
ラ
シ
が
網
に
い
っ
ぱ

い
入
っ
て
き
ま
す
。
魚
も
と
り
尽
く
す
も

の
だ
か
ら
、
魚
体
が
だ
ん
だ
ん
小
さ
く

な
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
現
場
に
米
国
の

コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
が
乗
り
込
ん
で
、
全
部

記
録
を
と
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
霞
が

関
に
帰
っ
て
く
る
と
、
そ
ん
な
話
は
毛
ほ

ど
も
出
な
い
で
、
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
が
強

引
な
こ
と
を
や
る
か
ら
だ
と
か
、
そ
う
い

う
話
に
な
る
わ
け
で
す
。
環
境
問
題
の

構
造
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
取
材
に
私

は
非
常
に
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

東
嶋　

時
代
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
場

原　

１
９
７
６
年
。
つ
ま
り
２
０
０
海

里
の
排
他
的
経
済
水
域
が
設
定
さ
れ
る

直
前
で
す
。

東
嶋　
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
の
こ
ろ
で
す
ね
。

原　

日
本
の
漁
船
が
北
太
平
洋
で
乱
獲

し
て
い
る
と
い
う
の
で
、
国
際
的
に
非
常

に
評
判
が
悪
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
現
場

に
入
ろ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
日
本
政

府
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

米
国
国
務
省
と
か
け
合
う
と「
真
正
面

か
ら
来
た
の
は
お
ま
え
だ
け
だ
か
ら
取

材
さ
せ
て
や
る
」と
。

東
嶋　
さ
す
が
で
す
ね
。

原　

外
国
人
と
し
て
初
め
て
コ
ー
ス
ト

ガ
ー
ド
と
い
う
沿
岸
警
備
艦
に
乗
っ
て
、

真
冬
の
ベ
ー
リ
ン
グ
海
と
ア
ラ
ス
カ
を
３

週
間
か
け
て
回
り
ま
し
た
。
北
太
平
洋

の
真
冬
の
海
で
、
日
本
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

台
湾
、
中
国
、
ソ
ビ
エ
ト
が
入
り
交
じ
っ

て
魚
を
奪
い
合
う
。
あ
の
狭
い
海
に
い
ろ

ん
な
国
の
船
が
来
て
、
縦
横
に
ト
ロ
ー

ル
を
引
っ
張
る
。
あ
る
い
は
延は
え

縄な
わ
を
置
く
。

同
じ
１
点
に
延
縄
が
３
本
も
４
本
も
重

な
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。
こ
う
ま
で
し
て

我
々
は
海
か
ら
資
源
を
奪
い
、
海
の
生

態
系
を
破
壊
し
て
い
る
の
か
と
大
変
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

東
嶋　
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
そ
の

現
場
を
見
る
と
い
う
こ
と
の
衝
撃
は
大

で
す
が
、
環
境
と
い
う
の
は
第
一
義
的

に
空
気
や
水
、
土
と
い
う「
自
然
環
境
」。

こ
れ
な
く
し
て
、
工
業
化
社
会
も
都
市

も
あ
り
得
ま
せ
ん
。
２
番
目
に
は
、
産

業
を
通
し
て
築
か
れ
た「
人
間
環
境
」

で
す
。
水
田
地
帯
を
想
像
す
る
と
わ

か
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
道
と
水
路
が
き

ち
っ
と
保
た
れ
て
、
初
め
て
水
田
が
で

き
、
稲
作
と
地
域
社
会
が
絡
む
。
そ
う

い
う
自
然
環
境
と
人
間
環
境
は
伝
統

的
な
産
業
を
通
し
て
築
か
れ
た
と
言
っ

て
い
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
大
事
な

の
は「
文
化
環
境
」
で
す
。
も
し
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
の
悪
口
を
言
わ
れ

た
ら
、
あ
ま
り
愛
し
て
な
く
て
も
、
多

く
の
人
が
反
撃
し
ま
す
。
そ
れ
は「
あ

な
た
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
く
だ

ら
な
い
ね
」
と
言
わ
れ
た
の
に
等
し
い

か
ら
で
す
。
村
の
太
鼓
を
た
た
い
た
り
、

神
社
の
祭
り
に
参
加
す
る
つ
も
り
は
な

く
と
も
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
無
形
の

価
値
は
強
調
し
ま
す
。
自
然
、
人
間
、

文
化
。
環
境
と
い
う
の
は
こ
の
３
つ
の

観
点
が
同
時
に
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
一
人
の
人
間
が
社
会
人
と
し

て
生
き
て
い
く
た
め
に
、
歴
史
や
伝
統

を
背
負
っ
て
、
何
が
必
要
で
あ
る
か
と

い
う
根
源
的
な
問
題
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。

戦後日本が歩んだ
「環境の道」

日本における環境技術の歴史と変遷

G l o b a l  V i s i o n

こ
う
ま
で
し
て
我
々
は

海
か
ら
資
源
を
奪い
、

海
の
生
態
系
を

破
壊
し
ているの
か

自
然
、人
間
、文
化
。

環
境
とい
う
の
は
こ
の
３つの

観
点
が
同
時
に
認
識

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ない

早
稲
田
環
境
塾
塾
長 

原
　 
剛

サ
イ
エ
ン
ス・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

東
嶋 
和
子
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東
嶋　

先
生
が
取
材
さ
れ
た
60
年
代
か

ら
今
日
ま
で
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
公
害

が
あ
り
、
あ
る
い
は
開
発
に
よ
る
自
然

破
壊
が
あ
り
、
時
代
時
代
で
環
境
の
認

識
が
違
っ
て
い
た
と
思
う
の
で
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

原　

私
が
取
材
し
た
50
年
間
と
い
う
の

を
見
て
い
ま
す
と
、
節
目
が
は
っ
き
り
と

し
て
い
ま
す
。
50
年
代
か
ら
60
年
代
は
、

水
俣
病
や
四
日
市
公
害
で
示
さ
れ
た「
産

業
公
害
」で
す
よ
ね
。
産
業
の
工
業
化
に

よ
る
公
害
で
し
た
。
70
年
代
に
な
る
と
、

そ
こ
で
た
め
た
お
金
で
今
度
は
大
規
模

な
イ
ン
フ
ラ
を
日
本
中
に
つ
く
る
公
共

事
業
を
や
る
わ
け
で
す
。
公
共
事
業
を

や
っ
て
、
飛
行
場
や
道
路
、
工
場
埋
立

地
を
つ
く
っ
て
、
高
度
成
長
の
フ
ィ
ー
ル

ド
を
広
げ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
過
程
で

何
が
起
き
た
か
と
い
う
と
、
開
発
に
よ

る
大
規
模
な
自
然
破
壊
で
す
。

東
嶋　

公
害
の
犠
牲
の
上
に
、
日
本
列

島
改
造
が
行
わ
れ
、
大
規
模
な
自
然
破

壊
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

原　
「
公
共
事
業
公
害
」と
言
っ
て
も
い

い
と
思
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
大
規
模

な
自
然
破
壊
で
す
。
山
を
例
に
と
る
と
、

南
ア
ル
プ
ス
ス
ー
パ
ー
林
道
が
で
き
る
、

富
士
山
は
五
合
目
ま
で
観
光
道
路
が
で

き
る
。
も
う
ひ
ど
い
も
の
で
す
。
そ
う
い

う
公
共
事
業
の
時
期
を
経
て
、
い
よ
い

よ
我
々
は
豊
か
に
な
っ
た
の
で
す
。
池
田

首
相
が
約
束
し
た
よ
う
に
、
明
ら
か
に

所
得
は
倍
増
以
上
に
な
っ
た
。
そ
の
結

果
80
年
代
に
何
が
起
き
た
か
と
い
う
と
、

今
度
は「
生
活
型
公
害
」で
す
。
自
動
車

の
排
ガ
ス
や
洗
剤
の
垂
れ
流
し
問
題
が

起
き
ま
し
た
。

東
嶋　

豊
か
に
な
っ
た
私
た
ち
消
費
者

一
人
ひ
と
り
が
公
害
の
原
因
と
な
っ
た
わ

け
で
す
ね
。

原　
そ
し
て
、
次
に
来
た
の
が「
地
球
温

暖
化
」。産
業
型
と
生
活
型
が
一
緒
に
な
っ

て
、
地
球
規
模
に
広
が
っ
た
。
こ
れ
が
現

在
で
す
。
で
す
が
、
原
点
は
あ
く
ま
で

も
地
域
に
お
け
る
我
々
一
人
ひ
と
り
で
す
。

生
活
者
と
自
治
体
、
企
業
と
、
こ
の
３

つ
の
中
で
問
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
我
々
自
身
が
主
体
性
を

持
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。

東
嶋　

地
球
温
暖
化
で
は
、
日
本
の
省

エ
ネ
技
術
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

技
術
、
あ
る
い
は
環
境
浄
化
技
術
が
注

目
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
こ
う
し
た
日
本
の
環
境
技
術
は
、

世
界
的
に
は
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

原　

お
そ
ら
く
環
境
技
術
に
は
３
つ
あ

る
と
思
い
ま
す
。
１
つ
は
、
自
然
と
人
間
、

文
化
と
い
う
３
つ
の
環
境
を
支
え
て
持

続
す
る
た
め
の
技
術
。
も
う
１
つ
は
、
壊

れ
て
し
ま
っ
た
環
境
を
直
す
、
環
境
破

壊
を
修
復
す
る
た
め
の
技
術
。
最
後
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
革
新
で
、
環
境
の
負
荷
を

劇
的
に
減
ら
す
未
来
技
術
、
こ
れ
ら
の

３
つ
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

東
嶋　

環
境
保
護
、
環
境
浄
化
、
そ
し

て
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
含
め
た
新
し
い
未
来

的
技
術
。

原　

こ
の
３
つ
を
混
在
さ
せ
て
議
論
す

る
と
、
話
が
合
わ
な
く
な
っ
て
く
る
。
先

ほ
ど
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
環
境
破
壊

の
歴
史
は
、
産
業
公
害
、
公
共
事
業
公

害
、
生
活
型
公
害
、
そ
れ
か
ら
地
球
規

模
の
温
暖
化
の
順
番
で
す
。
こ
れ
に
従
っ

て
環
境
技
術
は
、
必
要
に
応
じ
て
開
発

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
人
の
そ
う
い
う

開
発
力
は
、
非
常
に
優
秀
で
す
し
、
大

事
で
す
け
ど
も
、
企
業
の
努
力
だ
け
で

は
環
境
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。

　

経
済
学
者
の
宇
沢
弘
文
さ
ん
の
言
葉

で
す
け
れ
ど
も
、
日
本
に
は
社
会
的
共

通
資
本
が
し
っ
か
り
あ
り
ま
す
。
私
は

こ
の
社
会
的
共
通
資
本
が
環
境
問
題
の

解
決
に
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
社
会
的
共
通
資
本
と
は
、
ま
ず

１
つ
は
自
然
生
態
系
で
す
。
２
番
目
は

制
度
資
本
。
つ
ま
り
金
融
、
教
育
、
医

療
な
ど
の
社
会
シ
ス
テ
ム
で
す
。
３
番
目

は
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
産
業
イ
ン
フ
ラ
で
あ

り
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
。
日
本
ぐ
ら
い
、
こ

の
３
つ
の
社
会
共
通
資
本
が
し
っ
か
り
確

立
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
あ
る
企
業
が
自
然
生
態
系

に
負
荷
を
か
け
な
い
革
新
的
な
技
術
を

つ
く
っ
た
と
し
ま
す
。
こ
の
技
術
は
雇
用

に
も
役
立
ち
、
文
化
的
に
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
合

理
性
が
な
い
と
日
の
目
を
見
な
い
と
い
う

の
が
資
本
主
義
経
済
で
す
。
こ
う
し
た

場
合
、
社
会
的
共
通
資
本
が
し
っ
か
り

し
て
、
国
民
の
教
育
レ
ベ
ル
も
、
制
度
も

整
い
、
国
民
が
高
い
認
識
を
共
有
し
て

い
る
な
ら
ば
、
制
度
を
変
え
れ
ば
い
い
の

で
す
。
今
の
日
本
で
は
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん

起
き
て
い
ま
す
ね
。
新
し
い
技
術
を
市

場
の
中
で
勝
た
せ
る
た
め
に
、
税
金
を

引
き
下
げ
た
り
、
助
成
金
を
与
え
た
り
、

逆
に
消
費
者
に
プ
ラ
ス
を
与
え
て
、
な

ん
と
か
そ
の
技
術
を
勝
た
せ
る
。
そ
れ

が
、
今
一
斉
に
起
こ
り
始
め
て
い
る
。

東
嶋　

例
え
ば
エ
コ
カ
ー
の
減
税
措
置

だ
と
か
。

原　

日
本
は
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る

国
で
あ
っ
て
、
国
民
の
共
有
意
識
が
、
そ

の
レ
ベ
ル
に
来
て
い
る
の
で
す
。

東
嶋　

日
本
に
は
環
境
を
守
る
た
め
の

原
則
が
な
く
、
対
症
療
法
で
や
っ
て
き

た
け
れ
ど
も
、
そ
の
積
み
重
ね
で
全
体

的
に
よ
く
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
ね
。

原　

六
法
全
書
は
分
厚
い
け
れ
ど
も
、

刑
法
と
い
う
法
律
を
見
る
と
、
条
文
は

少
し
し
か
な
く
て
、
そ
れ
以
外
は
み
ん

な
判
例
で
す
。
判
例
を
重
ね
て
い
っ
て
社

会
通
念
が
で
き
る
。
環
境
問
題
も
、
条

文
は
い
い
か
げ
ん
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
判

例
を
ど
ん
ど
ん
積
み
上
げ
て
き
て
、
環

境
問
題
の
多
面
性
を
と
ら
え
る
能
力
を

日
本
社
会
は
格
段
に
高
め
て
き
ま
し
た
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
や
世
界
で
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

東
嶋　

言
葉
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
哲
学
と

い
う
の
は
な
い
に
し
て
も
、
も
や
っ
と
し

た
共
通
意
識
が
み
ん
な
の
中
に
あ
っ
て
、

具
体
的
な
も
の
を
積
み
重
ね
て
い
っ
て
、

今
ち
ゃ
ん
と
誇
れ
る
も
の
に
な
っ
た
と
。

原　
日
本
人
は
、
ど
う
否
定
し
よ
う
と
、

社
会
構
造
と
文
化
の
基
礎
に
、
神
、
仏

を
引
き
ず
っ
て
い
る
の
で
す
。
宗
教
性
と

科
学
性
の
両
方
が
あ
っ
て
、
初
め
て
社

会
は
ま
と
も
に
動
く
。
日
本
の
宗
教
の

基
本
は
、
自
然
で
す
よ
。

東
嶋　

あ
る
意
味
、
過
去
の
公
害
や
乱

開
発
が
失
敗
経
験
と
し
て
生
か
さ
れ
て
、

こ
の
現
代
に
お
い
て
、
国
民
の
中
に
あ

る
そ
も
そ
も
の
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
が

よ
り
強
く
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

原　

潜
在
し
て
い
る
も
の
は
大
事
で
す
。

強
制
さ
れ
て
も
、
人
は
動
か
な
い
。
自

発
的
に「
こ
れ
は
大
事
だ
」と
思
う
か
ら
、

そ
こ
に
お
金
を
か
け
た
り
、
時
間
を
か

け
る
わ
け
で
す
。
そ
う
思
わ
せ
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
動
機
は
大
切
で
す
。

原　

ぜ
ひ
強
調
し
た
い
と
思
っ
た
の
は
、

こ
の
50
年
間
に
、
ど
の
よ
う
な
産
業
技

術
が
日
本
の
技
術
レ
ベ
ル
を
変
え
た
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
公
害
を
克
服
し
た

順
番
で
い
う
と
一
番
最
初
は
四
日
市
ぜ
ん

そ
く
に
代
表
さ
れ
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
汚
染
、

大
気
汚
染
で
す
。
こ
れ
を
脱
硫
、
脱
硝

と
い
う
技
術
で
見
事
に
カ
バ
ー
し
た
。
こ

原 剛（はら・たけし）
早稲田環境塾塾長。1938年、東京都生まれ。早稲田大学法学部卒業、毎日新聞社入社。社会部記
者を経て、社会部副部長、科学部長、編集委員兼論説委員を歴任。1998年～2008年、早稲田大
学大学院アジア太平洋研究科教授。2008年より早稲田環境塾を主宰。環境を「自然、人間、文化」
の三要素の統合体としてとらえ、環境と調和した社会発展の原型を地域社会から探求する。

原
則
が
な
かった
と
はい
え
、

間
違い
な
く
環
境
を

軸
に
し
て
、日
本
社
会
も

変
化
し
て
き
た
の
で
す

社
会
的
共
通
資
本
が
しっか
り

し
て
、国
民
が
高い
認
識
を

共
有
し
ている
な
ら
ば
、

制
度
を
変
え
れ
ばいいの
で
す
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れ
が
今
、
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
、
中

国
を
初
め
、
世
界
各
地
に
ど
ん
ど
ん
技

術
移
転
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の

次
は
、
水
俣
病
で
す
。
苛
性
ソ
ー
ダ
と

い
う
、
化
学
工
業
で
一
番
大
事
な
原
料

を
つ
く
る
過
程
で
、
水
銀
を
使
っ
て
い

た
。
そ
の
水
銀
が
原
因
で
、
水
俣
病
が

起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
苛
性
ソ
ー
ダ
の
製
造

方
法
を
水
銀
法
か
ら
隔
膜
法
と
い
う
水

銀
を
使
わ
な
い
方
法
に
変
え
た
。
当
時

の
金
で
１
０
０
０
億
円
以
上
の
投
資
で

す
。
亡
く
な
っ
た
三
木
武
夫
環
境
庁
長

官
が
、
首
相
に
な
る
直
前
に
製
法
転
換

を
決
定
し
た
の
で
す
が
、
水
質
を
守
る

た
め
に
、
大
変
大
き
な
技
術
開
発
と
投

資
が
あ
っ
た
の
で
す
。

東
嶋　

隔
膜
技
術
は
、
今
も
世
界
的
に

ト
ッ
プ
の
技
術
で
す
ね
。

原　

３
番
目
は
自
動
車
に
か
か
わ
る
問

題
で
す
。
排
ガ
ス
公
害
が
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
で
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
り
、
ぜ
ん
そ
く
な

ど
の
公
害
病
が
あ
ち
こ
ち
で
発
生
し
ま

し
た
。
米
国
は
１
９
７
０
年
に
大
気
汚

染
を
防
止
す
る
マ
ス
キ
ー
法
を
制
定
し
、

こ
れ
を
利
用
し
て
日
本
を
お
ど
し
に
か

か
っ
た
わ
け
で
す
。
日
本
に
対
し
て
、
こ

の
規
制
に
対
応
し
な
け
れ
ば
輸
入
を
ス

ト
ッ
プ
す
る
ぞ
と
。
環
境
問
題
を
非
関

税
障
壁
に
利
用
し
た
。
対
応
で
き
な
け

れ
ば
、
日
本
の
自
動
車
産
業
は
お
し
ま

い
で
す
か
ら
、
総
力
を
上
げ
て
開
発
し

て
、
つ
い
に
そ
の
壁
を
や
ぶ
っ
た
。
こ
の

技
術
が
現
在
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に
つ
な

が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
一
方
の
米
国
は

自
分
で
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
米
国
内

の
自
動
車
産
業
の
圧
力
に
屈
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
米
国
の
自
動
車
産
業
は
遊

ん
で
し
ま
っ
て
、
今
、
完
璧
に
日
本
に
勝

て
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
い
う
非
常
に
劇
的
な
場
面
場
面

を
、
日
本
は
乗
り
越
え
て
き
た
。
こ
う

い
う
巨
大
な
技
術
転
換
が
あ
り
、
そ
れ

が
日
本
社
会
を
変
え
て
き
た
わ
け
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
法
制
度
も
で
き
、

税
金
や
助
成
金
も
、
そ
の
都
度
変
わ
っ

て
き
た
の
で
す
。
原
則
が
な
か
っ
た
と
は

い
え
、
間
違
い
な
く
環
境
を
軸
に
し
て
、

日
本
社
会
も
変
化
し
て
き
た
の
で
す
。

東
嶋　

ほ
ん
と
う
に
日
本
は
鍛
え
ら
れ

て
き
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ね
。

東
嶋　

宇
沢
弘
文
さ
ん
は
、
農
業
を
含

め
て
社
会
資
本
と
い
う
こ
と
で
位
置
づ

け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
が
、
農
業
と

環
境
と
い
う
視
点
で
見
ま
す
と
、
日
本

の
農
業
の
姿
は
今
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

原　

今
は
過
渡
期
な
の
で
す
が
、
少
な

く
と
も
私
が
見
て
き
た
50
年
間
は
、
世

界
最
悪
の
農
業
で
し
た
。
世
界
で
一
番
農

薬
や
化
学
肥
料
を
使
い
、
全
く
不
合
理

な
巨
大
農
機
具
を
入
れ
て
経
済
を
破
壊

し
、
労
働
力
を
ど
ん
ど
ん
奪
っ
て
い
っ
た
。

61
年
の
農
業
基
本
法
の
発
想
は
、
大
規

模
集
約
型
農
業
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
そ
の
手
法
と
し
て
２
つ
の
方

法
を
と
り
ま
し
た
。
１
つ
は
、
土
地
を

集
約
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
売
れ
る
作
物

に
集
中
し
た
。
何
の
た
め
か
と
い
う
と
、

農
業
労
働
者
の
生
産
性
を
工
場
労
働
者

並
み
に
接
近
さ
せ
る
た
め
で
す
。

東
嶋　

農
業
を
工
業
に
し
よ
う
と
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

原　

工
業
と
農
業
は
、
効
率
性
の
面

で
競
争
に
な
ら
な
い
。
米
国
の
農
業
は
、

ま
さ
に
工
業
的
農
業
で
す
が
、
日
本
の

場
合
、
例
え
ば
１
戸
あ
た
り
の
耕
作
面

積
は
、
江
戸
時
代
以
降
、
大
体
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。
そ
こ
で
、
収
穫
量
を
あ
げ

る
た
め
に
、
多
く
の
肥
料
と
農
薬
を
投

入
し
た
。
Ｄ
Ｄ
Ｔ
、Ｂ
Ｈ
Ｃ
、エ
ン
ド
リ
ン
、

デ
ィ
ル
ド
リ
ン
、
ア
ル
ド
リ
ン
、
塩
素
系

…
…
。
現
在
は
全
部
禁
止
で
す
。
そ
れ

を
我
々
は
何
十
年
も
食
べ
て
き
た
。
大

規
模
な
人
体
実
験
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

東
嶋　

農
業
も
経
済
の
一
部
分
で
す
か

ら
、
量
産
、
経
済
効
率
性
が
求
め
ら
れ

る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が
環
境
を
破
壊

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で

は
日
本
の
農
業
を
育
て
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

原　
「
育
て
る
」と
い
う
意
味
が
違
っ
て

き
た
の
で
す
。
実
は
、
非
常
に
逆
説
的

で
す
が
、
今
の
農
業
政
策
は
も
う
効
率

性
と
か
、
規
模
拡
大
で
は
な
く
、
環
境

を
守
り
な
が
ら
、
農
業
を
続
け
て
も
ら

う
、
再
生
産
し
て
も
ら
う
こ
と
の
ほ
う
が

重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
お
金
で
保

障
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由

付
け
と
し
て
、
環
境
を
使
お
う
と
し
て
い

る
の
で
す
。
簡
単
に
い
え
ば
、
自
動
車
で

儲
け
た
分
を
農
業
に
回
せ
ば
い
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
れ
が
急
激
に
国
民
的
な

共
通
認
識
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ

の
バ
ネ
を
引
い
た
の
は
、
食
料
自
給
率

が
極
端
に
落
ち
て
い
る
こ
と
と
、
海
外
か

ら
危
な
い
食
物
が
入
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
。
こ
れ
で
み
ん
な
飛
び
上
が
っ
て
、

同
じ
税
金
を
使
う
の
な
ら
、
医
療
費
に

使
う
前
に
病
気
に
な
ら
な
い
ほ
う
が
い
い

と
い
う
話
に
な
っ
て
、
質
的
に
大
き
な
環

境
認
識
の
変
化
が
起
こ
り
ま
し
た
。

い
う
と
ア
ジ
ア
で
す
。
ア
ジ
ア
は
、
か
つ

て
の
40
年
前
の
日
本
の
状
態
を
踏
襲
し

て
い
ま
す
。
日
本
は
そ
こ
に
先
輩
と
し
て

発
言
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
嶋　

最
後
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。
日
本
の
食
料
自
給

率
は
40
％
を
切
っ
て
い
ま
す
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
自
給
率
は
４
％
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
技
術
に
つ
い
て
、
先
生
は
ど
う

お
考
え
で
す
か
。

原　
考
え
る
要
因
が
２
つ
あ
っ
て
、
１
つ

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
浪
費
的
な
産
業
シ
ス
テ

ム
や
生
活
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
変
え

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
は
っ
き
り
と
反

省
し
て
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
も
う
１
つ
は
、
技
術
に
よ
る
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

核
融
合
的
な
巨
大
技
術
を
考
え
る
の
か
、

そ
れ
と
も
無
数
に
薄
く
散
ら

ば
っ
て
い
る
小
規
模
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
例
え
ば
太
陽
と
か

風
力
と
か
潮
汐
、
地
熱
と
か
、

そ
う
い
う
も
の
を
統
合
す
る
、

シ
ス
テ
ム
と
し
て
つ
な
ぐ
よ

う
な
グ
リ
ッ
ド
を
つ
く
る
と

い
う
方
法
も
あ
る
。

　

ど
ち
ら
も
早
急
に
や
ら
ね

ば
い
け
な
い
の
で
す
が
、
消

費
者
も
、
大
企
業
も
な
か
な

か
や
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
。
ど

う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う

と
、
人
間
の
認
識
と
い
う
の

は
、
安
心
↓
不
安
↓
警
戒
と

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
温
暖

化
は
典
型
的
な
警
戒
の
過
程
で
す
。
こ

の
警
戒
域
に
入
っ
た
と
き
に
、
人
間
は

同
時
に
破
局
を
見
る
そ
う
で
す
。
そ
の

と
き
に
何
が
起
こ
る
か
と
い
う
と
、「
社

会
は
問
題
な
く
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
」と

い
う
の
で
す
。

東
嶋　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、

脅
か
し
す
ぎ
と
も
い
え
る
報
道
が
さ
れ
た

の
で
、み
ん
な
マ
ス
ク
を
買
っ
て
い
ま
す
ね
。

原　

ま
さ
に
そ
う
い
う
コ
ス
ト
負
担
で

す
。
コ
ス
ト
負
担
を
な
ぜ
や
る
か
と
い
っ

た
ら
、
も
ち
ろ
ん
破
局
し
た
く
な
い
か
ら

で
す
。
社
会
や
企
業
は
そ
れ
を
負
担
す

る
。
環
境
税
と
い
う
の
は
、
そ
の
１
つ
の

あ
ら
わ
れ
で
し
ょ
う
ね
。

　

問
題
は
時
間
と
の
競
争
で
、
人
間
社

会
の
都
合
で
や
っ
て
い
る
間
に
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
事
態
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ

の
ス
ピ
ー
ド
に
我
々
の
判
断
が
追
い
つ
い

て
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
歴
史
は
そ

の
繰
り
返
し
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

東
嶋　

市
民
の
意
識
が
変
わ
れ
ば
、
コ

ス
ト
負
担
を
喜
々
と
し
て
受
け
入
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
技
術
を
イ
ノ
ベ
ー

ト
す
る
土
台
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

原　
こ
ち
ら
こ
そ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
平
成
21
年
５
月
22
日
実
施
）

　

農
業
は
、
よ
く
見
る
と
水
を
養
い
、

我
々
の
食
べ
る
も
の
を
つ
く
り
、
兼
業
農

家
と
し
て
日
本
の
産
業
の
底
辺
を
支
え

て
い
る
。
購
買
力
と
し
て
消
費
を
支
え
、

地
域
社
会
を
支
え
て
、
む
し
ろ
不
合
理

な
社
会
的
コ
ス
ト
の
か
か
る
部
分
を
担
っ

て
い
る
。
そ
の
お
か
げ
で
、
都
会
の
効
率

の
い
い
社
会
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
コ
ス
ト
負
担
を
都
会
の

人
に
理
解
し
て
も
ら
う
の
に
、
何
を
話

せ
ば
い
い
か
と
い
う
と
、
今
は「
農
業
は

環
境
を
守
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。
環
境

を
ベ
ー
ス
に
す
る
と
、
９
割
の
人
は「
い

い
で
す
」と
言
う
の
で
す
。

東
嶋　

農
業
は
環
境
と
い
う
意
味
で
大

き
な
価
値
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
今
国

民
に
認
識
さ
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

原　

も
う
１
つ
、
ぜ
ひ
農
業
と
の
関
係

で
言
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
農
民
も
実
は

技
術
者
で
あ
り
、
科
学
者
な
の
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

環
境
技
術
と
い
っ
た
と
き
に
、
工
業

技
術
だ
け
で
な
く
て
、
農
業
の
よ
う
な

食
料
生
産
と
い
う
人
間
が
生
き
て
い
く

上
で
絶
対
必
要
な
技
術
も
あ
る
こ
と
、

日
本
は
非
常
に
す
ぐ
れ
た
農
業
技
術
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
こ
と

を
今
、
ど
こ
に
対
し
て
伝
え
る
べ
き
か
と

写真：吉田 敬　　構成：豊岡 昭彦

東嶋 和子（とうじま・わこ）
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破
局
を
前
に
す
れ
ば

社
会
は
問
題
な
く

コス
ト
を
負
担
す
る

環
境
技
術
といった
と
き
に

工
業
技
術
だ
け
で
な
く
、

農
業
の
よ
う
な

絶
対
必
要
な
技
術
も
あ
る
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環
境
技
術
を「
生
か
す
力
」が

　
　
　
　

 

日
本
の
武
器
に
な
る

　

２
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
乗
り
切
っ

た
省
エ
ネ
を
柱
に
す
る
日
本
の
環
境
技

術
は
世
界
的
に
も
優
れ
て
お
り
、
低
炭

素
社
会
を
実
現
す
る
う
え
で
競
争
力
の

源
泉
に
な
る
│
│
。
こ
う
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
久
し
い
。

　

そ
の
代
表
例
が
自
動
車
だ
。
米
国
の

厳
し
い
排
ガ
ス
規
制
を
乗
り
越
え
、
低

燃
費
車
に
磨
き
を
か
け
た
日
本
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
は
米
国
を
中
心
と
す
る
市

場
を
席
巻
。
つ
い
に
米
ビ
ッ
グ
ス
リ
ー
の

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
と
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー

ズ（
Ｇ
Ｍ
）の
２
社
を
、
経
営
破
綻
へ
と

追
い
込
ん
だ
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

次
世
代
の
エ
コ
カ
ー
で
あ
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
で
も
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
が「
プ

リ
ウ
ス
」で
先
行
し
、
ホ
ン
ダ
が「
イ
ン

サ
イ
ト
」で
追
い
上
げ
る
構
図
に
世
界
の

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

環
境
技
術
の
代
名
詞
で
あ
る
エ
コ

カ
ー
を
筆
頭
に
、
確
か
に
日
本
勢
が
優

位
に
立
っ
て
い
る
の
は
事
実
だ
。
た
だ
、

低
炭
素
社
会
づ
く
り
に
世
界
の
目
が
向

き
始
め
た
中
、
過
信
し
て
は
足
元
を
す

く
わ
れ
か
ね
な
い
。
高
い
技
術
力
を
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
な
げ
る「
生
か
す
力
」こ
そ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
太
陽
電
池

を
例
に
、
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

　

国
内
の
太
陽
電
池
市
場
が
活
況
を

呈
し
て
い
る
。
政
府
の
補
助
金
が
復
活

し
、
太
陽
電
池
で
発
電
し
た
電
力
を
電

力
会
社
が
固
定
価
格
で
買
い
取
る
制
度

「
フ
ィ
ー
ド
・
イ
ン
・
タ
リ
フ（FIT

＝

Feed-in Tariff 

）」の
導
入
も
決
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
住
宅
向
け
の
需
要
が
急
速

に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

麻
生
太
郎
首
相
が
６
月
10
日
に
、
温

暖
化
ガ
ス
削
減
の
中
期
目
標
を
発
表

し
た
際
に
は
、
太
陽
光
発
電
を
２
０
０

５
年
の
20
倍
に
引
き
上
げ
る
と
明
言
し
、

市
場
の
拡
大
に
さ
ら
に
弾
み
が
つ
き
そ

う
だ
。
水
素
で
発
電
す
る
家
庭
向
け
燃

料
電
池
の
販
売
も
本
格
化
し
、「
Ｗ
発
電

住
宅
」が
登
場
。
住
宅
で
発
電
し
、
余
っ

た
電
力
を
販
売
す
る
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

現
実
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

だ
が
、
太
陽
電
池
の
国
別
導
入
量
を

見
る
と
話
は
別
だ
。
米
国
の
調
査
会
社

に
よ
る
と
、
長
ら
く
世
界
の
ト
ッ
プ
を

走
っ
て
い
た
日
本
は
、
イ
タ
リ
ア
や
韓
国

に
抜
か
れ
て
現
在
は
６
位
に
低
迷
し
て

い
る
。
今
や
太
陽
電
池
王
国
と
呼
べ
る
の

は
、
ド
イ
ツ
や
ス
ペ
イ
ン
の
欧
州
勢
。
特

に
ド
イ
ツ
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
採
用
で
、
日
本
の

５
倍
以
上
の
導
入
量
に
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
市
場
の
変
化
と
と
も
に
、
太
陽

電
池
メ
ー
カ
ー
の
顔
ぶ
れ
も
大
き
く
変

わ
っ
て
い
る
。

　

太
陽
電
池
と
い
え
ば
、
シ
ャ
ー
プ
が
２

０
０
６
年
ま
で
７
年
連
続
で
世
界
ト
ッ

プ
を
維
持
す
る
な
ど
、
日
本
メ
ー
カ
ー

が
長
ら
く
強
み
を
発
揮
し
て
き
た
分
野

だ
。
と
こ
ろ
が
米
Ｐ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る

と
、
そ
の
シ
ャ
ー
プ
は
２
０
０
７
年
に
独

Ｑ
セ
ル
ズ
に
首
位
を
奪
わ
れ
、
昨
年
は

術
力
を「
生
か
す
力
」が
欠
け
た
が
た
め

に
、
新
興
勢
の
後
塵
を
拝
す
る
結
果
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
こ
こ
に
き
て
、
ス
ペ
イ
ン
が
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を

見
直
す
な
ど
、
欧
州
の
太
陽
電
池
市
場

が「
バ
ブ
ル
崩
壊
」の
様
相
を
見
せ
始
め

て
い
る
。
世
界
首
位
の
Ｑ
セ
ル
ズ
が
赤
字

に
陥
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
日
本
メ
ー
カ
ー
は
、
国
内
市
場

が
立
ち
上
が
れ
ば
２
〜
３
年
で
競
争
力

が
回
復
す
る
と
い
う
見
方
が
あ
り
、
各

社
が
相
次
い
で
増
産
体
制
の
整
備
に
乗

り
出
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
市
場
は
予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー

ド
で
変
化
し
て
い
る
。
結
晶
型
に
比
べ
て

発
電
効
率
が
劣
る
も
の
の
、
低
コ
ス
ト
で

生
産
で
き
る
薄
膜
型
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ソ
ー

ラ
ー
が
攻
勢
を
強
め
、
首
位
が
入
れ
替

わ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ー
ス
ト

ソ
ー
ラ
ー
が
台
風
の
目
に
な
り
、
す
で
に

価
格
競
争
に
突
入
し
つ
つ
あ
る
。

　

加
え
て
、
２
０
０
８
年
の
太
陽
電
池

し
た
の
が
、
Ｑ
セ
ル
ズ
な
ど
の
新
興
勢

だ
。
日
本
メ
ー
カ
ー
と
は
異
な
り
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
専
業
企
業
と
い
う
身
軽
さ
も

手
伝
っ
て
、
素
早
く
増
産
体
制
を
整
え
、

ま
た
た
く
間
に
シ
ェ
ア
を
奪
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
日
本
メ
ー
カ
ー
も
欧
州

向
け
の
輸
出
を
増
や
し
、
そ
の
間
の
販

売
は
好
調
だ
っ
た
。
た
だ
、
国
内
市
場

の
停
滞
も
あ
っ
て
増
産
に
慎
重
に
な
り
、

突
然
現
わ
れ
た
膨
大
な
需
要
を
つ
か
み

損
ね
て
し
ま
っ
た
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
少
し
で
も

早
く
発
電
を
始
め
た
ほ
う
が
電
力
の
買

い
取
り
価
格
が
高
く
な
る
仕
組
み
な
の

に
、
す
ぐ
に
太
陽
電
池
を
手
に
入
れ
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

日
本
メ
ー
カ
ー
が
得
意
と
す
る
結
晶

型
は
発
電
効
率
に
優
れ
る
な
ど
技
術
力

は
高
い
。
だ
が
、
市
場
の
動
き
を
察
知

し
、
増
産
に
踏
み
切
り
、
こ
う
し
た
技

米
フ
ァ
ー
ス
ト
ソ
ー
ラ
ー
や
中
国
サ
ン

テ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
に
も
追
い
抜
か
れ
、
つ

い
に
４
位
に
転
落
。
さ
ら
に
京
セ
ラ
も
６

位
に
後
退
し
、
三
洋
電
機
と
三
菱
電
機

は
ト
ッ
プ
10
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

　

日
本
は
１
９
９
４
年
か
ら
住
宅
向
け

太
陽
電
池
の
補
助
制
度
を
導
入
し
、
太

陽
電
池
メ
ー
カ
ー
を
じ
っ
く
り
育
て
て

き
た
。
こ
の
政
策
が
功
を
奏
し
、
世
界

の
市
場
で
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
き
た
。

だ
が
２
０
０
５
年
に
産
業
育
成
の
目
的

を
果
た
し
た
と
し
て
補
助
制
度
が
打
ち

切
ら
れ
る
と
同
時
に
、
太
陽
電
池
の
国

内
需
要
が
減
速
。
日
本
メ
ー
カ
ー
の
成

長
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
一
方
、
欧
州
各
国
で
は
２
０
０
４
年

の
ド
イ
ツ
を
皮
切
り
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
導
入

が
相
次
ぎ
、
大
量
の
太
陽
電
池
パ
ネ
ル

を
敷
き
詰
め
、
売
電
を
目
的
に
し
た
太

陽
光
発
電
所（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）へ
の
投

資
が
加
速
し
、
太
陽
電
池
市
場
が
一
気

に
拡
大
し
た
。
そ
こ
に
商
機
を
見
い
だ

の
メ
ー
カ
ー
別
シ
ェ
ア
を
見
る
と
わ
か
る

よ
う
に
、
２
ケ
タ
台
の
シ
ェ
ア
の
企
業
は

な
く
、
激
し
く
争
っ
て
い
る
。
中
国
に
加

え
台
湾
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
新
興
勢
も
成

長
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
日
本
メ
ー
カ
ー
は

競
争
力
を
維
持
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
の
１
つ
が
、
シ
ャ
ー
プ
が
取
り

組
む
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換
だ
。
今
年

度
中
に
大
阪
府
堺
市
に
価
格
競
争
力
を

武
器
と
す
る
薄
膜
型
の
新
工
場
を
立
ち

上
げ
る
と
と
も
に
、
イ
タ
リ
ア
の
電
力

会
社
と
合
弁
会
社
を
設
立
。
２
０
１
０

年
中
に
欧
州
で
の
生
産
を
開
始
し
、
２

０
１
２
年
ま
で
に
太
陽
電
池
に
よ
る
発

電
事
業
を
始
め
る
。

　

単
な
る
太
陽
電
池
の
製
造･

販
売
に
と

ど
ま
ら
ず
、
発
電
を
自
ら
手
が
け
る
こ

と
で
付
加
価
値
を
高
め
る
の
が
狙
い
だ
。

長
年
培
っ
て
き
た
技
術
力
を
生
か
す
た

め
に
、
事
業
構
造
そ
の
も
の
を
見
直
す

わ
け
だ
。

神保 重紀
（じんぼ・しげのり）

1984年、慶應義塾大学を卒業。
88年日経マグロウヒル社（現・
日経BP社）に入社。「日経レスト
ラン」を経て、2001年12月か
ら「日経情報ストラテジー」編集
長を務める。2004年1月に、環
境技術＆経営をテーマにする月
刊ビジネス誌「日経エコロジー」
編集長に就任。「日経エコロジ
ー」は1999年創刊で、環境を経
営･ビジネスの付加価値向上に
つなげようとする方々を応援す
る専門誌。「環境経営」「環境法」

「環境技術」「地球環境問題」「海
外動向」が主な編集テーマ。

　
　
神
保 

重
紀

新
興
勢
に
後
れ
を
取っ
た

太
陽
電
池

市
場
の
変
化
を
察
知
す
る
力

太陽電池のメーカー別シェア
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太
陽
電
池
の
場
合
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
は
じ

め
と
す
る
世
界
各
国
の
政
策
に
よ
っ
て

市
場
の
行
方
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と

い
う
特
殊
な
要
因
が
あ
る
。
日
本
勢
が

市
場
の
行
方
を
見
誤
っ
た
大
き
な
理
由

も
そ
こ
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
世
界
が
歩
み
始
め
て
い
る
低

炭
素
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
延
長
線
上
で
は
な
く
産
業
の
構
造

転
換
や
技
術
革
新
が
必
須
だ
。
そ
れ
を

促
す
に
は
補
助
金
な
ど
政
府
の
政
策
転

換
が
避
け
ら
れ
な
い
。
太
陽
電
池
の
よ

う
に
各
国
の
政
策
に
よ
っ
て
突
然
、
花

開
い
た
り
、
逆
に
競
争
が
激
し
く
な
る

環
境
技
術
分
野
が
多
く
な
る
は
ず
だ
。

　

自
動
車
が
そ
の
一
例
だ
ろ
う
。
国
内

で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
売
れ
行
き
が
好
調

な
の
は
優
遇
税
制
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
世
界
各
国
の
環
境
政
策
の
後
押

し
を
受
け
、
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
以
外
に
多

く
の
メ
ー
カ
ー
が
参
入
を
表
明
し
て
い
る
。

　

世
界
的
な
競
争
が
い
よ
い
よ
幕
を
開

け
る
段
階
だ
が
、
早
く
も
そ
の
存
在
を

脅
か
し
そ
う
な
の
が
電
気
自
動
車
だ
。

ガ
ソ
リ
ン
車
と
の
競
争
に
敗
れ
、
不
遇

の
時
代
が
長
か
っ
た
も
の
の
、
原
油
高
な

ど
を
背
景
に
普
及
の
予
感
が
漂
い
始
め

た
。
日
本
で
は
三
菱
自
動
車
が
販
売
に

踏
み
切
り
、
米
国
で
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

が
、
中
国
で
も
電
池
メ
ー
カ
ー
が
名
乗

り
を
上
げ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
低
燃
費
化
や
ク
リ
ー
ン
な

排
ガ
ス
と
い
っ
た
日
本
メ
ー
カ
ー
の
得
意

技
術
は
役
立
た
な
い
。
複
雑
な
機
構
を

持
つ
ガ
ソ
リ
ン
車
と
異
な
り
、
電
気
自

動
車
は
モ
ー
タ
ー
と
電
池
を
中
心
と
し

た
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
、
参
入
も
容
易
だ
。

　

ガ
ソ
リ
ン
車
で
日
欧
メ
ー
カ
ー
に
勝

て
な
け
れ
ば
、
違
う
土
俵
で
勝
負
し

よ
う
と
い
う
動
き
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

特
に
長
寿
命
化
と
い
う
電
池
の
課
題
を

解
決
す
る
画
期
的
な
技
術
を
開
発
し
た

企
業
が
現
れ
れ
ば
、
従
来
の
自
動
車
の

組
み
立
て
メ
ー
カ
ー
に
代
わ
っ
て
自
動

車
市
場
の
覇
権
を
握
る
こ
と
に
な
る
。

　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
電
気
自
動
車
は
、

究
極
の
エ
コ
カ
ー
で
あ
る
燃
料
電
池
車

ま
で
の
つ
な
ぎ
と
い
う
見
方
が
一
般
的
だ
。

し
か
し
、
水
素
ス
タ
ン
ド
の
設
置
な
ど

燃
料
電
池
車
用
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は

時
間
や
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
市
場
が
立
ち

上
が
り
つ
つ
あ
る
新
興
国
が
、
こ
う
し
た

こ
と
を
避
け
、
環
境
性
能
の
高
い
電
気

自
動
車
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
れ
ば
、

自
動
車
の
将
来
像
は
大
き
く
変
わ
る
可

能
性
が
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
日
本
車
メ
ー
カ
ー
に
は

危
機
感
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
の
た
め
だ
が
、
電
池
メ
ー
カ
ー
と
合

弁
会
社
を
つ
く
っ
た
り
、
出
資
す
る
動

き
が
活
発
だ
。
そ
し
て
今
後
取
り
組
む

べ
き
は
、充
電
イ
ン
フ
ラ
や
水
素
の
製
造・

輸
送
・
充
填
イ
ン
フ
ラ
と
い
っ
た
、
次
世

代
の
エ
コ
カ
ー
が
社
会
に
浸
透
す
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
で
あ
る
。
多
く
の
産

業
に
ま
た
が
る
分
野
を
ま
と
め
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

役
割
に
な
る
。
そ
れ
こ
そ
が
自
動
車
に

お
け
る
環
境
技
術
を
生
か
す
力
に
な
る
。

　

も
う
少
し
長
期
的
な
視
野
で
見
て
、

弊
誌「
日
経
エ
コ
ロ
ジ
ー
」が
注
目
す
る

低
炭
素
社
会
に
向
け
て
日
本
が
誇
る
環

境
技
術
を
紹
介
し
た
い
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
で
は
、
前

述
し
た
太
陽
電
池
の
中
で
も
シ
リ
コ
ン
を

使
わ
な
い「
色
素
増
感
型
」へ
の
期
待
が

大
き
い
。
色
素
増
感
型
は
二
酸
化
チ
タ

ン
と
テ
ル
ニ
ウ
ム
な
ど
の
色
素
が
太
陽
光

を
吸
収
す
る
こ
と
で
電
子
が
移
動
し
て

発
電
す
る
。
印
刷
技
術
を
用
い
て
ガ
ラ

ス
や
樹
脂
の
基
板
の
上
に
チ
タ
ン
や
色

素
を
載
せ
る
の
で
、
製
造
コ
ス
ト
を
大
幅

に
安
く
で
き
る
。
変
換
効
率
は
結
晶
型

に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
広
い
土
地
で
利

用
す
る
な
ら
圧
倒
的
に
有
利
だ
。

　

陸
上
で
の
適
地
が
少
な
い
日
本
の
風

力
発
電
で
は
、
海
上
の
浮
体
の
上
に
風

車
を
取
り
付
け
る「
浮
体
式
洋
上
風
車
」

が
注
目
さ
れ
る
。
遠
浅
な
海
の
欧
州
は

洋
上
風
車
が
盛
ん
だ
が
、
す
ぐ
に
海
が

深
く
な
っ
て
し
ま
う
日
本
で
は
、
風
車
を

立
て
る
の
が
難
し
い
。

　

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
が
浮
体
式
だ
。

設
置
コ
ス
ト
は
ま
だ
陸
地
よ
り
も
高
い
が
、

稼
働
率
は
上
回
る
。
騒
音
や
景
観
の
問

題
も
解
決
で
き
、
意
外
と
早
い
時
期
に

沿
岸
部
に
浮
体
式
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

が
登
場
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

同
じ
く
発
電
分
野
で
は
、
石
炭
ガ

ス
化
複
合
発
電（IGCC

＝Integrated 
coal Gasification Com

bined Cycle

）

に
期
待
し
て
い
る
。
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
と
蒸

気
タ
ー
ビ
ン
の
２
段
階
で
発
電
す
る
コ
ン

バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
は
、
天
然
ガ
ス

火
力
で
実
績
が
あ
り
、
石
炭
の
ガ
ス
化

で
も
同
様
な
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

　

水
素
を
含
む
石
炭
ガ
ス
の
場
合
は
、

高
温
型
燃
料
電
池
を
置
き
３
段
で
発
電

す
る
石
炭
ガ
ス
化
燃
料
電
池
複
合
発
電

も
夢
で
は
な
い
。
現
状
の
石
炭
火
力
の

発
電
効
率
を
大
き
く
上
回
る
だ
け
で
は

な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
も
、
貴
重
な
技
術
に
な
る
は
ず
だ
。

　

並
行
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２
回
収
・
貯
留
技

術（CCS

＝Carbon Dioxide Capture 
and Storage

）の
実
用
化
も
急
が
れ
る
。

ま
ず
Ｃ
Ｏ
２
の
分
離
技
術
の
確
立
だ
が
、

実
用
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
の
は
化
学
吸

収
法
だ
。
高
効
率
の
ア
ミ
ン
溶
液
の
開

発
競
争
が
日
米
欧
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
る
。
貯
留
の
実
績
で
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に

先
を
越
さ
れ
、
日
本
で
は
実
証
実
験
の

分
析
段
階
。
２
０
５
０
年
ま
で
に
先
進

国
が
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
60
〜
80
％
削
減

す
る
と
い
う
国
際
合
意
が
な
さ
れ
れ
ば
、

Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
必
要
性
が
一
気
に
高
ま
る
だ
ろ

う
。
し
か
も
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
、
石
炭
利
用
を

前
提
と
し
た
製
鉄
の
高
炉
法
に
も
大
き

な
影
響
を
も
た
ら
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
注
目
し
て
い
る
の
が
、

バ
イ
オ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー
で
あ
る
。
原
料
を

石
油
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス（
生
物
資
源
）に

変
え
、
製
造
方
法
も
微
生
物
を
利
用
し

た
バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス
に
切
り
替
え
る
手
法

だ
。
脱
化
石
燃
料
と
省
エ
ネ
を
同
時
に

も
た
ら
す
技
術
は
、
化
学
産
業
を
激
変

さ
せ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
済
活
動
や
技
術
開
発

は
、
化
石
燃
料
の
利
用
を
前
提
に
成
り

立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
今
、
脱
化
石
燃
料

と
い
う
道
を
歩
み
始
め
た
。
そ
こ
に
は

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
出
来

事
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
局

面
で
技
術
力
を
う
ま
く
適
応
さ
せ
ら
れ

る
か
ど
う
か
が
、
日
本
の
環
境
技
術
の

競
争
力
を
左
右
す
る
。

石
炭
の
高
度
利
用
と

Ｃ
Ｃ
Ｓ
に
期
待

環
境
技
術
を「
生
か
す
力
」が
日
本
の
武
器
に
な
る

重点的に取り組むべきエネルギー革新技術

エネルギー源ごとに、供給側から需要側に至る流れを俯瞰しつつ、効率の向
上と低炭素化の両面から、CO2大幅削減を可能とする「21」技術を選定。

▲
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
側
▼

効率向上 低炭素化

発電・
送電

① 高効率天然
ガス火力発
電

 ② 高効率石炭
火力発電

 ③ 二酸化炭
素回収・

    貯留（CCS）

 ④ 革新的太
陽光発電

 ⑤ 先 進 的 原
子力発電

 ⑥ 超電導高効
率送電

運輸

⑦ 高度道路交
通システム

⑧ 燃料電池
自動車

  ⑨ プラグインハイブリッド
  　自動車・電気自動車

⑩ バイオマス
からの輸送
用代替燃料
製造

▲
エ

ネ

ル

ギ

ー

需

要

側

▼

産業
⑪ 革新的材料・製造・
　加工技術

⑫ 革新的製鉄プロセス

民生

⑬ 省エネ住
宅・ビル

 ⑭ 次世代高効
率照明

 ⑮ 定置用燃料電池

⑯ 超高効率ヒ
ートポンプ

 ⑰ 省エネ型情
報機器・シ
ステム

 ⑱ HEMS/BEMS/地域レベルEMS※

部門
横断

⑲ 高性能電力
貯蔵

 ⑳ パワーエレクトロ
ニクス

 � 水素製造・
　 輸送・貯蔵

③ CCS（再掲）

※ EMS：Energy Management System、HEMS：House Energy Management 
System、BEMS：Building Energy Management System

出典：経済産業省「Cool Earth〜エネルギー革新技術計画」

日
本
車
が
勝
ち
続
け
る
条
件
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地
球
温
暖
化
防
止
対
策
技
術
の
切
り
札

   
Ｃ
Ｏ
２
貯
留・隔
離
技
術
の
現
在

　

財
団
法
人
地
球
環
境
産
業
技
術
研
究

機
構（
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
＝Research Institute 

of Innovative Technology for the 
Earth

）は
、１
９
９
０
年
に
気
候
変
動
問

題
に
対
す
る
対
策
技
術
の
基
礎
的
研
究

を
行
う
研
究
機
関
と
し
て
、国
と
経
団
連

の
支
援
の
元
に
設
立
さ
れ
た
組
織
。主
に
、

バ
イ
オ
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー
技
術
、植
物
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
２
固
定
化
技
術
、Ｃ
Ｏ
２
回
収
・

貯
留
技
術
、地
球
温
暖
化
対
策
シ
ナ
リ

オ
分
析
評
価
の
４
技
術
の
開
発
を
行
っ

て
い
る
。そ
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
、注
目
の
Ｃ
Ｏ
２
回
収
・
貯

留（CCS

＝Carbon Dioxide Capture 
and Storage

）の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

「
地
球
温
暖
化
の
問
題
解
決
の
た
め
に

は
、
革
新
的
な
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

村井 重夫
（むらい・しげお）

財団法人地球環境産業技術研
究機構主席研究員CO2貯留研
究グループリーダー。1943年、
愛知県生まれ。1971年、京都大
学大学院理学研究科博士課程
修了。住友電工を経て、2001年
よりRITEで研究を続け、長岡市
でのCO2地中貯留実証試験な
どを担当。

術
が
開
発
で
き
る
こ
と
が
最
善
な
の
で

す
が
、
そ
の
た
め
に
は
50
〜
１
０
０
年

も
の
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
間
の
つ
な
ぎ
技
術
と
し
て
、
大
規

模
な
Ｃ
Ｏ
２
発
生
源
か
ら
、
Ｃ
Ｏ
２
を

回
収
し
て
、
貯
留
・
隔
離
す
る
こ
と
で
、

大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
を
確
実
に
削
減
し
よ
う

と
い
う
の
が
こ
の
技
術
で
す
」と
、
村
井

さ
ん
は
そ
の
目
的
を
話
す
。

「
地
球
の
中
に
は
、
採
掘
可
能
な
化
石

燃
料
が
Ｃ
Ｏ
２
換
算
で
約
９
兆
ト
ン
ぐ
ら

い
、
約
２
５
０
年
分
ぐ
ら
い
埋
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
。人
間
は
産
業
革
命
以
来
ず
っ

と
こ
れ
を
掘
り
続
け
、
燃
や
し
て
、
Ｃ

Ｏ
２
を
放
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の

量
が
年
間
約
２
３
５
億
ト
ン
。
自
然
界

で
は
陸
域
で
約
37
億
ト
ン
、
海
洋
で
約

81
億
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
が
吸
収
さ
れ
る
の
で
、

約
半
分
が
吸
収
さ
れ
て
、
残
り
の
約
１

１
７
億
ト
ン
が
大
気
に
残
り
、
こ
れ
が

温
暖
化
の
元
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
」

　

大
気
に
放
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
が
大
量

に
発
生
す
る
場
所
で
、
事
前
に
回
収
し
、

固
定
化
す
る
と
い
う
の
が
、Ｃ
Ｏ
２
回
収・

貯
留
技
術
の
基
本
的
な
概
念
だ
。

　
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、「
Ｃ
Ｏ
２
を
回

収
す
る
技
術
」と「
Ｃ
Ｏ
２
を
貯
留
す
る
」

と
い
う
２
つ
の
技
術
が
必
要
と
な
る
。

　

ま
ず
、
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
技
術
は
、
製

鉄
所
や
火
力
発
電
所
な
ど
の
大
規
模
な

Ｃ
Ｏ
２
発
生
源
に
こ
れ
を
吸
収
す
る
設

備
を
設
置
し
、
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
極

力
少
な
く
す
る
も
の
だ
が
、
化
学
吸
収

法
、
膜
分
離
法
な
ど
い
く
つ
か
の
方
式

で
98
％
以
上
を
回
収
す
る
技
術
が
実
現

で
き
て
お
り
、
現
在
は
こ
の
効
率
を
ア
ッ

プ
し
、
設
備
を
ど
れ
だ
け
コ
ン
パ
ク
ト

に
で
き
る
か
、
コ
ス
ト
を
小
さ
く
で
き

る
か
と
い
う
商
用
化
へ
向
け
た
開
発
を

行
っ
て
い
る
過
程
だ
と
い
う
。

　
一
方
、
Ｃ
Ｏ
２
貯
留
技
術
と
し
て
現
在

考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
地
中
貯
留
と

海
洋
貯
留
の
２
つ
の
方
法
だ
。
村
井
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
地
中
貯
留
技
術
は
す
で

に
実
用
化
の
検
証
段
階
に
あ
る
が
、
海

洋
隔
離
技
術
は
科
学
的
研
究
段
階
に
あ

り
、
実
用
化
は
ま
だ
先
に
な
る
。

　

Ｃ
Ｏ
２
地
中
貯
留
技
術
の
概
要
を
説

明
す
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な

る
。
陸
域
の
地
下
約
１
０
０
０
メ
ー
ト

ル
の
地
下
深
部
塩
水
層
に「
帯
水
層
」と

い
う
砂
地
の
地
層
が
あ
り
、
地
上
の
施

設
か
ら
圧あ
つ

入に
ゅ
う

井せ
い
を
通
じ
て
、
そ
の
中
に

Ｃ
Ｏ
２
を
押
し
込
む
。
地
下
深
部
で
は

圧
力
が
上
が
り
、
温
度
も
上
が
る
た
め
、

Ｃ
Ｏ
２
が
圧
縮
さ
れ
、
帯
水
層
の
中
に
あ

る
水
を
押
し
の
け
そ
こ
に
貯
ま
る
。
上

に
キ
ャ
ッ
プ
ロ
ッ
ク（
不
透
水
層
）と
い

う
、
ガ
ス
や
水
を
通
さ
な
い
地
層
が
あ

れ
ば
、
地
上
へ
の
移
行
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
、
徐
々
に
水
に
溶
け
て
安
定
に
な

り
、
さ
ら
に
鉱
物
と
反
応
し
て
、
炭
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
の
よ
う
な
固
体
に
な
る
。

「
帯
水
層
」の
下
に
パ
イ
プ
を
通
し
て
Ｃ

Ｏ
２
を
送
り
込
む
に
は
、
石
油
掘
削
や
天

然
ガ
ス
の
地
下
貯
蔵
、
石
油
増
進
回
収

な
ど
で
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
技

術
が
応
用
で
き
る
の
で
、
実
用
的
で
即

効
性
の
高
い
技
術
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
。

「
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
実
証

実
験
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
底
や

砂
漠
、
石
油
の
油
田
の
中
な
ど
、
現
在

世
界
の
地
下
に
約
２
５
０
０
万
ト
ン
ぐ

ら
い
が
す
で
に
貯
留
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
」

　

日
本
で
は
、
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
が
新
潟
県
長

岡
市
岩
野
原
の
ガ
ス
田
の
跡
地
で
約
１

０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
深
度
の
帯
水
層
に

１
万
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
を
貯
留
し
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
す
る
実
証
実
験
を
す
で
に
行
っ

て
い
る
。

「
世
界
中
で
Ｃ
Ｏ
２
を
約
２
兆
ト
ン
ぐ
ら

い
入
れ
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
先

に﹃
採
掘
可
能
な
化
石
燃
料
が
Ｃ
Ｏ
２
換

算
で
約
９
兆
ト
ン
ぐ
ら
い
﹄と
い
い
ま
し

た
が
、
９
兆
ト
ン
の
う
ち
の
２
兆
ト
ン
で

す
か
ら
、
約
50
〜
60
年
分
、
こ
れ
だ
け

で
も
か
な
り
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
」

　

実
用
化
が
目
前
で
期
待
も
非
常
に
大

き
い
地
中
貯
留
だ
が
、
日
本
の
場
合
は
、

陸
域
で
は
貯
留
で
き
る
場
所
が
少
な
い

と
い
う
の
が
現
状
だ
と
い
う
。

　

そ
こ
で
日
本
の
場
合
は
、
地
中
と
い
っ

て
も
海
の
底
の
帯
水
層
に
入
れ
る
と
い

う
計
画
が
で
き
つ
つ
あ
る
の
だ
と
い
う
。

　

先
に
紹
介
し
た
、
陸
域
や
海
底
で
地

中
貯
留
を
行
え
る
場
所
が
な
く
な
っ
た

場
合
に
、
技
術
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
次
に
紹

介
す
る
Ｃ
Ｏ
２
海
洋
隔
離
技
術
だ
。

　

Ｃ
Ｏ
２
海
洋
隔
離
技
術
は
、
ま
だ
実

用
化
ま
で
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
も

の
の
、
地
中
貯
留
の
３
倍
の
約
６
兆
ト

ン
の
Ｃ
Ｏ
２
を
、
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
な
く
、
海
中
に
溶
け
込
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
陸
地
が
狭
く
周
り
を
海
に

囲
ま
れ
た
日
本
で
は
、
地
中
貯
留
よ
り

も
む
し
ろ
適
し
た
技
術
と
い
え
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

海
洋
に
は
約
１
４
０
兆
ト
ン
も
の
Ｃ

Ｏ
２
が
既
に
溶
け
込
ん
で
お
り
、
ま
た
先

に
述
べ
た
よ
う
に
毎
年
約
81
億
ト
ン
の

Ｃ
Ｏ
２
が
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
こ

の
自
然
プ
ロ
セ
ス
を
人
為
的
に
促
進
し
、

直
接
海
洋
に
Ｃ
Ｏ
２
を
注
入
す
る
の
が
Ｃ

Ｏ
２
海
洋
隔
離
技
術
の
基
本
的
な
考
え

方
だ
。

　

現
在
考
案
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
２
海
洋
隔

地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素︵
Ｃ
Ｏ
２
︶を
減
ら
す
た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
、

Ｃ
Ｏ
２
貯
留
・
隔
離
技
術
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
、
こ
の
研
究
を
進
め
て
き
た
財
団
法
人
地
球
環
境
産
業
技
術
研
究
機
構
で
、

Ｃ
Ｏ
２
貯
留
研
究
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
村
井
重
夫
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
た
。

確
実
に
Ｃ
Ｏ
２
を
減
ら
す
技
術

帯
水
層
下
に
固
定
す
る

﹁
地
中
貯
留
﹂

海
中
に
溶
か
し
込
む

﹁
海
洋
隔
離
﹂

京都府にある財団法人地球環境産業技術研究機構。

CO2地中貯留のイメージ。陸域と海底の２つがある。日本では陸域では場所が限られるため、
海底への貯留が検討されている。



溶解希釈型隔離法

パイプライン方式
希釈・溶解法

ムービングシップ方式
希釈・溶解法

回収

溶解・拡散

深海底貯留隔離法

液体CO2：
1000～2000m

気体CO2：200～400m
液体CO2：1000～2000m

液体CO2：
3000m以深
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Opinion File

離
技
術
に
は
主
に
３
つ
の
方
法
が
あ
る
。

①
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
方
式
希
釈
・
溶
解
法
：

陸
上
か
ら
パ
イ
プ
で
海
中
に
そ
の
ま
ま

入
れ
る
方
法
。
Ｃ
Ｏ
２
が
溶
け
た
海
水
は
、

若
干
密
度
が
重
く
な
る
の
で
、
深
い
ほ

う
へ
流
れ
て
拡
散
す
る
。

②
ム
ー
ビ
ン
グ
シ
ッ
プ
方
式
希
釈
・
溶

解
法
：
液
体
Ｃ
Ｏ
２
を
船
で
沖
合
に
運
び
、

パ
イ
プ
の
つ
い
た
放
流
船
で
水
深
１
０

０
０
〜
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
中
深
層

へ
溶
解
す
る
方
法
。

③
深
海
底
貯
留
隔
離
法
：
水
深
３
０
０

０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
海
底
に
、
湖
の
よ

う
に
Ｃ
Ｏ
２
を
貯
め
込
む
方
法
。

　

こ
の
技
術
で
誰
も
が
懸
念
す
る
の
は

自
然
環
境
へ
の
影
響
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
で
は
、
平

成
９
年
か
ら
海
洋
隔
離
に
関
す
る
研
究

を
始
め
て
お
り
、
そ
の
時
か
ら
環
境
へ

の
影
響
の
予
測
技
術
の
研
究
開
発
を
進

め
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
が
も
っ
と
も

環
境
へ
の
影
響
が
少
な
く
、
実
現
可
能

性
が
高
い
と
判
断
し
た
の
が
②
の
ム
ー

ビ
ン
グ
シ
ッ
プ
方
式
だ
。

「
魚
が
い
る
の
は
大
体
水
深
５
０
０

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
ま
で
で
、
そ
れ
以
上
に

深
い
と
こ
ろ
に
は
ほ
と
ん
ど
生
物
は
い
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
中
深
層
に
Ｃ
Ｏ
２
を

入
れ
れ
ば
影
響
も
少
な
い
。
ま
た
、
船

を
走
ら
せ
な
が
ら
液
体
Ｃ
Ｏ
２
を
溶
解
さ

せ
る
た
め
、
パ
イ
プ
の
先
か
ら
出
た
液

滴
が
広
範
囲
に
広
が
り
、
一
部
分
だ
け

が
高
濃
度
に
な
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
パ
イ
プ
か
ら
出
た
液
滴
の
表
面

が
固
体
化
す
る
た
め
、
Ｃ
Ｏ
２
の
溶
解
が

非
常
に
ゆ
っ
く
り
で
濃
度
が
低
く
、
生

物
へ
の
影
響
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
」

　

①
の
方
法
で
は
、
パ
イ
プ
か
ら
出
た

直
後
に
Ｃ
Ｏ
２
が
高
濃
度
に
な
り
、
影

響
が
出
る
可
能
性
が
ど
う
し
て
も
残
る
。

ま
た
、
③
の
方
法
は
、
技
術
的
に
は
難

し
く
な
い
が
、
深
海
で
Ｃ
Ｏ
２
が
ど
う
い

う
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
を
把
握
す
る

こ
と
が
困
難
な
の
で
、
将
来
の
技
術
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　

ム
ー
ビ
ン
グ
シ
ッ
プ
方
式
は
、
回
収

し
た
液
体
Ｃ
Ｏ
２
を
１
５
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
沖
合
に
輸
送
し
、
そ
こ
で
45
度

の
角
度
で
下
げ
ら
れ
た
２
０
０
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
パ
イ
プ
を
持
つ
放
流
船
に

詰
め
替
え
る
。
放
流
船
は
１
０
０
〜
３

０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
蛇
行
し

て
走
り
な
が
ら
、
パ
イ
プ
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
を

海
中
に
放
出
す
る
。

「
少
な
く
と
も
生
物
へ
の
急
性
影
響
は

な
い
程
度
に
希
釈
で
き
る
め
ど
が
つ
き

ま
し
て
、
こ
の
技
術
を
使
え
ば
、
地
中

貯
留
で
は
年
間
１
０
０
万
ト
ン
の
た
め

に
サ
イ
ト
ご
と
の
安
全
評
価
が
必
要
な

の
を
、
輸
送
船
が
20
隻
、
放
流
船
が
30

隻
で
年
間
５
０
０
０
万
ト
ン
程
度
の
処

理
が
可
能
に
な
り
ま
す
」

　

こ
の
よ
う
な
運
用
方
式
も
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

で
開
発
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
技
術
的
な

実
現
可
能
性
の
確
認
は
、
２
０
０
６
年

ま
で
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

処
理
で
き
る
Ｃ
Ｏ
２
の
量
も
多
く
、
技

術
的
に
も
容
易
な
海
洋
隔
離
技
術
だ
が
、

そ
の
課
題
は
や
は
り
環
境
へ
の
影
響
な

の
だ
と
い
う
。

「
環
境
影
響
予
測
、
特
に
生
物
へ
の
影

響
の
中
で
、
長
期
的
な
影
響
予
測
と
、

生
態
系
へ
の
影
響
予
測
技
術
が
ま
だ
十

　

村
井
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
実
用
化
は
２

０
３
０
年
が
や
っ
と
で
は
な
い
か
と
い
う
。

「
一
番
の
ネ
ッ
ク
は
国
際
的
・
社
会
的

合
意
を
得
る
こ
と
で
す
。
国
に
よ
っ
て

は
こ
う
い
う
技
術
は
禁
止
だ
と
言
っ
て

い
る
国
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
生

態
系
へ
の
影
響
予
測
技
術
を
し
っ
か
り

つ
く
り
、
よ
く
説
明
し
、
合
意
を
得
る

必
要
が
あ
る
。
最
初
は
小
規
模
の
実
験

を
や
り
、
そ
れ
か
ら
実
海
域
実
験
を
や

り
、
何
か
問
題
が
あ
れ
ば
手
直
し
を
し

て
、
実
用
化
へ
持
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
」

　

海
は
地
球
全
体
の
財
産
な
の
で
、
国

際
的
な
合
意
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な

る
。
も
っ
と
も
、
地
中
貯
留
と
は
い
え
、

日
本
で
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
海

底
に
貯
留
す
る
場
合
に
は
、
万
が
一
海

中
に
Ｃ
Ｏ
２
が
漏
れ
出
し
た
場
合
、
生
態

系
へ
の
影
響
は
や
は
り
起
こ
る
。
そ
の

場
合
に
も
、
村
井
さ
ん
た
ち
の
行
っ
て

い
る
生
態
系
へ
の
影
響
予
測
技
術
は
役

に
立
つ
。

　

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
だ
か
ら

こ
そ
、
海
洋
の
利
用
は
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
。
同
時
に
、
海
洋
の
生
物
資
源
へ

の
影
響
に
は
慎
重
に
も
慎
重
を
期
す
必

要
が
あ
る
。
村
井
さ
ん
た
ち
の
研
究
も

そ
の
点
に
最
大
の
努
力
を
注
い
で
い
る

の
だ
。

「
地
中
貯
留
と
い
う
の
は
、
地
中
へ
入

れ
た
分
だ
け
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
を
確
実
に

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
海
洋
隔

離
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
は
海
中
に
じ
ー
っ
と
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
海
と
大
気
の

バ
ラ
ン
ス
で
大
気
中
に
戻
っ
て
し
ま
う

部
分
が
あ
り
ま
す
」

　

そ
の
部
分
は
地
中
貯
留
に
比
べ
、
海

洋
隔
離
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
。

「
た
だ
し
、
地
中
貯
留
で
は
入
れ
た
後

に
安
定
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
ず
っ
と

監
視
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、

海
洋
隔
離
の
場
合
に
は
、
問
題
の
な
い

濃
度
で
問
題
の
な
い
量
を
溶
か
す
わ
け

で
す
か
ら
、
そ
れ
以
降
は
ま
っ
た
く
手

が
か
か
ら
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
非

常
に
い
い
技
術
な
の
で
す
」

　

近
々
実
用
化
さ
れ
る「
地
中
貯
留
」。

地
中
貯
留
よ
り
も
簡
単
で
よ
り
多
く
の

Ｃ
Ｏ
２
を
溶
か
し
込
む
こ
と
が
で
き
る

「
海
洋
隔
離
」。確
実
に
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
技
術
と
し
て
、

今
後
の
研
究
開
発
が
期
待
さ
れ
る
。

Ｃ
Ｏ
２
貯
留
・
隔
離
技
術
の
現
在

課
題
は
生
態
系への
影
響

分
に
で
き
て
い
な
い
の
で
す
」

　

海
洋
の
生
物
に
影
響
が
出
な
い
よ
う

に
、
Ｃ
Ｏ
２
を
薄
め
て
溶
か
す
た
め
、
本

当
に
影
響
が
な
い
の
か
が
わ
か
り
に
く

い
の
だ
。
ま
た
、
短
期
間
で
は
大
丈
夫

で
も
、
長
期
間
同
じ
環
境
下
に
あ
っ
た

場
合
、
捕
食
関
係
に
あ
る
生
態
系
の
す

べ
て
に
つ
い
て
影
響
が
な
い
と
言
い
切
れ

る
の
か
も
ま
だ
研
究
段
階
だ
。

写真：吉田 敬
取材・文：豊岡 昭彦

CO2海洋隔離のイメージ。RITEが研究を進めているのはムービングシップ方式。
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勝
ち
抜
い
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で

自
分
に
は
運
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
野
球

生
活
に
も
そ
の
思
い
は
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
甲
子
園

で
優
勝
し
た
こ
と
で
、
随
分
、
そ
の
後
の
人
生
が
違
っ
た
と

思
い
ま
す
。

中
垣　
そ
の
後
、
高
校
を
卒
業
さ
れ
て
１
９
５
９
年
に
読
売

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
投
手
と
し
て
入
団
さ
れ
ま
し
た
が
、
す
ぐ

に
打
者
に
転
向
さ
れ
ま
し
た
ね
。

王　
２
週
間
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
首
に
な
り
ま
し
た
。
監
督
室

へ
呼
ば
れ
て
行
っ
て
み
る
と
、
水
原
茂
監
督
の
ほ
か
に
、
ピ
ッ

チ
ン
グ
コ
ー
チ
の
中
尾
碩
志
さ
ん
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
チ

の
川
上
哲
治
さ
ん
が
並
ば
れ
て
い
て
、
も
う
明
日
か
ら
ピ
ッ

チ
ャ
ー
や
ら
な
く
て
い
い
か
ら
と
言
わ
れ
ま
し
て
。

中
垣　
春
の
キ
ャ
ン
プ
中
で
す
ね
。

王　
中
学
か
ら
ず
っ
と
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
っ
て
甲
子
園
で
も

投
げ
て
い
ま
す
の
で
、
ほ
ん
と
う
に
が
っ
か
り
し
た
の
で
す

中
垣　
か
ね
て
か
ら
対
談
の
機
会
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
日
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
王
さ
ん
の
野
球
姿
を
初
め
て
拝
見
し
た
の
は
、
私

が
ち
ょ
う
ど
大
学
に
入
っ
て
間
も
な
く
の
頃
で
し
た
。
王
さ

ん
が
３
年
生
の
春
の
甲
子
園
に
出
場
さ
れ
ま
し
て
、
熊
本
の

済
々
黌
と
対
戦
さ
れ
た
と
き
で
す（
１
９
５
８
年
春
、
３
回

戦
）。

　

優
勝
さ
れ
た
の
が
、
２
年
生
の
春
で
す
ね
。
指
の
マ
メ

を
つ
ぶ
し
な
が
ら
も
決
勝
戦
ま
で
投
げ
抜
い
た
と
い
う
の
で
、

そ
れ
が
後
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

王　
大
会
の
１
週
間
ぐ
ら
い
前
に
試
験
が
あ
り
ま
し
て
、
試

験
期
間
は
練
習
を
し
な
い
の
が
早
稲
田
実
業
の
伝
統
で
し
た
。

そ
の
後
練
習
を
再
開
し
た
ら
、
マ
メ
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
マ
メ
が
つ
ぶ
れ
て
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
と
血
が
つ

く
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
触
っ
た
だ
け
で
も
痛
い
。
で
も
こ
れ

は
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
私
し
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
、
ほ
か
の

野
手
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
や
は
り
不
思

議
な
も
の
で
、
い
ざ
試
合
に
な
っ
て
投
げ
る
と
痛
み
を
感
じ

な
い
の
で
す
。
よ
く
火
事
場
の
馬
鹿
力
と
か
言
い
ま
す
よ
ね
。

私
は
自
分
で
は
そ
う
い
う
思
い
で
や
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
が
、
結
果
的
に
人
間
の
集
中
し
た
と
き
の
力
を
経
験
で

き
た
こ
と
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
垣　
私
は
今
で
も
甲
子
園
に
は
時
々
観
戦
に
行
き
ま
す
け

れ
ど
も
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
甲
子
園
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
は
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

王　
プ
ロ
野
球
よ
り
も
甲
子
園
で
戦
っ
た
高
校
野
球
の
思
い

出
の
ほ
う
が
鮮
明
で
す
ね
。
プ
ロ
の
試
合
と
い
う
の
は
毎
日

毎
日
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
高
校
の
試
合
、
特
に
甲
子
園
は

負
け
れ
ば
終
わ
り
で
す
か
ら
。
当
時
の
球
児
は
、
そ
う
い
う

思
い
は
一
緒
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
垣　
甲
子
園
で
の
優
勝
経
験
は
、
後
々
の
野
球
人
生
に
大

き
な
宝
に
な
り
ま
し
た
ね
。

王　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
や
る
場
合
は
、
や
は
り
運
と
か
、

勢
い
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
に
恵
ま
れ
な
い
と
、
最
後
ま
で

プ
ロ
野
球
で
打
者
に
転
向

甲
子
園
が
人
生
を
変
え
た

Ｊ
パ
ワ
ー
相
談
役

中
垣 

喜
彦

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
株
式
会
社
取
締
役
会
長
・
前
監
督

王 

貞
治
氏

野
球
が
教
え
て
く
れ
た
も
の
。

王 

貞
治
氏  

中
垣 

喜
彦

特
別
対
談

vs.

なかがき・よしひこ
福岡県生まれ。1961年、電源
開発株式会社入社。開発計画
部長、企画部長を経て、96年
より取締役。98年、常務取締役。
00年、取締役副社長。01年よ
り取締役社長。09年6月25日
に社長を退任し、現在、相談役。

おう・さだはる
1940年、東京都生まれ。59年、
読売ジャイアンツに入団。80
年、現役を引退するまでに、本
塁打王15回、三冠王2回。通算
868本塁打。84～88年、読売
ジャイアンツ監督、リーグ優勝
1回。95年、福岡ダイエーホー
クス（現、福岡ソフトバンクホ
ークス）監督就任。08年、福岡
ソフトバンクホークス監督引退
までに、リーグ優勝3回、日本
シリーズ優勝2回。06年には、
第1回WBCの日本代表チーム
監督を務め、優勝。77年には
国民栄誉賞を受賞している。
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バ
ッ
ト
を
振
っ
て
汗
を
か
く
。
お
風
呂
に
入
っ
て
食
事
を
し

て
、
川
上
さ
ん
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
９
時

過
ぎ
か
ら
ま
た
バ
ッ
ト
・
ス
ウ
ィ
ン
グ
に
入
る
。
大
体
終
わ

る
の
は
い
つ
も
11
時
過
ぎ
で
す
。

　
最
初
は
自
分
が
何
を
や
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
全

然
理
屈
が
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
。「
今
の
は
い
い
」と
言
わ
れ

て
も
、
何
が
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。「
悪
い
」と
言
わ
れ
て

も
何
が
悪
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
た
だ
振
る
だ
け
で
す
。

そ
の
う
ち
、
だ
ん
だ
ん「
い
い
」と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
て
、「
こ
う
い
う
こ
と
か
な
」と
思
っ
た
り
す
る
の
で

す
が
、
実
際
に
結
果
が
出
ま
せ
ん
と
…
…
。

中
垣
　
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
ね
。

王
　
最
初
の
半
年
間
は
よ
い
結
果
が
出
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
が
一
本
足
に
な
っ
て
か
ら
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
出
る
よ
う

に
な
っ
て
、「
こ
れ
で
い
い
ん
だ
」と
い
う
確
信
が
持
て
ま
し
た
。

そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
練
習
に
も
身
が
入
る
の
で
す
。
言
わ

れ
て
や
る
練
習
で
は
な
く
て
、
自
分
か
ら
や
る
。
自
分
の
気

持
ち
が
前
へ
出
て
き
ま
す
か
ら
、
気
合
い
も
入
っ
て
、
そ
れ

か
ら
は
ど
ん
ど
ん
よ
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

中
垣
　
一
本
足
打
法
の
フ
ォ
ー
ム
は
、
初
め
か
ら
あ
の
よ
う

な
打
法
を
目
指
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

王
　
荒
川
さ
ん
自
身
は
現
役
当
時
、
私
ほ
ど
大
き
く
は
上
げ

な
い
も
の
の
、
足
を
上
げ
る
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
た
の
で

す
。
そ
れ
か
ら
別
当
薫
さ
ん
や
大
下
弘
さ
ん
も
み
ん
な
足
を

上
げ
て
打
っ
て
い
ま
し
た
。私
は
全
然
足
を
上
げ
な
い
で
打
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
窮
屈
な
打
ち
方
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
こ
で
、
足
を
上
げ
る
動
作
を
入
れ
る
と
、
始
動

が
早
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
や
っ
て
み
た
ら
私
に
は
合
っ

た
の
で
す
。
一
本
足
に
な
っ
た
ら
、
少
し
前
で
打
て
る
よ
う

に
な
っ
て
、
ボ
ー
ル
が
飛
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
垣
　
ボ
ー
ル
を
打
つ
ポ
イ
ン
ト
が
少
し
前
に
な
っ
た
。

王
　
そ
れ
ま
で
は
窮
屈
に
な
っ
て
、
前
で
さ
ば
け
な
か
っ
た

中
垣
　
ま
だ
貧
し
い
時
代
で
し
た
が
、
王
さ
ん
と
長
嶋
さ
ん

の
コ
ン
ビ
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
見
る
、
あ
る
い
は
テ
レ
ビ
で
見
る

と
い
う
の
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
日
本
が
高
度
成
長
期
で
し
た
か
ら
、
そ

の
エ
ン
ジ
ン
役
を
お
二
人
が
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

王
　
私
が
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
入
っ
た
と
き
、
長
嶋
さ
ん
は
も

う
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
と
打
点
王
を
取
っ
て
、
１
年
目
で
球
界
の

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
最
初
は
も
う
雲
の

上
の
人
み
た
い
で
し
た
け
れ
ど
も
、
だ
ん
だ
ん
自
分
が
打
て

る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
近
づ
い
て
い
き
ま
す
ね
。
そ
う

す
る
と
、
長
嶋
さ
ん
が
打
っ
た
ら
自
分
も
打
と
う
と
か
、
長

嶋
さ
ん
が
打
て
な
か
っ
た
ら
、
今
の
う
ち
に
打
と
う
と
か
、

お
互
い
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
垣
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
さ
に
華
々
し
い
時
代
で
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

の
９
連
覇
の
時
代
で
し
た
。
あ
の
９
連
覇
は
も
う
稀
有
の
記

録
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
ゲ
ー
ム
に
出

ら
れ
て
い
ま
し
た
か
。

王
　
結
果
的
に
た
ま
た
ま
９
年
連
続
日
本
一
に
な
っ
た
と
い

う
だ
け
で
す
ね
。毎
年
毎
年
ほ
ん
と
う
に
大
変
で
し
た
。シ
ー

ズ
ン
中
に
は
阪
神
や
中
日
と
の
天
王
山
が
あ
り
ま
し
て
、勝
っ

た
ほ
う
が
リ
ー
グ
優
勝
と
い
う
こ
と
が
毎
年
の
よ
う
に
あ
り

ま
し
た
。
で
も
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
は
不
思
議
と
そ
う
い
う
と

き
は
強
か
っ
た
の
で
す
。

　
日
本
シ
リ
ー
ズ
も
実
力
伯
仲
で
厳
し
い
試
合
ば
か
り
で
し

た
。
私
は
川
上
さ
ん
が
監
督
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
９
年
連
続
で

日
本
一
に
な
れ
た
と
思
う
の
で
す
。
川
上
さ
ん
が
勝
利
に
対

す
る
あ
く
な
き
執
念
を
我
々
に
た
た
き
込
ん
だ
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
と
に
か
く
手
綱
を
絶
対
緩
め
な
か
っ
た
で
す
か
ら
。

あ
あ
い
う
の
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
私
た

が
、
ブ
ル
ペ
ン
で
投
げ
て
い
る
と
き
に
、
ほ
か
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー

と
比
べ
て
、
自
分
の
球
が
遅
い
感
じ
が
し
ま
し
た
の
で
、
そ

う
言
わ
れ
た
こ
と
で
ほ
っ
と
し
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。

中
垣
　
当
時
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
は
、
別
所
毅
彦
さ
ん
、
大

友
工
司
さ
ん
、
藤
田
元
司
さ
ん
な
ど
、
き
ら
星
の
よ
う
な
投

手
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
か
ら
ね
。

王
　
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
18
歳
で
す
か
ら
、
30
過
ぎ

の
人
は
完
全
に
お
じ
さ
ん
で
す
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
人
た
ち

と
は
、
体
力
差
も
経
験
差
も
あ
り
ま
し
た
。
監
督
に「
も
う

ピ
ッ
チ
ャ
ー
や
ら
ん
で
い
い
」と
言
わ
れ
た
の
は
残
念
で
し
た

け
れ
ど
も
、
そ
の
後
は
打
つ
こ
と
に
専
念
し
ま
し
た
。

中
垣
　
打
者
に
転
向
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
王
さ
ん
ご

自
身
も
納
得
さ
れ
た
の
で
す
か
。

王
　
高
校
２
年
生
の
と
き
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
ほ
う
が
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
３
年
生
に
な
っ
た
ら
、
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
の
ほ
う
が
自
分
の
心
の
中
で
占
め
る
割
合
が
多
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

中
垣
　
水
原
さ
ん
や
川
上
さ
ん
の
目
き
き
と
い
う
の
も
あ
っ

た
で
し
ょ
う
ね
。

王
　
プ
ロ
の
コ
ー
チ
た
ち
の
判
断
と
い
う
の
は
や
は
り
す
ば

ら
し
か
っ
た
の
だ
な
と
、
後
で
思
い
ま
し
た
。

中
垣
　
あ
の
転
向
が
な
け
れ
ば
今
日
は
な
か
っ
た
わ
け
で
、

我
々
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も
大
変
ハ
ッ
ピ
ー
な
こ
と
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
。
最
初
の
３
年
ぐ
ら
い
は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

王
　「
王
、
王
、
三
振
王
」と
言
わ
れ
ま
し
て
ね（
笑
）。
オ
ー

プ
ン
戦
の
と
き
は
打
て
た
の
で
す
が
、
い
ざ
本
番
に
な
っ
た

ら
相
手
の
投
げ
て
く
る
球
が
全
然
違
い
ま
し
た
。
勢
い
も
違

い
ま
す
し
、
打
ち
に
く
い
球
を
投
げ
て
く
る
。
プ
ロ
は
そ
う

い
う
世
界
だ
と
い
う
こ
と
が
、
入
っ
て
か
ら
わ
か
り
ま
し
た

ね
。

中
垣
　
最
初
に
対
戦
さ
れ
た
投
手
は
金
田
正
一
さ
ん
で
す
ね
。

長
嶋
茂
雄
さ
ん
の
あ
の
有
名
な
デ
ビ
ュ
ー
戦
の
翌
年
で
す
が
、

の
で
す
ね
。
こ
こ
で

打
た
な
く
て
は
い
け

な
い
と
い
う
ポ
イ
ン

ト
か
ら
、
ボ
ー
ル
２

つ
、
３
つ
分
中
へ
入
っ

て
し
ま
う
。
不
思
議

な
も
の
で
、
前
で
さ

ば
け
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
ボ
ー
ル
が
ほ

ん
と
う
に
自
分
で
も

考
え
ら
れ
な
い
ぐ
ら

い
飛
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

中
垣
　
フ
ォ
ー
ム
を

見
る
と
、
王
さ
ん
の

身
体
全
体
が
何
か
も
う
１
本
の
糸
で
つ
な
が
れ
て
バ
ッ
ト
を

振
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。

王
　
私
は
握
力
と
か
腕
力
は
あ
ま
り
強
く
な
か
っ
た
の
で

す
。
荒
川
さ
ん
は「
お
ま
え
は
身
体
の
力
で
打
つ
バ
ッ
タ
ー

だ
か
ら
、
と
に
か
く
腕
力
に
頼
ら
な
い
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
し

ろ
。
身
体
全
体
で
背
骨
を
中
心
に
回
転
す
る
こ
と
で
打
つ
ん

だ
」と
言
い
ま
し
た
。
遠
心
力
で
す
ね
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
。

ス
ウ
ィ
ン
グ
の
わ
り
に
は
ボ
ー
ル
が
よ
く
飛
ん
だ
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
初
の
う
ち
は
、
な
ぜ
飛
ん
だ
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
荒
川
さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
、
自
分
の
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
の
特
徴
は
、
ボ
ー
ル
と
バ
ッ
ト
が
触
れ
て
い
る
時
間
が

長
い
こ
と
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
が
飛
び
出
し
て
か

ら
は
落
ち
そ
う
で
な
か
な
か
落
ち
な
い
。
フ
ェ
ン
ス
の
前
で

落
ち
た
ら
ア
ウ
ト
で
す
け
れ
ど
も
、
フ
ェ
ン
ス
を
越
え
た
ら

ホ
ー
ム
ラ
ン
で
す
か
ら
。
こ
の
差
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
と

だ
ん
だ
ん
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

中
垣
　
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
言
う
と
こ
ろ
の
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

い
か
が
で
し
た
か
。

王
　
金
田
さ
ん
の
球
は
カ
ー
ブ
が
も
の
す
ご
く
大
き
く
て
、

身
体
に
近
づ
い
て
く
る
ま
で
真
っ
直
ぐ
に
見
え
る
。
普
通
の

人
の
カ
ー
ブ
よ
り
も
近
く
ま
で
来
て
曲
が
る
か
ら
、
ど
う
し

て
も
同
じ
コ
ー
ス
の
釣
り
球
の
ス
ト
レ
ー
ト
に
つ
い
手
が
出

て
し
ま
う
の
で
す
。
た
だ
、
私
は
２
三
振
１
四
球
で
し
た
が

「
長
嶋
さ
ん
は
４
三
振
だ
か
ら
、
お
れ
の
ほ
う
が
い
い
」な
ん

て
冗
談
で
言
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
。

中
垣
　
入
団
か
ら
３
年
目
に
荒
川
博
コ
ー
チ
が
入
団
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
劇
的
な
出
会
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。
プ

ロ
入
り
当
初
は
、
二
本
足
で
立
た
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

王
　
二
本
足
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
プ
ロ
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
球

は
速
い
。
高
校
時
代
は
、
変
化
球
が
案
外
上
手
に
打
て
た
の

で
す
が
、
プ
ロ
の
速
い
球
を
打
た
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

う
と
、
変
化
球
が
打
て
な
く
な
り
ま
し
た
。
変
化
球
を
打
た

な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
と
、
今
度
は
速
い
球
が
打
て
な

く
な
る
。
プ
ロ
に
入
っ
て
数
年
目
の
若
い
人
た
ち
が
い
ま
苦

労
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
こ
と
を
私
も
経
験
し
ま
し
た
。

　
１
９
６
２
年
に
荒
川
さ
ん
が
大
毎
オ
リ
オ
ン
ズ
を
辞
め
ら

れ
て
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
チ
と
し
て
入
っ

て
こ
ら
れ
て
、「
と
に
か
く
打
ち
た
い
ん
だ
ろ
う
か
ら
、
お
れ

の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
つ
い
て
来
い
」と
言
わ
れ
ま
し
て
、
高

校
の
先
輩
で
も
あ
り
ま
す
し
、
も
う「
は
い
」と
言
う
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
確
か
に
、
朝
昼
晩
と
よ
く
練
習
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ

の
と
き
は
朝
、
食
事
し
て
か
ら
出
か
け
る
ま
で
の
約
一
時
間
、

バ
ッ
ト
を
振
っ
て
、
冬
場
な
の
に
ほ
ん
と
う
に
頭
か
ら
び
っ

し
ょ
り
汗
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

に
着
替
え
て
、
野
球
場
へ
行
く
。
野
球
場
で
練
習
が
終
わ
っ

て
宿
舎
へ
帰
っ
て
く
る
と
、
お
風
呂
に
入
る
前
に
も
う
１
回

ン
、
技
術
革
新
だ
と
思
う
の
で
す
。
あ
の
よ
う
な
打
法
は
前

人
未
踏
だ
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。
普
通
の
選
手
の
足
の
上

げ
方
と
は
違
っ
て
、
王
さ
ん
が
足
を
上
げ
ま
す
と
、
微
動
だ

に
し
な
い
一
本
足
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

王
　
瞬
間
、
必
ず
静
止
す
る
と
い
う
意
識
を
常
に
持
っ
て

い
ま
し
た
。
今
の
現
役
の
選
手
に
も
足
を
あ
げ
る
人
が
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
必
ず
流
れ
の
中
で
打
つ
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

私
は
足
を
上
げ
た
と
き
の
頂
点
で
必
ず
静
止
す
る
、
瞬
間
で

す
が
静
止
す
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
ま
し
た
。
足
を
上
げ
て

い
る
時
間
も
長
い
の
で
す
。

中
垣
　
後
楽
園
で
拝
見
し
ま
し
た
が
、
王
さ
ん
の
ボ
ー
ル
は

高
く
遠
く
飛
び
ま
し
た
ね
。
あ
れ
が
楽
し
み
で
し
た
。

王
　
打
て
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
っ
て
楽

し
く
な
る
の
で
す
が
、
打
て
な
い
と
き
は
、
こ
ん
な
つ
ま
ら

な
い
こ
と
は
な
い
。
打
席
に
立
つ
の
も
、「
よ
う
し
」と
思
っ
て

立
て
る
と
き
は
い
い
の
で
す
が
、「
回
っ
て
き
ち
ゃ
っ
た
な
あ
」

と
い
う
感
じ
で
打
席
に
立
つ
と
き
も
実
際
に
は
あ
り
ま
し
た

ね
。

９
連
覇
を
支
え
た
勝
利
へ
の
執
念

荒
川
コ
ー
チ
と
編
み
出
し
た

一
本
足
打
法

写真提供：共同通信社

借用写真のため写真は省略
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ン
の
四
隅
に
来
る
球
は
そ
ん
な
に
打
て
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が「
あ
っ
！
」と
言
う
と

き
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
バ
ッ
テ
リ
ー
が
ね
ら
っ
た
と
こ
ろ
で

は
な
い
甘
い
球
が
来
た
と
き
に
、
そ
の
球
を
ど
の
程
度
の
確

率
で
打
て
る
か
が
自
分
の
バ
ロ
メ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。
引
退

の
２
〜
３
年
前
か
ら
ち
ょ
っ
と
確
率
が
落
ち
て
き
て
、
特
に

や
め
る
年
の
夏
以
降
は
ほ
ん
と
う
に
が
く
っ
と
落
ち
ま
し
た
。

４
番
打
者
と
し
て
の
責
任
が
果
た
せ
て
い
な
い
し
、
フ
ァ
ン

の
方
々
の
王
貞
治
に
対
す
る
期
待
は
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
す
か
ら
、

そ
れ
に
対
し
て
も
こ
た
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
身
体
が
動
く
う
ち
は
続
け
る
と
い

う
の
も
プ
ロ
と
し
て
の
生
き
方
で
す
が
、
私
の
場
合
は
も
う

自
分
で
限
界
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

中
垣　
王
さ
ん
は
稀
有
の
打
撃
レ
ベ
ル
を
達
成
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
す
か
ら
、
ほ
ん
と
う
に
厳
し
い
決
断
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

王　
大
相
撲
で
は
横
綱
は
勝
て
な
く
な
っ
た
ら
や
め
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
に
近
い
と
こ
ろ
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
で
は
体
力
的
に
43
歳
く
ら
い
ま
で
で
き
る
自
信
は

あ
っ
た
の
で
す
。
で
も
、
７
５
６
本
と
い
う
１
つ
の
山
を
越

え
て
か
ら
、
気
持
ち
の
中
で
丸
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
ほ
ん
と
う
に
と
ん
が
っ
て
と

ん
が
っ
て
と
い
う
気
持
ち
で
で
き
た
の
が
、
鉛
筆
で
言
う
と

一
番
細
い
芯
が
少
し
ず
つ
丸
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
。

中
垣　

や
は
り
寂
し
い
思
い
を
な
さ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

王　
口
幅
っ
た
い
言
い
方
で
す
が
、
や
は
り
自
分
で
な
け
れ

ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
。
兄
に
も
相
談

し
ま
し
て
、
兄
か
ら
は「
も
う
１
年
頑
張
っ
て
み
た
ら
ど
う

だ
」と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
私
は
も
う
そ
う
い
う
気
持
ち

に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
の
年
に
、
あ
の
と
き
や
め
て
お

け
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が
絶
対
あ
る
わ
け
で
す
よ
。チ
ャ

ン
ス
に
打
て
な
か
っ
た
り
、
思
う
よ
う
な
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
で

中
垣　
監
督
と
し
て
は
ち
ょ
っ
と
つ
ら
い
で
す
ね
。

王　
オ
ー
ナ
ー
の
中
内
㓛
さ
ん
に「
と
に
か
く
優
勝
で
き
る

チ
ー
ム
に
し
て
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
、「
わ
か
り
ま
し
た
」と
答

え
た
の
で
す
が
、
そ
れ
に
は
ま
ず
選
手
た
ち
の
意
識
を
変
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
最
初
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
キ
ャ
ン

プ
で
は
毎
日
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
や
り
ま
し
た
。今
ま
で
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ん
か
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
毎

日
、
毎
日
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
何
の
た
め
に
野
球
を
や

る
か
、
目
的
を
持
っ
て
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
を
言
い
続
け
ま
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
言
葉
も
引
用

し
て「
チ
ー
ム
が
何
か
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
チ
ー
ム

の
た
め
に
自
分
が
何
を
で
き
る
か
を
考
え
ろ
」と
い
う
言
葉

を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
彼
ら
か
ら
す
れ
ば
窮
屈
な

野
球
だ
っ
た
の
で
、
陰
で
は
か
な
り
反
発
が
あ
っ
た
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　

私
が
監
督
に
な
る
前
の
年
も
、
夏
ま
で
は
上
位
３
チ
ー
ム

の
中
に
入
っ
て
い
て
ゲ
ー
ム
差
も
少
な
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
最
後
に
は
Ｂ
ク
ラ
ス
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
戦
力

的
に
も
多
少
問
題
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
に
は

優
勝
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
の
差
だ
っ
た
と
思
え
ま
し
た
。
そ

う
い
う
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
言
い
ま
し
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う

ち
に
、
雰
囲
気
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
っ

と
し
ん
ど
い
試
合
を
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
勝
っ
た
と
き
な
ん

か
は
、
み
ん
な
素
直
に
喜
ぶ
わ
け
で
す
。「
勝
つ
と
い
う
こ
と

は
こ
れ
だ
け
気
分
が
い
い
も
の
だ
。
み
ん
な
の
力
が
う
ま
く

つ
な
が
っ
た
か
ら
勝
っ
た
ん
だ
。
こ
う
い
う
こ
と
を
１
回
で
も

多
く
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う
話
も
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ

と
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、「
チ
ー
ム
が
勝
つ
た
め

に
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
や
ろ
う
よ
」と
い
う
気
持
ち
が

だ
ん
だ
ん
出
て
き
ま
し
た
。

中
垣　
ホ
ー
ク
ス
の
監
督
を
さ
れ
て
い
る
間
に
、
ほ
ん
と
う

に
い
い
選
手
が
育
ち
ま
し
た
ね
。
打
者
で
言
え
ば
松
中
選
手
、

小
久
保
選
手
、
城
島
選
手
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
言
え
ば
斉
藤
投

ち
は
監
督
に
恵
ま
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

中
垣　
後
に
、
王
さ
ん
も
監
督
を
お
や
り
に
な
る
わ
け
で
す

が
、
や
は
り
川
上
さ
ん
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
影
響
は
あ
り
ま
し
た
か
。

王　
か
な
り
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
ね
。
川
上
さ
ん
ほ
ど
徹

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
や
は
り
川
上
さ
ん
の

も
と
で
選
手
経
験
を
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
後
の
監

督
業
に
い
い
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

中
垣　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ま
さ
に
師
に
恵
ま
れ
た
。

王　
や
は
り
人
は
１
人
で
は
だ
め
で
す
。
私
は
バ
ッ
タ
ー
と

し
て
は
荒
川
さ
ん
の
影
響
を
受
け
、
野
球
選
手
、
監
督
と

し
て
は
川
上
さ
ん
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
い

ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
が
私
の
人
生
に
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
人
間
は
１
人
で
は
大
き
く
な
れ
ま
せ
ん
。
早
稲
田
実
業

に
入
っ
た
こ
と
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
入
っ
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら

運
と
か
、
人
と
の
出
会
い
、
そ
う
い
う
も
の
に
も
の
す
ご
く

恵
ま
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
垣　
最
初
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
ほ
ん
と
う
に
強
運

の
持
ち
主
で
す
ね
。

中
垣　
ホ
ー
ム
ラ
ン
の
お
話
を
少
し
し
た
い
の
で
す
が
、
私

個
人
的
に
は
、
１
９
７
１
年
の
阪
急
と
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
で

の
王
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
一
番
胸
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

10
月
15
日
の
第
３
戦
で
山
田
久
志
投
手
か
ら
打
っ
た
ホ
ー
ム

ラ
ン
で
す
。

王　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
れ
は
負
け
て
い
る
試
合

で
の
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
、
私
に
と
っ
て
も
強
い

印
象
を
残
し
た
１
本
で
し
た
。

中
垣　
１
対
０
で
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
状
況
か
ら
の
逆
転
。

そ
れ
で
勢
い
づ
い
た
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
が
４
勝
１
敗
で
日
本
シ

リ
ー
ズ
を
制
し
ま
し
た
。
Ｖ
７
で
す
ね
。

き
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
に
。
ま
し
て
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
３

割
打
て
れ
ば
よ
い
バ
ッ
タ
ー
で
、
７
割
は
失
敗
す
る
わ
け
で

す
か
ら
。
そ
う
い
う
思
い
を
持
っ
て
野
球
を
や
る
と
い
う
こ

と
、
そ
れ
か
ら
、
チ
ー
ム
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
、
そ
う
い

う
こ
と
も
含
め
て
、
や
は
り
や
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

中
垣　
そ
の
後
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
監
督
を
な
さ
っ
て
、
福

岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス（
現
・
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
）

の
監
督
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ク
ス
の
監
督
に
な
ら
れ
て

か
ら
も
随
分
苦
労
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

王　

苦
労
と
い
う
感
覚
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ジ
ャ
イ

王　
自
分
で
ベ
ー
ス
を
回
り
な
が
ら
、
身
体
が
震
え
ま
し
た
。

私
は
あ
ま
り
そ
う
い
う
こ
と
が
な
く
て
、身
体
が
震
え
た
ホ
ー

ム
ラ
ン
は
２
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
１
度
と
い
う
の
も

同
じ
年
で
、
阪
神
の
江
夏
豊
投
手
か
ら
甲
子
園
で
逆
転
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
て
い
る
の
で
す
。

中
垣　
そ
れ
は
シ
ー
ズ
ン
中
で
す
ね
。

王　
１
９
７
１
年
の
シ
ー
ズ
ン
中
で
す
。
そ
の
年
の
オ
ー
ル

ス
タ
ー
以
降
、
私
は
調
子
が
悪
か
っ
た
の
で
す
。
９
月
15
日

の
阪
神
戦
で
、
そ
れ
ま
で
私
は
江
夏
投
手
か
ら
３
打
席
連
続

三
振
で
、
２
対
１
く
ら
い
で
負
け
て
い
た
の
で
す
が
、
９
回

表
に
私
が
ラ
イ
ト
へ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
て
逆
転
し
て
勝
っ

た
の
で
す
。そ
の
と
き
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
も
身
体
が
震
え
ま
し
た
。

中
垣　
や
は
り
、
あ
の
よ
う
な
名
人
同
士
の
対
戦
と
い
う
の

は
、
我
々
野
球
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
最
大
の
楽
し
み
で
す
ね
。

王　
昔
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
対
バ
ッ
タ
ー
の
力
と
力
の
勝
負
で
し

た
。
今
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
チ
ー
ム
対
チ
ー
ム
の
試
合
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
見
て
い
る
人
か
ら
す
る
と
、
昔

の
ほ
う
が
見
ご
た
え
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
垣　
私
に
と
っ
て
は
、
あ
の
試
合
、
あ
の
と
き
の
王
さ
ん

の
ホ
ー
ム
ラ
ン
は
一
生
消
え
る
こ
と
が
な
い
で
す
ね
。

王　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
垣　
１
９
８
０
年
に
数
々
の
記
録
を
残
さ
れ
て
引
退
さ

れ
ま
し
た
。
世
界
一
を
記
録
し
た
８
６
８
本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

も
凄
い
で
す
し
、
２
１
７
０
点
と
い
う
打
点
も
素
晴
ら
し
い
。

そ
の
上
、
３
割
を
超
す
打
率
を
残
さ
れ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
あ
の
と
き
に「
王
貞
治
と
し
て
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
で
き

な
く
な
っ
た
か
ら
引
退
す
る
」と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
が
、
ど
ん
な
お
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

王　
自
分
で
打
て
る
と
思
っ
た
球
が
、
思
っ
た
と
お
り
に
打

て
て
い
る
と
き
は
い
い
わ
け
で
す
。
例
え
ば
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー

ア
ン
ツ
の
と
き
に
は
選
手
と
し
て
こ
う
あ
る
べ
き
と
か
、
選

手
は
こ
う
考
え
る
べ
き
と
い
う
の
が
自
然
に
あ
っ
た
の
で
す
。

何
の
た
め
に
野
球
を
や
る
の
か
、
チ
ー
ム
が
勝
つ
た
め
に
自

分
が
何
を
す
べ
き
か
。
た
と
え
送
り
バ
ン
ト
１
つ
で
も
チ
ー

ム
が
勝
つ
た
め
、
何
か
を
す
る
と
い
う
意
識
。
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
の
場
合
に
は
、
背
広
を
着
て
い
る
職
員
も
女
性
職
員
も
、

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
看
板
を
背
負
っ
て
い
る
と
い
う
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
い
て
、
み
ん
な
で
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
勝
つ
ん
だ
と

い
う
雰
囲
気
が
、ピ
リ
ピ
リ
と
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ホ
ー

ク
ス
へ
行
っ
た
ら
、
選
手
た
ち
に
は
そ
う
い
う
考
え
は
な
か
っ

た
の
で
す
。
何
を
目
的
に
し
て
野
球
を
や
っ
て
い
る
の
か
が

わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
私
が「
プ
ラ
イ
ド
を
持
て
」と
言
っ
て

も
、
は
ね
返
っ
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

チ
ー
ム
づ
く
り
に
不
可
欠
な

意
識
改
革

心
に
残
っ
た
逆
転
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

自
分
に
し
か
分
か
ら
な
い〝
引
き
際
〟
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話
題
に
。
第
１
回
Ｗ
Ｂ
Ｃ
優
勝
の
あ
と
に
お
会
い
し
ま
し
た

が
、
王
さ
ん
は
ほ
ん
と
う
に
晴
れ
や
か
な
顔
を
な
さ
っ
て
い

ま
し
た
ね
。

王　
ほ
ん
と
う
に
思
い
も
よ
ら
な
い
優
勝
で
し
た
。
ま
さ
か

ア
ジ
ア
の
チ
ー
ム
が
あ
れ
だ
け
の
存
在
感
を
示
す
こ
と
が

で
き
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。
く
じ
運
と
か

試
合
方
式
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
も
恵
ま
れ
た
の
で
す

が
、
ひ
た
む
き
さ
は
日
本
が
一
番
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
選

手
た
ち
も
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
個
々
の
選
手
の
パ
ワ
ー

と
か
ス
ピ
ー
ド
は
、
米
国
の
選
手
に
か
な
い
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
団
体
競
技
で
す
か
ら
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
や
っ

て
い
こ
う
と
い
う
の
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
よ
さ
で
す
。
そ

れ
が
出
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

中
垣　
全
く
同
感
で
す
。
奇
跡
の
よ
う
な
優
勝
で
し
た
ね
。

王　
は
い
、
も
う
ほ
ん
と
う
に
そ
う
で
す
。

中
垣　

王
さ
ん
は「
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
随
分
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
く
れ
た
」と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

で
す
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
力
を
借
り
て
や
っ
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

中
垣　
日
本
だ
け
で
は
な
く
て
、
世
界
中
の
子
供
た
ち
が
、

王
さ
ん
が
子
供
た
ち
の
野
球
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
く
れ
て
い
る
こ

と
を
知
る
だ
け
で
も
随
分
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

王　
子
供
の
う
れ
し
そ
う
な
顔
。
や
は
り
も
う
あ
の
顔
を
見

た
ら
、
み
ん
な
、
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
こ

う
い
う
こ
と
が
い
か
に
必
要
で
あ
り
、
大
切
で
あ
る
か
。

中
垣　
王
さ
ん
が「
世
界
の
王
」で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
Ｊ
パ

ワ
ー
も「
世
界
の
Ｊ
パ
ワ
ー
」に
な
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
地
球
環
境
問
題
は
非
常
に
深
刻
に

な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
ど
う
や
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
を

共
存
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
人
類
の
課
題
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
我
々
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
が
一
番
の
得
意
分
野

で
す
か
ら
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
の
共
生
を
目
指
す
と

い
う
使
命
を
通
し
ま
し
て
、
世
界
中
の
方
に
パ
ワ
ー
と
幸
せ

を
お
届
け
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

王　
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
人
間
に
は
絶
対
必
要
な
も
の
で
す
。
ぜ

ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
垣　
王
さ
ん
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え

て
、
身
体
全
体
を
使
っ
て
一
気
に
放
出
す
る
と
い
う
、
ま
さ

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
塊
の
よ
う
な
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
で
も
社
内
の
野
球
チ
ー
ム
に
お
り
ま
す
が
、
身
体

の
動
く
限
り
野
球
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
ほ

ん
と
う
に
こ
の
よ
う
な
お
話
が
で
き
ま
し
て
、
改
め
て
勇
気

を
ち
ょ
う
だ
い
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
身
体

に
お
気
を
つ
け
い
た
だ
い
て
、
ま
す
ま
す「
世
界
の
王
」と
し

て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

王　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ま
た
ご
一
緒

に
ゆ
っ
く
り
野
球
を
見
る
機
会
も
つ
く
り
た
い
で
す
ね
。
中

垣
さ
ん
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

中
垣　
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
０
９
年
５
月
28
日
実
施
）

手
、杉
内
投
手
、和
田
投
手
、ほ
か
に
も
い
っ
ぱ
い
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
け
れ
ど
も
。

王　
ホ
ー
ク
ス
は
、
選
手
の
補
強
に
は
力
を
入
れ
て
、
高
校
、

大
学
か
ら
い
い
素
材
を
と
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
選

手
た
ち
は
、
自
分
が
先
頭
に
立
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
で

戦
っ
た
人
た
ち
で
す
か
ら
、
勝
つ
こ
と
に
対
し
て
、
最
初
か

ら
か
な
り
意
識
の
高
い
人
た
ち
で
す
。
彼
ら
に
は
私
が
話
し

て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
私
も

伝
え
や
す
く
な
っ
た
の
で
す
。
チ
ー
ム
の
調
子
が
上
が
っ
て

成
績
が
よ
く
な
っ
て
く
る
と
、
勝
利
の
味
を
知
っ
た
選
手
た

ち
は
、
素
直
に
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
選
手

は
勝
て
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ

ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
に
、
選
手
た
ち
の
技
術
や
取
り
組
み

姿
勢
を
ほ
め
て
、
こ
ち
ら
が
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
を
伝

え
て
い
く
の
で
す
。
た
だ
、
あ
る
程
度
、
手
綱
を
あ
ま
り
緩

め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
川
上
さ
ん
ほ
ど
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
け
れ
ど
も
。

中
垣　
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら
獲
得
し
た
工
藤
投
手
、
秋
山

選
手
と
い
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
を
若
い
人
た
ち
の
中
に
送
り
込
ん

だ
こ
と
が
、
チ
ー
ム
づ
く
り
に
役
立
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
す
が
。

王　
や
は
り
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
で
日
本
一
に
な
っ
た
経
験
の

あ
る
人
た
ち
が
来
て
、
し
か
も
彼
ら
は
現
役
で
す
。
私
の
よ

う
に
監
督
と
い
う
形
で
入
っ
て
く
る
と
、
選
手
と
同
じ
次
元

で
は
戦
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
工
藤
、
秋
山
、
石
毛
と
い
う
の
は
、

み
ん
な
選
手
と
し
て
同
じ
時
代
を
同
じ
状
況
で
生
き
て
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
彼
ら
の
取
り
組
み
姿
勢
は
説
得
力
が
あ
る

わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
優
勝
経
験
を
持
っ
て
い
る

人
を
入
れ
て
、刺
激
を
受
け
た
の
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
垣　
日
本
シ
リ
ー
ズ
に
勝
っ
て
、
２
回
日
本
一
に
な
ら
れ

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
よ
く
あ
そ
こ
ま
で
チ
ー
ム
を
１
本
に
束

ね
ら
れ
ま
し
た
ね
。

王　
中
内
㓛
さ
ん
の
悲
願
の
日
本
一
を
目
指
し
て
い
ま
し
た

王　
イ
チ
ロ
ー
君
は
ア
メ
リ
カ
で
も
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
選
ば
れ
た
り
、

連
続
２
０
０
本
安
打
を
続
け
て
い
た
り
し
て
、メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
を
代
表
す
る
選
手
で
す
か
ら
、
我
々
の
よ
う
に
米
国
に
対

し
て
変
な
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
持
っ
て
い
な
い
わ
け
で
す
。

　

日
本
の
若
い
選
手
た
ち
に
も
、多
少
そ
う
い
う
も
の
が
あ
っ

た
と
思
う
の
で
す
が
、
イ
チ
ロ
ー
君
が
そ
れ
を
払
拭
し
て
く

れ
ま
し
て
、「
あ
い
つ
ら
は
大
し
た
こ
と
は
な
い
」と
か
、「
守

備
は
絶
対
日
本
の
ほ
う
が
う
ま
い
」と
か
、「
や
つ
ら
は
い
い

加
減
だ
か
ら
」と
か
言
っ
て
、
選
手
た
ち
か
ら
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
取
り
除
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

中
垣　
イ
チ
ロ
ー
選
手
は
第
１
回
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
が
終
わ
っ
た
後

に
、「
王
監
督
と
一
緒
に
戦
っ
た
時
間
が
自
分
に
と
っ
て
は
一

生
の
宝
物
だ
」と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
は
や

は
り
王
監
督
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
第
１
回
大
会
優
勝
の
原

動
力
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

王　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は「
と
に
か
く
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
な
い
で
」と
い
う
こ
と
だ
け
は
選
手
た
ち
に
常

に
伝
え
て
、「
我
々
は
本
来
の
力
が
出
せ
れ
ば
絶
対
勝
て
る
」

と
い
う
こ
と
を
言
い
続
け
た
の
で
す
。あ
れ
だ
け
の
メ
ン
バ
ー

を
預
か
っ
た
ら
、
技
術
的
な
問
題
点
と
い
う
の
は
な
い
の
で

す
。
彼
ら
を
い
か
に
そ
の
気
に
さ
せ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
送
り

出
す
か
だ
け
で
す
。
そ
う
い
う
点
で
は
、
今
回
の
原
監
督
も

苦
労
は
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
世
界
一
を
最
初
か

ら
求
め
ら
れ
な
が
ら
勝
ち
ま
し
た
か
ら
、
大
し
た
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
終
わ
っ
て
み
る
と
、
ほ
ん
と
う
に
ぞ
っ
と
す
る

よ
う
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
の
戦
い
で
す
か
ら
ね
。

中
垣　
と
こ
ろ
で
私
の
個
人
的
な
こ
と
で
す
が
、
８
年
間
ほ

ど
社
長
を
務
め
ま
し
た
が
、
今
度
の
株
主
総
会
で
社
長
を
退

任
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
王
さ
ん
の
監
督
在
任
期
間

に
比
べ
た
ら
甚
だ
短
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
も

の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
中
内
さ

ん
に
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
フ
ラ
ッ
グ
を
渡
し

て
、
一
応
約
束
を
果
た
せ
ま
し
た
。
常

勝
球
団
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念

で
す
が
、
私
の
気
持
ち
の
中
で
は
い
い

思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
チ
ー

ム
に
は
波
が
あ
り
ま
す
が
、
技
術
と

精
神
と
い
う
も
の
は
継
続
し
て
、
チ
ー

ム
の
伝
統
と
し
て
つ
な
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
は
ホ
ー
ク
ス
の
土
台
が
や
っ
と
で
き

つ
つ
あ
る
の
で
、
今
後
秋
山
監
督
や
選

手
た
ち
に
こ
れ
を
継
承
し
て
も
ら
っ
て
、

パ
・
リ
ー
グ
で
は
ホ
ー
ク
ス
が
九
州
か

ら
発
信
し
て
、
球
界
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
る
と
こ
ろ
ま
で
、
高
い
目
標
を
持
っ
て
や
っ
て
い
く
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
志
半
ば
と
い
う
形
で
残
念
な
が
ら
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

脱
い
で
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
球
団
の
フ
ロ
ン
ト
を
は
じ
め

職
員
の
皆
さ
ん
に
も
、
そ
れ
か
ら
現
場
の
秋
山
監
督
、
コ
ー

チ
、
選
手
た
ち
に
も
、
そ
う
い
う
意
識
を
常
に
持
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
孫
正
義
オ
ー
ナ
ー
は「
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
世

界
一
」と
い
う
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で
行
く
に

は
、
ま
ず
日
本
で
し
っ
か
り
地
に
足
を
つ
け
て
確
立
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
高
い
目
標
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
私
も
ま
だ
ま
だ
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

中
垣　
世
界
一
と
い
う
話
が
出
ま
し
た
の
で
、
２
０
０
６
年

の
Ｗ
Ｂ
Ｃ（
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
）の

う
こ
の
辺
が
潮
ど
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。王
さ
ん
も
今
シ
ー

ズ
ン
か
ら
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
脱
が
れ
て
一
私
人
に
戻
ら
れ
た
わ

け
で
す
け
れ
ど
も
、こ
れ
ま
で
の
長
い
野
球
人
生
を
振
り
返
っ

て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
先
、
野
球
人
と
し
て
ど

う
処
し
て
い
か
れ
る
の
か
、
お
話
を
お
う
か
が
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

王　
私
は
野
球
と
い
う
、
一
番
好
き
で
得
意
な
競
技
を
一
生

の
仕
事
に
で
き
た
と
い
う
こ
と
を
ほ
ん
と
う
に
幸
せ
な
人
生

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
支
え
ら

れ
て
こ
う
い
う
人
生
を
歩
め
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
私
に
そ

う
い
う
環
境
を
与
え
て
く
れ
た
人
た
ち
へ
お
返
し
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
や
り
た
い
の
は
、

子
供
た
ち
が
野
球
を
楽
し
め
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

特
に
今
は
家
庭
や
学
校
で
子
供
の
問
題
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
で
学
べ
る
こ
と
、
解
決

で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
我
々
の
時
代
よ
り
も
さ
ら
に
大
事

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

中
垣　
全
く
同
感
で
す
。

王　
子
供
た
ち
が
野
球
に
触
れ
る
場
を
つ
く
り
、
も
っ
と
高

い
レ
ベ
ル
で
戦
う
場
を
つ
く
る
こ
と
は
、
野
球
選
手
と
し
て

う
ま
く
な
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
て
、
子
供
た
ち
が

人
間
と
し
て
成
長
す
る
、
心
身
と
も
に
成
長
す
る
た
め
に
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
お
役
に
た
て
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

中
垣　

昔
か
ら
王
さ
ん
は
子
供
た
ち
の
野
球
教
室
な
ど
を

や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。
ハ
ン
ク
・
ア
ー
ロ
ン
さ
ん
と
一
緒
に

な
さ
っ
て
い
る「
世
界
少
年
野
球
大
会
」は
有
名
で
す
ね
。

王　
来
年
、
20
回
大
会
を
東
京
都
で
開
催
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
石
原
都
知
事
に
も
快
く
承
諾
し
て
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
か
ら
、
今
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
世
界
的
不

況
で
経
済
的
に
は
き
つ
い
の
で
す
が
、
や
は
り
こ
れ
は
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
私
１
人
で
は
も
ち
ろ
ん
無
理

第
１
回
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

子
供
た
ち
に
野
球
を
通
じ
た

成
長
の
場
を

写真：吉田 敬　　構成：豊岡 昭彦



今回の取材先である竹原と鞆の浦。

　

旅
は
縁
の
も
の
と
い
う
気
が
す
る
。

ど
こ
を
ど
ん
な
季
節
に
、
何
の
目
的
で

訪
ね
る
か
。
そ
の
日
そ
の
時
の
天
候
に

よ
っ
て
も
受
け
る
印
象
は
大
き
く
異
な

る
。
行
っ
た
先
で
思
い
が
け
な
い
出
会

い
に
恵
ま
れ
て
、
以
後
足
し
げ
く
通
う

こ
と
も
あ
れ
ば
、
一
度
き
り
で
な
つ
か

し
く
心
の
中
に
し
ま
い
こ
む
旅
も
あ
る
。

め
ぐ
り
あ
わ
せ
の
一
つ
ひ
と
つ
を
心
に

と
め
て
、
旅
は
そ
の
土
地
と
自
分
と
の

間
に
結
ば
れ
た
縁
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
ど
う
い
う
わ
け
か
、
神
戸

か
ら
西
の
本
州
を
知
ら
ず
に
過
ご
し
て

来
た
。

　

旅
慣
れ
た
人
な
ら
ば
、
行
っ
た
こ
と

が
な
い
と
い
う
こ
と
が
即
ち
旅
に
出
る

理
由
と
な
っ
て
、
さ
っ
そ
く
予
定
表
を

眺
め
て
日
ど
り
を
決
め
る
の
だ
ろ
う
が
、

旅
は
実
際
に
出
か
け
る
だ
け
が
楽
し
み

で
は
な
い
。
い
つ
自
分
が
そ
こ
へ
行
く

機
会
に
恵
ま
れ
る
か
、
ま
だ
見
ぬ
景
色

を
あ
れ
こ
れ
思
い
描
き
な
が
ら
旅
ま
で

の
時
を
じ
っ
と
過
ご
す
の
も
、
か
な
え

ら
れ
た
日
を
よ
り
一
層
満
ち
足
り
た
も

の
に
す
る
熟
成
期
間
の
よ
う
に
感
じ
て

い
た
。

　

そ
し
て
、
と
う
と
う
そ
の
時
が
や
っ

3031

て
来
た
。

　

向
か
う
先
は
広
島
県
。
い
つ
か
見
て

み
た
い
と
願
っ
て
い
た
の
は
瀬
戸
内
の

海
と
島
が
織
り
な
す
ゆ
っ
た
り
と
し
た

景
色
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
眺
め
る
な
ら
、

ま
ず
は
見
晴
ら
し
の
き
く
山
の
上
か
ら

と
い
う
こ
と
で
、
竹
原
市
を
見
渡
す
朝

日
山
（
標
高
４
５
４
メ
ー
ト
ル
）
の
山

頂
へ
。

　

青
葉
が
ぐ
ん
ぐ
ん
と
勢
い
を
増
す
季

節
の
こ
と
。
見
あ
げ
る
空
は
ま
ぶ
し
い

ほ
ど
に
晴
れ
渡
っ
て
い
る
が
、
海
に
は

う
っ
す
ら
も
や
が
か
か
る
。
輪
郭
を
ぼ

か
し
て
見
せ
る
や
さ
し
さ
が
、
初
夏
の

瀬
戸
内
の
特
徴
な
の
だ
と
い
う
。

　

明
ら
か
に
外
洋
と
は
違
う
、
内
海
の

景
色
で
あ
る
。
高
み
か
ら
一
望
す
る
海

は
、
遠
目
に
は
波
が
あ
る
の
や
ら
、
島

と
島
の
間
を
や
さ
し
く
満
た
す
。
そ
こ

に
ぽ
っ
か
り
、
浮
か
ぶ
と
い
う
表
現
が

ふ
さ
わ
し
い
小
島
も
あ
れ
ば
、
肩
よ
り

上
が
海
か
ら
ぐ
っ
と
抜
き
出
た
山
脈
も

ま
た
島
で
あ
る
。
島
の
数
は
思
い
の
ほ

か
に
多
い
。
目
を
こ
ら
す
か
な
た
に
刷

毛
で
う
す
青
く
線
を
引
い
た
よ
う
に
見

え
る
の
が
四
国
と
教
え
て
も
ら
う
。

　

瀬
戸
内
の
海
は
幸
を
多
く
育
み
、
海

歴
史
が
暮
し
に
息
づ
く
町

〜
竹
原
、鞆
の
浦
〜

広島県竹原市・福山市

青
木 

奈
緖

縁
あ
っ
て
人
と
土
地
と
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石炭灰

微粉炭機

蒸気
タービン

発電機

変
圧
器

復水機

給水ポンプ

純水装置

工業用水
タンク

取水管

石炭灰

軽油 石炭

ボイラー

ボイラー建屋

タービン建屋

煙突監視カメラ

乾
式
排
煙

脱
硝
装
置

石
炭
バ
ン
カ
ー

給
炭
機

乾
式
排
煙

脱
硫
装
置

電
気
式

集
塵
装
置

硫酸
有効利用

有効利用

煙突

P

窒素酸化物の除去
ばいじんの除去
硫黄酸化物の除去

窒素酸化物の低減

最新技術を用いたばい
煙処理装置により除去
を行います。

二段燃焼方式、低NOxバー
ナーにより窒素酸化物の
発生を抑えます。

倉敷

鷲羽山
由加山

金毘羅山

満濃池

岡山後楽園

小豆島

高松市坂出市

玉野市

岡山市

山陽新
幹線

国道２
号線

備前市

東岡山変電所東岡山変電所
西播東岡山線西播東岡山線

岡山水道横断部岡山水道横断部

児島ケーブルヘッド児島ケーブルヘッド

坂出ケーブルヘッド坂出ケーブルヘッド

瀬戸大橋添架瀬戸大橋添架

讃岐変電所讃岐変電所

四国中央東幹線四国中央東幹線

阿波幹線阿波幹線

新岡山幹線新岡山幹線

倉敷市

鞆の浦

福山市

竹原市
広島市

三原市

尾道市

因島

広島県

岡山県

国道２号
線

国道２号線

山陽自動車道

鞆の浦

福山市

竹原

広島市

三原市

尾道市

因島

広島県 岡山県

国道２号
線

山陽新幹線

山陽自動車道

呉市

西方寺普明閣は京都の清水寺を模して作られたという。

町並み保存地区にある西方寺の石段。

朝日山から瀬戸内海の多島美を眺める。

青木 奈緖（あおき・なお）
小説家、エッセイスト。東京都生まれ。学習院大学文学部大学院修士
課程修了後、ウィーンに留学。1989～98年、ドイツに滞在。帰国後、『ハ
リネズミの道』でエッセイストとしてデビュー。雑誌「婦人之友」に小説

「風はこぶ」を好評連載中。

写真：吉田 敬



頼山陽の叔父春風の家。ワンブロックすべてをしめる。

福山市はばらの季節で、街中にばらの花があふれていた。

頼山陽が「日本外史」の構想を練ったとされる対仙酔楼。

対潮楼からの眺めは、朝鮮通信使から、朝
鮮以東で一番の眺めとうたわれた。

鞆の浦のランドマーク・常夜灯は、今でいう灯台。
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家
の
表
に
は
め
ら
れ
た
千
本
格
子
の

繊
細
な
表
情
と
は
一
転
し
て
、
中
の
土

間
は
天
井
の
明
か
り
と
り
の
窓
が
見
あ

げ
る
ば
か
り
に
高
く
、
太
く
力
強
い
丸

太
が
縦
横
に
梁
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

家
の
人
は
急
に
や
っ
て
来
た
行
き
ず
り

の
私
た
ち
に
嫌
な
顔
を
せ
ず
、
む
し
ろ

家
の
他
の
部
分
を
見
せ
ら
れ
な
い
こ
と

を
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
し
な
が
ら
、
身

内
と
は
い
え
実
際
に
は
会
っ
た
こ
と
も

な
い
何
代
も
上
の
祖
先
の
話
を
し
て
く

れ
た
。
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
お
宅
を
拝
見

し
て
失
礼
し
よ
う
と
す
る
と
、
去
り
際

に
ガ
イ
ド
さ
ん
が
外
の
格
子
に
目
を
と

め
た
。

「
こ
う
い
う
格
子
は
ね
、
百
年
に
一い
ち

分ぶ

の
割
合
で
減
る
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
」

　

格
子
の
木
が
減
る
と
い
っ
て
も
、
軒

か
ら
内
へ
入
り
こ
む
雨
風
と
、
拭
き
掃

除
に
よ
る
布
の
摩
擦
く
ら
い
の
も
の
だ

ろ
う
。
ま
る
で
細
い
骨
の
よ
う
に
丸
み

を
帯
び
て
減
っ
て
い
る
格
子
を
眺
め
、

遠
く
江
戸
時
代
の
家
が
現
に
住
み
つ
づ

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
、
古
い
も

の
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
有
り
難
さ
を

思
う
。
と
同
時
に
、
歴
史
的
建
造
物
に

住
む
身
に
な
っ
て
み
れ
ば
、
維
持
管
理

の
気
苦
労
は
い
か
ば
か
り
か
。

　

家
の
手
入
れ
の
み
な
ら
ず
、
通
り
が

か
り
の
門
扉
の
上
に
丹
精
さ
れ
た
盆
栽

が
飾
ら
れ
、
町
角
に
は
竹
原
ら
し
く
竹

細
工
の
花
器
に
花
が
活
け
て
あ
る
。
し

大
き
さ
で
殊
に
目
を
引
く
一
軒
は
、
江

戸
後
期
の
儒
学
者
で
あ
る
頼ら
い

山さ
ん

陽よ
う

を
輩

出
し
た
一
族
の
旧
宅
で
あ
り
、
道
を
隔

て
て
ほ
ど
な
く
行
っ
た
と
こ
ろ
に
は

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
創
業
者
・
竹
鶴

政
孝
氏
の
生
家
が
あ
っ
て
、
そ
の
竹
鶴

酒
造
は
今
も
竹
原
を
代
表
す
る
つ
く
り

酒
屋
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

　

昼
食
を
と
っ
た
の
は
、
お
よ
そ

二
百
二
十
年
前
に
建
て
ら
れ
た
蔵
を
改

築
し
た
お
好
み
焼
き
屋
さ
ん
。
白
漆
喰

の
塗
り
籠
め
に
な
ま
こ
壁
を
め
ぐ
ら
せ

た
重
厚
な
つ
く
り
で
あ
る
。
お
好
み
焼

き
は
広
島
へ
来
た
な
ら
ぜ
ひ
一
度
は
食

べ
て
お
き
た
い
。
そ
ば
入
り
は
本
場
と

い
う
気
が
す
る
が
、
う
ど
ん
入
り
に
は

と
も
言
わ
れ
、
市
役
所
前
の
並
木
が
竹

と
い
う
の
も
め
ず
ら
し
い
。

　

竹
原
は
江
戸
時
代
に
塩
田
を
も
と
に

栄
え
た
町
で
あ
る
。
つ
く
ら
れ
た
塩
は

船
で
日
本
各
地
へ
運
ば
れ
、
北
前
船
が

往
来
す
る
こ
と
に
よ
り
廻
船
業
も
発
達
。

さ
ら
に
船
荷
と
し
て
輸
送
さ
れ
た
米
に
、

竹
原
の
良
質
な
地
下
水
を
用
い
て
酒
づ

く
り
も
盛
ん
と
な
っ
た
。
夏
の
製
塩
、

冬
の
酒
造
、
産
物
の
輸
送
を
担
う
廻
船

で
、
竹
原
は
経
済
的
に
も
文
化
的
に
も

繁
栄
し
た
。

　

昭
和
三
十
年
代
に
な
る
と
製
塩
業
は

衰
退
し
た
が
、
そ
れ
が
今
の
竹
原
に
は

幸
い
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
塩
浜
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
場
所
に
新
た
に
市

役
所
を
は
じ
め
と
す
る
町
づ
く
り
が
行

わ
れ
た
た
め
、
江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史

的
な
建
造
物
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま

残
っ
た
。
最
古
の
建
物
は
元
禄
三
年

（
１
６
９
０
）。
こ
の
町
が
＂
安
芸
の
小

京
都
＂
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

今
、
竹
原
を
訪
れ
る
人
は
、
か
つ
て

富
を
築
い
た
豪
商
が
互
い
に
競
い
あ
い
、

肩
を
寄
せ
あ
っ
て
暮
し
た
町
並
み
に
身

を
置
い
て
、
そ
の
歴
史
を
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
漆
喰
の
ね
ず
み
壁
に
、

窓
や
出
格
子
は
家
々
で
木
の
組
み
方
が

異
な
り
、
千
鳥
や
蝙こ
う

蝠も
り

の
意
匠
が
あ
し

ら
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の

上
を
船
が
行
き
来
す
る
。
陸
を
お
お
う

緑
と
海
の
間
に
人
々
の
暮
し
が
い
と
な

ま
れ
、
な
ん
と
お
だ
や
か
で
豊
か
な
眺

め
だ
ろ
う
。

　

目
は
自
然
と
足
元
に
広
が
る
竹
原
の

町
へ
と
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
。

　

朝
日
山
か
ら
の
全
景
を
頭
に
お
い
て
、

山
を
く
だ
れ
ば
、
途
中
、
木
々
の
ま
じ

る
草
地
に
鹿
が
二
頭
じ
っ
と
こ
ち
ら
を

向
い
て
い
る
。
白
鷺
は
み
ず
み
ず
し
い

緑
の
田
に
見
事
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
つ

く
り
、
家
々
の
軒
下
を
借
り
て
燕
が
巣

を
か
け
、
親
燕
は
せ
っ
せ
と
餌
を
運
ぶ
。

　

背
景
と
な
る
里
山
の
あ
ち
こ
ち
に
、

こ
ん
も
り
竹
林
が
繁
っ
て
い
る
。
竹
原

の
地
名
は
竹
が
多
い
こ
と
に
由
来
す
る

初
め
て
出
会
っ
た
。
期
待
を
裏
切
ら
な

い
味
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
町
並
み
保
存
地
区
の
一

つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
建
物
の
手
入
れ

を
し
な
が
ら
今
も
竹
原
の
人
が
実
際
に

住
み
つ
づ
け
て
い
る
点
だ
ろ
う
。
そ
れ

も
、
み
や
げ
も
の
屋
な
ど
観
光
客
相
手

の
お
店
で
は
な
く
、
一
般
の
人
た
ち
の

住
ま
い
が
多
い
。

　

江
戸
時
代
の
隆
盛
が
し
の
ば
れ
る
町

を
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
散
策
し
て
い

る
と
、
町
の
人
は
誰
も
が
顔
見
知
り
な

の
だ
ろ
う
。
た
ま
た
ま
来
客
を
送
り
出

し
て
み
え
た
年
配
の
女
性
に
声
を
か
け
、

普
段
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
家
の
内
部

を
覗
か
せ
て
頂
い
た
。
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元禄3年築の吉井邸。屋号「米屋」で商業、酒造業、塩田経営、町年寄などを
務めた。

お
れ
た
花
は
一
本
も
な
い
。
そ
れ
が

日
々
の
連
続
で
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を

思
う
と
、
住
む
人
の
や
さ
し
い
心
づ
か

い
が
嬉
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

広
島
は
花
好
き
の
多
い
風
土
な
の
だ

ろ
う
か
、
一
泊
し
た
福
山
は
百
万
本
の

ば
ら
の
町
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

き
っ
か
け
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
空

襲
に
よ
り
八
割
が
焼
失
し
た
福
山
市
を

悼
み
、
１
９
５
６
年
に
地
元
有
志
が
千

本
の
苗
木
を
植
え
た
こ
と
に
始
ま
る
と

い
う
。
現
在
で
は
市
内
の
ば
ら
公
園
だ

け
で
な
く
、
個
人
の
庭
は
も
ち
ろ
ん
、

沿
道
の
街
路
樹
、
会
社
や
工
場
の
植
え

こ
み
、
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
の
切
り
花
ま

で
、
町
中
に
ば
ら
が
咲
き
、
つ
や
や
か

な
香
り
に
満
ち
て
い
る
。

　

福
山
に
つ
づ
い
て
訪
れ
た
鞆と
も

の
浦う

ら

は
、

瀬
戸
内
の
景
勝
地
と
し
て
日
本
で
最
初

の
国
立
公
園
の
一
つ
と
し
て
指
定
を
受

け
た
場
所
で
あ
る
。

　

福
善
寺
と
い
う
お
寺
の
客
殿
・
対た
い

潮ち
ょ
う

楼ろ
う

は
、
江
戸
時
代
に
将
軍
が
代
わ

る
た
び
、
朝
鮮
王
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た

朝
鮮
通
信
使
の
宿
泊
所
と
な
っ
て
い
た
。

高
台
に
あ
る
お
座
敷
は
解
放
感
い
っ
ぱ

い
に
海
を
見
晴
ら
し
、
弁
天
島
、
仙
酔

島
、
皇
后
島
と
間
近
に
向
き
あ
う
。
こ

の
景
色
を
見
て
「
日
東
第
一
形
勝
」
と

揮き

毫ご
う

し
、
朝
鮮
か
ら
東
で
一
番
の
形
勝
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が
東
西
へ
分
か
れ
て
引
く
。
干
満
の
差

は
な
ん
と
四
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
の
だ
と

か
。
こ
の
潮
の
流
れ
を
利
用
し
、
瀬
戸

内
海
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
利

便
性
か
ら
も
、
鞆
の
港
は
古
く
か
ら
海

上
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

潮
待
ち
、
風
待
ち
の
港
と
は
、
な
ん
と

情
緒
の
あ
る
名
前
だ
ろ
う
。

　

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
ま
わ
る
に
適
し
た

小
さ
な
町
に
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
歴

史
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
万
葉
集
の
大お
お

伴と
も
の

旅た
び

人と

の
歌
碑
も
あ
れ
ば
、
弘
法
大

師
が
ひ
ら
い
た
と
い
わ
れ
る
お
寺
を

シ
ー
ボ
ル
ト
が
訪
れ
、
頼
山
陽
が
「
日

本
外
史
」
の
構
想
を
練
っ
た
豪
商
の
館

が
残
り
、
幕
末
の
志
士
の
足
跡
を
た
ど

る
こ
と
も
で
き
る
。
坂
本
龍
馬
が
土
佐

地
と
賞
し
た
と
い
う
の
が
よ
く
わ
か
る
。

　

海
は
前
日
に
も
増
し
て
お
っ
と
り
と
、

こ
こ
の
海
は
塩
水
で
は
な
く
、
も
し
か

し
た
ら
甘
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る

ほ
ど
。
だ
が
、
そ
ん
な
お
だ
や
か
な
印

象
と
は
裏
腹
に
、
鞆
の
沖
は
潮
の
変
化

が
激
し
い
の
だ
と
い
う
。
満
潮
時
に
は

紀
伊
水
道
と
豊
後
水
道
か
ら
の
潮
が
ぶ

つ
か
り
あ
い
、
干
潮
に
は
鞆
を
境
に
潮

海
援
隊
と
共
に
乗
船
し
た
い
ろ
は
丸
が

紀
州
藩
の
明
光
丸
と
衝
突
、
沈
没
し
た

と
い
う
い
ろ
は
丸
事
件
が
起
き
た
の
も

鞆
の
沖
で
、
船
は
今
も
海
に
眠
る
。

「
鞆
の
景
色
は
陸
か
ら
だ
け
で
な
く
、

海
か
ら
の
眺
め
も
い
い
ん
で
す
よ
」

　

地
元
の
人
に
そ
う
言
わ
れ
、
旅
の
最

後
に
す
ぐ
そ
こ
に
見
え
て
い
る
仙
酔
島

へ
船
で
渡
る
こ
と
に
し
た
。
ほ
ん
の
五

分
か
十
分
の
船
旅
な
が
ら
、
海
に
隔
て

ら
れ
て
見
る
鞆
の
浦
に
は
哀
愁
が
こ
も

り
、
島
か
ら
帰
る
船
着
き
場
は
足
に

し
っ
か
り
し
た
踏
み
応
え
と
な
る
。
瀬

戸
内
の
海
と
島
、
そ
こ
に
住
む
人
の
思

い
と
歴
史
に
触
れ
る
旅
に
ふ
さ
わ
し
い

締
め
く
く
り
と
な
っ
た
。

で
は
な
く
、
な
ん
と
ボ
イ
ラ
ー
は

上
か
ら
吊
る
さ
れ
て
い
る
の
だ
そ

う
だ
。
と
り
つ
け
部
分
を「
藤
棚
」

と
呼
ん
で
い
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、

な
ん
と
も
趣
き
の
あ
る
名
前
だ
。

　

た
っ
た
今
見
て
き
た
ば
か
り
の

ボ
イ
ラ
ー
の
大
き
さ
を
改
め
て
思

い
返
し
、
そ
の
中
で
宙
に
浮
い
て

燃
え
て
い
る
巨
大
な
火
の
玉
を
想

像
す
る
。
そ
れ
に
し
て
も
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
火
に
出
会
っ
た
も
の

だ
と
思
う
。

末
に
し
て
炉
内
へ
送
り
こ
み
、
お

よ
そ
１
２
０
０
度
の
熱
で
蒸
気
を

発
生
さ
せ
て
い
る
。

　

建
物
の
１
階
は
と
り
た
て
て
温

度
の
変
化
を
感
じ
な
い
が
、
上
の

階
は
さ
す
が
に
暑
く
な
る
。
ボ
イ

ラ
ー
に
は
燃
え
て
い
る
内
部
を
覗

け
る
小
窓
が
つ
い
て
お
り
、
そ
こ

は
空
気
が
炉
内
へ
向
か
っ
て
吹
き

こ
ん
で
い
る
た
め
炎
が
吹
き
出
し

て
く
る
心
配
は
な
い
。
防
火
の
マ

扱
う
火
と
い
え
ば
せ
い
ぜ
い
台
所

の
ガ
ス
レ
ン
ジ
ど
ま
り
だ
が
、
そ

れ
と
は
き
っ
と
次
元
の
異
な
る
炎

な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

　

所
長
さ
ん
の
ご
案
内
で
、
さ
っ

そ
く
火
力
発
電
所
の
火
を
見
に
出

か
け
た
。

　

竹
原
に
は
３
基
の
発
電
ユ
ニ
ッ

ト
が
あ
り
、
見
せ
て
い
た
だ
く
の

は
３
号
機
の
ボ
イ
ラ
ー
で
あ
る
。

石
炭
を
燃
焼
し
や
す
い
よ
う
に
粉

　

今
回
は
私
に
と
っ
て
初
め
て
の

発
電
所
見
学
で
あ
り
、
見
る
も
の
、

聞
く
こ
と
、
す
べ
て
が
新
し
い
。

　

竹
原
火
力
発
電
所
は
石
炭
を
燃

料
と
し
て
い
る
。
石
炭
を
燃
や
し

て
水
蒸
気
を
つ
く
り
、
蒸
気
タ
ー

ビ
ン
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り

発
電
し
て
い
る
の
だ
が
、
電
気
と

い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
火

は
い
っ
た
い
ど
ん
な
燃
え
方
を
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
？　

私
自
身
が

竹
原
火
力
発
電
所

取材＝2009年5月25・26日

竹原火力発電所 谷口寿朗所長

◆竹原火力発電所の概要

所在地 広島県竹原市忠海長浜

発電方式 石炭火力

1号機 2号機 3号機

出力 250,000kW 350,000kW 700,000kW

運転開始 1967年7月25日

1974年6月7日
（重油ボイラー）

1983年3月18日
1995年6月30日

（FBCボイラー改造）

設備を24時間体制で集中管理する。

竹原火力展示館では、温排水を利用して魚たちが育てられ
ている。

3号機の蒸気タービン・発電機。

ボイラーの中ではオレンジ色の烈火が燃える。

3号機の貯炭場。 揚炭作業中の石炭船。

ス
ク
を
顔
に
か
ざ
し
、
熱
と
怖
ろ

し
さ
を
我
慢
し
て
轟
々
と
音
を

立
て
る
烈
火
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

赤
と
い
う
よ
り
黄
色
が
か
っ
た
オ

レ
ン
ジ
色
の
、
こ
れ
ほ
ど
純
粋
な

火
を
見
た
こ
と
は
つ
い
ぞ
な
い
。

　

こ
の
火
の
周
囲
を
細
い
管
が
と

り
巻
い
て
、
中
を
通
る
水
が
熱
せ

ら
れ
て
水
蒸
気
に
変
わ
っ
て
行
く
。

　

さ
ら
に
上
の
階
へ
あ
が
る
と
、

ボ
イ
ラ
ー
の
上
部
に
位
置
す
る
の

だ
ろ
う
が
、
そ
の
暑
い
こ
と
、
暑

い
こ
と
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
は

や
は
り
尋
常
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

た
ま
ら
ず
屋
上
へ
逃
げ
出
し
て

ほ
っ
と
ひ
と
息
。
そ
こ
で
伺
っ
た

話
が
興
味
深
い
。
ボ
イ
ラ
ー
は
金

属
で
で
き
て
い
る
た
め
、
熱
に
あ

え
ば
伸
び
る
し
、
温
度
が
下
が
れ

ば
縮
む
。
地
面
に
す
え
つ
け
て
置

く
こ
と
が
必
ず
し
も
安
定
、
安
全

Global Look

仙酔島から見た鞆の浦の眺め。

鞆の浦の渡船場から仙酔島までは5分ほど。
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石炭火力発電所における大気汚染防止のしくみ（磯子火力発電所の例）

中国 日本

米国 全世界

インド

中 国

全世界

中 国
合 計

2,904

日 本
合 計

1,090

米 国
合 計

4,273

インド
合 計

4,273

全世界
合 計

18,920

石油2%

電源別発電電力量
 電源別発電電力量（2006）
  石炭 石油 天然ガス 原子力 水力 その他 合計
 中国 2328  52  26  55  436  7  2904
 インド 508  31  62  19  114  10  744
 米国 2128  81  839  816  292  117  4273
 日本 299 121 254 303 86 27 1090
 世界計 7756 1096 3807 2793 3035 433 18920

 

石油
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石炭
41%
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16%
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石炭
68%
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その他1%

石炭灰

微粉炭機

蒸気
タービン

発電機

変
圧
器

復水機

給水ポンプ

純水装置

工業用水
タンク

取水管

石炭灰

軽油 石炭

ボイラー

ボイラー建屋

タービン建屋

煙突監視カメラ

乾
式
排
煙

脱
硝
装
置

石
炭
バ
ン
カ
ー

給
炭
機

乾
式
排
煙

脱
硫
装
置

電
気
式

集
じ
ん
装
置

硫酸
有効利用

有効利用

煙突

P

窒素酸化物の除去
ばいじんの除去
硫黄酸化物の除去

窒素酸化物の低減

最新技術を用いたばい
煙処理装置により除去
を行います。

二段燃焼方式、低NOxバー
ナーにより窒素酸化物の
発生を抑えます。

電源別発電電力量
 電源別発電電力量（2006）
  石炭 石油 天然ガス 原子力 水力 その他 合計
 中国 2328  52  26  55  436  7  2904
 インド 508  31  62  19  114  10  744
 米国 2128  81  839  816  292  117  4273
 日本 299 121 254 303 86 27 1090
 世界計 7756 1096 3807 2793 3035 433 18920
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前
回
は
、
石
炭
が
、
現
在
世
界
の
発
電
電

力
量
の
う
ち
約
４
割
を
担
っ
て
お
り
、
他
の

化
石
燃
料
に
比
べ
、
世
界
中
に
広
く
分
布
し
、

埋
蔵
量
が
豊
富
で
、
価
格
が
安
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
い
ま
」
だ
け
で
な
く
「
こ
れ
か

ら
も
」
ま
す
ま
す
重
要
性
が
高
ま
る
資
源
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
の
中
に
は
、「
発
電
所

で
石
炭
を
燃
や
す
と
、
黒
い
煙
が
も
く
も
く

と
出
て
、
環
境
に
悪
い
の
で
は
」
と
思
っ
て

い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

普
通
に
石
炭
を
燃
焼
さ
せ
る
と
、
大
気

汚
染
や
酸
性
雨
な
ど
の
原
因
の
１
つ
に
な

る
Ｓ
Ｏ
Ｘ
（
硫
黄
酸
化
物
）
や
Ｎ
Ｏ
Ｘ
（
窒
素

酸
化
物
）、
ば
い
じ
ん
（
す
す
や
燃
え
カ
ス
）

が
排
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
あ
の
黒
い
煙

の
正
体
で
す
。

　

日
本
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
大
気
汚

染
が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
70

年
代
以
降
、
こ
れ
ら
の
有
害
物
質
を
除
去

す
る
た
め
に
、
燃
焼
方
法
を
改
善
し
た
り
、

排
煙
脱
硫
装
置
や
排
煙
脱
硝
装
置
、
電
気

式
集
じ
ん
装
置
な
ど
の
排
ガ
ス
浄
化
装
置

を
設
置
す
る
な
ど
、
環
境
負
荷
を
低
減
す

る
努
力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

日
本
の
石
炭
火
力
の
Ｓ
Ｏ
Ｘ

や
Ｎ
Ｏ
Ｘ

の
排

出
量
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
欧
米
と
比
べ
て

も
ク
リ
ー
ン
な
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
Ｊ
パ
ワ
ー
の
最
新
の
磯
子
火
力

発
電
所
で
は
、
大
気
汚
染
防
止
設
備
と
し

て
日
本
初
の
、
水
を
使
わ
な
い
排
煙
脱
硫

装
置
と
排
煙
脱
硝
装
置
を
導
入
し
、
排
煙

か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｘ

を
95
％
以
上
、
Ｎ
Ｏ
Ｘ

を
87
％

以
上
、
ば
い
じ
ん
を
99
％
以
上
除
去
し
て

お
り
、
黒
い
煙
ど
こ
ろ
か
、
煙
突
を
見
て
も

ほ
と
ん
ど
何
が
出
て
い
る
か
見
え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
石
炭
火
力
は
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
環
境
技
術
を
有
し
て

い
ま
す
。
世
界
を
見
れ
ば
中
国
や
イ
ン
ド

な
ど
環
境
対
策
が
不
十
分
な
ま
ま
発
展
し

て
い
る
国
々
で
大
気
汚
染
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
最
先
端
技
術
を

海
外
で
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
く
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
気
汚
染
を
最
大
限
に
防
止
す
る
対
策

が
と
ら
れ
て
い
る
石
炭
火
力
発
電
所
で
す

が
、
発
電
を
す
れ
ば
も
ち
ろ
ん
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
が
排
出
さ
れ
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
２

は
、
現

在
問
題
に
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖
化
の
原

因
と
い
わ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
球
温
暖
化
問
題

に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
考
え
ら

れ
、
ま
た
実
用
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
石
炭
火
力
発
電
所
に
お
け
る
地

球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
本
の

石
炭
火
力
の
煙
は

き
れ
い
で
す
。

第2回

乾式排煙脱硫装置

磯子火力発電所

電気式集じん装置 乾式排煙脱硝装置

地
球
温
暖
化
対
策
に
向
け
て

火力の発電電力量あたりのSOx、NOx排出量の国際比較

ビジュアルで
よくわかる

石
炭
は
煙
も
く
も
く
？

日
本
の
石
炭
火
力
で
は

「
黒
い
煙
」は
出
て
い
ま
せ
ん

SEKITANSOxの95％以上、NOxの87％以上、
ばいじんの99％以上を除去！

黒い煙どころか、
ほとんど何が出ているか
見えません
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川
上
流
に
あ
る
Ｊ
パ
ワ
ー
の
尾
鷲

第
一
発
電
所
を
訪
ね
、川
の
水
が
も

つ「
力
」が
電
気
に
つ
く
り
変
え
ら

れ
る
仕
組
み
な
ど
を
つ
ぶ
さ
に
見

学
。そ
の
足
で
川
下
の
稚
ア
ユ
放
流

現
場
へ
ま
わ
り
、
川
の「
恵
み
」
で

あ
る
水
産
資
源
の
維
持
や
河
川
環

境
の
改
善
を
促
す
取
り
組
み
を
肌

身
で
感
じ
と
る
こ
と
だ
。

　

つ
づ
ら
折
り
の
坂
道
や
い
く
つ

も
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
、バ
ス
は

ク
チ
ス
ボ
ダ
ム
の
ほ
と
り
に
立
つ

発
電
所
に
到
着
。
Ｊ
パ
ワ
ー
北
山

川
電
力
所
の
渡
部
欣
也
所
長
ら
に

迎
え
ら
れ
た
一
行
は
、さ
っ
そ
く
施

設
内
で
ア
ニ
メ
仕
立
て
の
ビ
デ
オ

教
材
を
鑑
賞
し
た
。
水
力
発
電
の

仕
組
み
や
電
気
を
ム
ダ
な
く
使
う

こ
と
の
大
切
さ
が
紹
介
さ
れ
る
画

面
を
、身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
に
見
つ
め

る
児
童
た
ち
。
そ
の
様
子
に
引
率

の
先
生
も「
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
に

な
く
真
剣
な
の
で
、ち
ょ
っ
と
ビ
ッ

ク
リ
」さ
れ
た
と
か
。

　

つ
づ
く
所
内
の
発
電
設
備
の
見

学
で
は
、
や
は
り
出
力
４
万
kW
と

　

三
重
県
の
南
部
、
眼
前
に
黒
潮

躍
る
熊
野
灘
を
の
ぞ
み
、
背
後
に

は
緑
深
い
紀
伊
の
山
々
が
控
え
る

尾お

鷲わ
せ

の
辺
り
は
、
年
間
の
降
水
量

が
４
０
０
０
ミ
リ
に
も
及
ぶ
。そ
の

た
め
一
帯
の
河
川
は
水
量
に
事
欠

か
な
い
だ
け
で
な
く
、急
峻
な
山
肌

を
一
気
に
下
る
落
差
か
ら
く
る
水

の
勢
い
、
す
な
わ
ち「
力
」
が
あ
る

の
だ
。

　

そ
ん
な
河
川
の
典
型
で
あ
る
銚
ち
ょ
う

子し

川
の
流
域
、
尾
鷲
市
と
隣
接
す

る
紀き

北ほ
く

町
で
、
大
型
連
休
明
け
の

５
月
８
日
、
地
元
小
学
生
が
主
役

の
ユ
ニ
ー
ク
な
催
し
が
開
か
れ
た
。

題
し
て「
発
電
所
見
学
×
稚
ア
ユ
放

流
」の
校
外
学
習
│
│
。

　

朝
、迎
え
の
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ

の
は
、紀
北
町
立
相あ
い

賀が

小
学
校（
奥

村
康
造
校
長
）の
５
年
生
50
人
。ク

ラ
ス
担
任
の
先
生
２
人
と
奥
村
校

長
も
同
行
し
た
。

　

今
日
の
目
当
て
は
、
ま
ず
銚
子

い
う
巨
大
な
発
電
機
に
興
味
津
々

の
視
線
が
注
が
れ
た
。「
こ
の
１
機

だ
け
で
、
尾
鷲
市
と
紀
北
町
の
全

人
口（
合
計
約
４
万
人
）が
消
費
す

る
電
気
を
賄
う
パ
ワ
ー
が
あ
り
ま

す
」と
所
員
が
説
明
す
る
と
、ど
よ

め
く
よ
う
な
声
が
上
が
る
。
そ
の

場
で
質
問
を
募
る
と
、「
発
電
機
の

中
の
水
車
は
壊
れ
な
い
か
？
」「
水

車
の
回
転
数
は
？
」「
発
電
量
は
変

え
ら
れ
る
の
？
」と
核
心
を
つ
く
質

疑
が
続
出
。子
ど
も
た
ち
は
じ
つ
に

飲
み
込
み
が
早
い
。

　

再
び
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
一
行

は
発
電
所
を
あ
と
に
、次
の
目
的
地

「
種
ま
き
権
兵
衛
の
里
」へ
。
そ
こ

で
待
ち
構
え
て
い
た
の
は
、稚
ア
ユ

放
流
の
準
備
を
整
え
た
銚
子
川
漁

業
協
同
組
合
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

　

ア
ユ
や
ア
マ
ゴ
の
放
流
事
業
を

30
年
以
上
続
け
る
漁
協
を
代
表
し

て
、松
場
妥や
す
し

組
合
長
が
銚
子
川
に

棲
息
す
る
魚
を
育
て
、
自
然
環
境

を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー

ル
。
ふ
だ
ん
銚
子
川
を
遊
び
場
に

し
て
い
る
児
童
た
ち
も
神
妙
な
面

持
ち
で
耳
を
傾
け
た
。

　

さ
あ
、い
よ
い
よ
稚
ア
ユ
を
川
へ

放
つ
と
き
が
き
た
。
稚
魚
を
載
せ

た
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
岸
辺
の
放
流
地

点
ま
で
お
よ
そ
30
ｍ
、石
段
や
石
こ

ろ
だ
ら
け
の
川
原
に
50
人
が
一
列

に
並
ぶ
。ピ
チ
ピ
チ
跳
ね
る
銀
色
の

魚
が
次
々
に
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
さ
れ
、

約
５
０
０
０
匹
の
稚
ア
ユ
が
子
ど

も
た
ち
の
手
で
銚
子
川
の
清
流
に

解
き
放
た
れ
て
い
っ
た
。

「
大
き
く
な
っ
て
、
ま
た
こ
こ
へ

戻
っ
て
お
い
で
！
」

　

元
気
に
泳
ぎ
だ
し
た
ア
ユ
を
見

送
る
、児
童
た
ち
の
眼
差
し
は
や
さ

し
い
。
背
後
か
ら
、そ
の
子
た
ち
を

見
守
っ
て
い
る
大
人
た
ち
の
眼
差

し
も
や
さ
し
い
。大
人
か
ら
子
ど
も

へ
、
自
然
や
資
源
を
大
事
に
思
う

気
持
ち
ま
で
が
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
さ

れ
た
よ
う
に
見
え
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
今
年
で
３
年
目
を
迎
え

た
こ
の
催
し
は
、こ
の
地
で
発
電
事

業
を
営
ん
で
半
世
紀
近
く
に
な
る

Ｊ
パ
ワ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
呼
び
か

け
に
、
地
元
の
漁
協
な
ど
が
応
じ

て
実
現
し
た
も
の
だ
。
銚
子
川
の

水
利
に
等
し
く
恩
恵
を
受
け
る
者

た
ち
が
手
を
携
え
て
、
子
ど
も
た

ち
に
郷
土
の
豊
か
な
自
然
を
見
直

し
、守
り
育
て
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
一

致
し
た
。

　

学
校
の
外
へ
出
て
行
う
学
習
に

も
積
極
的
な
奥
村
校
長
は
言
う
。

「
子
ど
も
た
ち
の
目
の
輝
き
が
違

う
ん
で
す
。
発
電
所
を
見
学
す
れ

ば
、こ
ん
な
近
場
で
電
気
が
つ
く
ら

れ
て
、そ
れ
を
自
分
の
家
で
も
使
っ

て
い
る
、
な
る
ほ
ど
と
。
川
へ
行
け

ば
、大
人
た
ち
が
大
変
な
思
い
を
し

て
魚
を
育
て
、
美
し
い
清
流
を
守

る
た
め
に
ゴ
ミ
拾
い
ま
で
や
る
。そ

う
い
う
知
識
は
教
室
で
も
学
べ
る

け
ど
、外
へ
行
っ
て
実
地
体
験
す
る

と
、自
分
の
生
活
に
結
び
つ
い
た
生

き
た
知
識
に
な
る
の
で
す
」

　

漁
協
の
松
場
組
合
長
は
、
稚
ア

ユ
放
流
は
漁
業
面
に
限
ら
ず
、
実

践
的
な
環
境
教
育
の
場
と
し
て
も

意
義
が
大
き
い
と
力
説
す
る
。

「
こ
れ
だ
け
美
し
い
清
流
で
も

放
っ
て
お
け
ば
す
ぐ
に
汚
れ
て
し

ま
う
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

ほ
し
い
。子
ど
も
た
ち
が
も
っ
と
銚

子
川
の
自
然
に
親
し
ん
で
、
誇
り

に
思
え
る
よ
う
に
私
ら
も
頑
張
っ

て
い
ま
す
。川
を
守
る
役
目
を
、い

つ
の
日
に
か
彼
ら
に
受
け
継
い
で

も
ら
う
た
め
に
も
ね
」

　

こ
の
催
し
に
は
、地
元
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
溶
け
込
ん
で
活
動
す

る
Ｊ
パ
ワ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
地
域

貢
献
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
渡
部

所
長
も
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

「
こ
こ
尾
鷲
で
は
、川
の
水
か
ら
魚

を
も
ら
い
、電
気
を
も
ら
い
、広
く

は
文
化
を
も
ら
っ
て
地
域
の
人
々

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。そ
の
つ
な
が

り
を
素
直
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
る

こ
の
催
し
を
、長
く
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

電
気
を
生
み
、ア
ユ
を
育
て
る「
水
の
力
」
を
再
発
見

尾鷲第一発電所の見学会では、水力発電の仕組みなどに熱心に聞き入った児童たち。

銚子川漁業協同組合が用意したアユの稚
魚およそ5000匹が、50人の児童の手で
次々にバケツリレーされ、銚子川の清流
へと放たれた。
右上は、元気な子どもたちと稚アユに笑
顔がこぼれる松場組合長や渡部所長ら。

生
き
た
知
識
を
身
に
つ
け

自
然
を
誇
り
に
思
う
子
に

発
電
機
の
巨
大
さ
に
驚
き

稚
ア
ユ
に
歓
声
を
上
げ
る

写真：吉田 敬　　文：内田 孝

三
重
県
・
相
賀
小
５
年
生
が
Ｊ
パ
ワ
ー
尾
鷲
第
一
発
電
所
な
ど
を
訪
問

Global Community 地域とともに

相賀小学校の奥村康造校長
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ドイツ留学を経て、昨年３月に
帰国したピアニストの須藤千晴さ
ん。同７月に発表されたファース
トアルバム『Preludes』は、ドイ
ツで学んだことが反映された瑞々
しい作品となった。「さまざまなコ
ンサートを通じて、普遍的なクラ
シックの魅力を、ピアノの音色を
通じて伝えていきたい」と意欲的
に語ってくれた。し

い
と
願
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

須
藤
さ
ん
の
座
右
の
銘
は
、「
継
続

は
力
な
り
」。
そ
の
言
葉
通
り
に
、日
々

の
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
は
欠
か
さ
ず
、
演

奏
し
て
い
な
い
時
で
も
、
ど
う
す
れ
ば

う
ま
く
弾
き
こ
な
せ
る
か
を
頭
の
中
で

長
時
間
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る

こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

し
て
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
当
然

の
努
力
だ
と
自
ら
に
課
し
て
い
る
。

「
ピ
ア
ノ
は
自
分
の
指
が
鍵
盤
に
直
接

触
れ
る
も
の
な
の
で
、
鍵
盤
を
一
つ
ひ
と

つ
打
鍵
す
る
こ
と
で
気
持
ち
を
紡
ぐ
と

い
う
か
、
心
と
直
結
し
て
い
る
気
が
す

ご
く
す
る
の
で
す
。
弦
楽
器
や
打
楽
器

の
要
素
も
あ
っ
た
り
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
音
も
奏
で
ら
れ
る
の
で
、
多
彩
な
魅

力
が
あ
り
ま
す
。
難
し
い
分
、
上
手
に

弾
け
た
時
の
達
成
感
は
ひ
と
し
お
で
す
」

ス
ト
ア
ル
バ
ム
﹃Preludes

﹄
を
発
売
。

バ
ッ
ハ
に
深
い
影
響
を
受
け
た
シ
ョ
パ

ン
を
中
心
に
、
さ
ら
に
そ
の
シ
ョ
パ
ン

に
触
発
さ
れ
て
曲
を
書
い
た
ロ
シ
ア
の

作
曲
家
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
作
品
も
収

録
。
音
楽
も
歴
史
で
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
表
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
全

編
に
わ
た
っ
て
音
楽
に
よ
る
＂
つ
な
が

り
＂
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
作
曲
家
同

士
の
つ
な
が
り
が
浮
か
び
上
が
る
構
成

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

い
ず
れ
は
、
曲
の
背
景
を
説
明
す
る

ト
ー
ク
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
コ

ン
サ
ー
ト
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
で
ク
ラ
シ
ッ
ク

に
触
れ
な
が
ら
、
各
曲
に
秘
め
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
ほ

すどう・ちはる
神奈川県生まれ。東京藝術大学音
楽学部器楽科卒業。2005年、第
4回ザイラー国際ピアノコンクール

（ドイツ）入賞。2006年、第3回ベ
ルリンピアノコンクール（ドイツ）入
賞。ドイツ政府給費留学生として
DAADの奨学金を得てドイツ国立
ベルリン音楽大学に留学、最高点
を得て2008年に卒業。趣味は読
書で、純文学から推理もの、評論
など幅広く読む。大のディズニーシ
ー好きで、年に何度も行くほど。兄
の須藤大輔はJリーグ「ヴィッセル
神戸」のFWとして活躍中。オフィシ
ャルブログ『chiharu日記』 http://
yaplog.jp/chiharunet/

曲
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
正
し

く
理
解
す
る
こ
と
や
、
コ
ン
サ
ー
ト
で

の
気
構
え
な
ど
、
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス

は
今
で
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
」

音
楽
に
よ
る〝
つ
な
が
り
〞を

大
事
に
し
た
い

　

留
学
中
か
ら
各
地
で
積
極
的
に
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
っ
て
き
た
須
藤
さ
ん
。
昨

年
３
月
に
帰
国
し
て
か
ら
は
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
の
魅
力
を
少
し
で
も
多
く

の
人
に
広
め
た
い
と
、
国
内
で
積
極
的

に
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

「
た
と
え
ば
バ
ッ
ハ
や
シ
ョ
パ
ン
の
曲

は
何
百
年
も
前
に
作
ら
れ
た
の
に
、
聞

く
た
び
に
新
し
い
感
動
が
あ
り
ま
す
。

本
当
に
奥
が
深
い
曲
ば
か
り
な
の
で
、

昔
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
何
年

か
経
つ
と
違
う
解
釈
が
で
き
た
り
、
新

し
い
発
見
を
す
る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
あ

る
ん
で
す
」

　

昨
年
7
月
に
は
、
待
望
の
フ
ァ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
を
き
っ

か
け
に
ド
イ
ツ
へ
留
学

　

小
学
生
に
な
る
頃
、
須
藤

千
晴
さ
ん
は
、
兄
が
ピ
ア
ノ

を
上
手
に
弾
け
ず
に
苦
労
し

て
い
る
姿
を
見
て
、
そ
ん
な

に
難
し
い
の
か
と
興
味
を

持
っ
た
。
や
っ
て
み
た
ら
、

こ
と
の
ほ
か
面
白
く
、
す
ぐ

に
近
所
の
ピ
ア
ノ
教
室
へ
通

い
始
め
、
何
度
か
弾
く
と
す

ぐ
に
曲
を
覚
え
る
な
ど
、
天

賦
の
才
の
一
端
を
見
せ
た
。

小
中
学
校
を
通
じ
て
レ
ッ
ス

ン
を
続
け
、
着
実
に
上
達
し

て
い
っ
た
も
の
の
、
ピ
ア
ニ

ス
ト
を
目
指
し
た
本
格
的
な

練
習
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
彼
女
の
転
機
と

な
っ
た
の
は
高
校
一
年
の
春
。

ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
ピ

ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
「
ジ
ー
ナ

バ
ッ
ク
ア
ウ
ア
ー
国
際
ピ
ア

ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
に

応
募
。
ダ
メ
だ
っ
た
ら
、
ピ

ア
ノ
を
き
っ
ぱ
り
あ
き
ら
め

て
別
の
道
に
進
む
つ
も
り

だ
っ
た
。
結
果
は
、
入
賞
。

そ
の
瞬
間
、
プ
ロ
の
ピ
ア
ニ

Venus Talk
ス
ト
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

「
バ
ッ
ク
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
い
る
こ

と
を
想
像
し
な
が
ら
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を
弾
い
た
の
で
す
。

こ
こ
で
決
め
よ
う
と
気
合
い
を
入
れ
、

当
た
っ
て
く
だ
け
ろ
と
い
う
気
持
ち
で

の
ぞ
ん
だ
の
が
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
で
す
ね
」

　

大
学
卒
業
後
に
、
ド
イ
ツ
へ
留
学
。

シ
ュ
ー
マ
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な
ど
、

好
き
な
作
曲
家
に
ド
イ
ツ
語
圏
の
人
が

多
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
じ
っ
く
り

考
え
た
上
で
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
ド
レ

ス
教
授
に
師
事
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

同
教
授
は
、
シ
ュ
ー
マ
ン
や
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
な
ど
を
レ
パ
ー

ト
リ
ー
の
中
心
に
し
て
い
る
現
役
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
で
も
あ
る
。

「
先
生
は
演
奏
の
技
術
だ
け
で
な
く
、

曲
の
背
景
に
つ
い
て
も
非
常
に
詳
し
く

て
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
曲
が
作
ら
れ

た
の
か
も
詳
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

写真：吉田 敬　　文：南波 俊幸

ピアニスト

須藤 千晴
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青
森
空
港
か
ら
羽
田
ま
で
は
１

時
間
15
分
で
到
着
す
る
し
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
の
通
信
手

段
の
発
達
で
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
は
、

む
し
ろ
確
実
な
情
報
交
換
が
で
き

て
い
る
。さ
ら
に
緊
急
時
に
も
即
納

体
制
が
と
れ
る
よ
う
に
、
緻
密
な

工
程
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

「
そ
う
は
い
っ
て
も
、金
型
部
品
の

場
合
は
、手
で
持
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
っ
た
り
、ど
う
し
て
も
緊
急

の
対
応
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。そ
う
い
う
場
合
に
は
、本

当
に
ま
れ
に
で
す
が
、
東
京
の
塩

入
製
作
所
で
対
応
し
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
も
可
能
で
す
」

　

今
や
場
所
や
距
離
よ
り
も
、
技

術
力
の
ほ
う
が
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に

と
っ
て
は
重
要
な
要
素
だ
。そ
う
い

う
意
味
で
は
、青
森
に
い
る
こ
と
は

ハ
ン
デ
に
は
な
ら
な
い
。

　

む
し
ろ
、青
森
に
あ
る
こ
と
で
工

場
を
大
き
く
で
き
た
こ
と
や
環
境

の
よ
さ
、物
価
の
安
さ
な
ど
、従
業

員
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
数
多

く
あ
る
の
だ
。

　

と
こ
ろ
で「
工
業
彫
刻
」と
は
ど

う
い
う
も
の
か
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

彫
刻
は
、
一
般
的
に
は
３
次
元
の

ア
ー
ト
の
こ
と
だ
が
、工
業
彫
刻
は

　

株
式
会
社
ソ
ル
テ
ッ
ク
青
森
工

場
は
、青
森
県
南
津
軽
郡（
弘
前
市

の
郊
外
）に
あ
る
金
属
加
工
、金
型

製
作
の
メ
ー
カ
ー
だ
。
特
に
工
業

彫
刻
の
評
価
が
高
く
、
日
本
を
代

表
す
る
大
企
業
の
ロ
ゴ
な
ど
の
製

作
も
多
い
。中
で
も
、文
字
の
大
き

さ
が
０
・
２
ミ
リ
と
い
う
微
細
な

彫
刻
や
、
曲
面
へ
の
凸
文
字
の
刻

印
な
ど
、他
社
に
は
ま
ね
で
き
な
い

独
自
の
技
術
を
持
つ
。

　

親
会
社
の
株
式
会
社
塩
入
製
作

所
は
、
大
正
８
年
に
東
京
都
墨
田

区
で
彫
刻
の
専
業
メ
ー
カ
ー
と
し

て
創
業
し
た
老
舗
。
刀
や
万
年
筆

の
ペ
ン
先
へ
の
文
字
入
れ
、物
差
し

の
目
盛
り
の
刻
印
な
ど
で
実
力
を

つ
け
た
。
そ
の
後
、
放
電
加
工
、Ｎ

Ｃ
フ
ラ
イ
ス
加
工
な
ど
も
導
入
し

た
が
、
微
細
・
精
密
な
加
工
を
得

意
と
す
る
。

　

塩
入
製
作
所
が
弘
前
市
の
メ
ー

カ
ー
と
取
引
が
あ
っ
た
関
係
で
、１

９
８
９
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、ソ

ル
テ
ッ
ク
だ
。

　

青
森
に
工
場
が
あ
る
と
い
う
と
、

懸
念
さ
れ
る
の
は
、
納
期
や
打
ち

合
わ
せ
の
こ
と
だ
が
、工
場
長
の
平

井
俊
之
さ
ん
は
「
ほ
と
ん
ど
問
題

が
な
い
」と
言
う
。

ア
ー
ト
で
は
な
く
、
文
字
や
会
社

の
マ
ー
ク
、模
様
な
ど
を
金
属
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
に
彫
る
こ
と
を
い
う
。

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
や
表
札
な
ど
の

大
き
な
文
字
か
ら
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
の
表
面
に
あ
る
模
様
や
文
字

な
ど
も
工
業
彫
刻
だ
。今
で
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
の
Ｎ
Ｃ
彫
刻
機

な
ど
で
、
比
較
的
容
易
に
加
工
で

き
る
も
の
も
あ
る
が
、ソ
ル
テ
ッ
ク

が
得
意
と
す
る
よ
う
な
１
ミ
リ
以

下
な
ど
の
彫
刻
は
、
機
械
だ
け
で

は
で
き
な
い
。

　

小
泉
さ
ん
に
よ
る
と
、
精
密
な

工
業
彫
刻
を
行
う
工
場
は
次
第
に

数
が
減
っ
て
お
り
、
使
用
さ
れ
る

「
平
面
彫
刻
盤
」
も
す
で
に
製
造
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
。
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青
森
か
ら
世
界へ

他
で
は
で
き
ない
技
術
へのこ
だ
わ
り株式会社ソルテック青森工場

匠の新世紀 匠の新世紀

株式会社ソルテック代表取締役社長 小泉源一郎さん

技
術
が
あ
れ
ば

場
所
は
関
係
な
い

彫
刻
は
昔
な
が
ら
の

職
人
の
技
の
結
晶

幅1ミリ、深さ20ミリほどの金属のくぼみの底に、0.2ミリの文字が彫られている。

平面彫刻盤は、右
のテーブル上の版
下をトレースする
と、左側のカッター
が部品を彫る。

これまで請け負っ
た仕事には、日本
を代表する企業の
ロゴが並ぶ。
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J - P OW E R  N E W S
第57回定時株主総会を開催
　6月25日、東京プリンスホテル（東京
都港区）にて、株式上場後5回目となる、
第57回定時株主総会が開催されました。
　当日は、446名の株主の皆様が会場
にご出席される中、午前10時、議長で
ある中垣社長（現・相談役）の開会宣
言により始まり、監査報告や第57期の事
業報告、連結計算書類の内容などの報
告が行われ、その後、報告事項に関す
る質疑が行われました。ここでは当期の
決算の内容や海外事業に関する質疑な

どについて、株主の皆様との活発な意
見交換がなされました。
　引き続き、第1号議案から第4号議案
の審議に入り、ここでは各議案である、
剰余金の処分（配当）、定款の一部変
更、取締役・監査役選任に関して審議
がなされました。採決の結果、4件はい
ずれも賛成多数により原案どおり承認可
決され、午前11時34分に閉会しました。
　本総会終了後の役員の新体制は次の
とおりとなりました。

新役員一覧
取締役会長 沢部　清
取締役社長 北村　雅良

取締役副社長

太田　信一郎
秦野　正司
前田　泰生
坂梨　義彦

常務取締役
日野　稔
藤冨　正晴
渡部　肇史

取締役

水沼　正剛
村松　清貴
竹股　邦治
田生　宏禎
梶谷　剛

常任監査役 島田　寛治
藤原　隆

監査役
砂道　紀人
大塚　陸毅
宮原　秀彰

　J-POWERと米国ジョン・ハンコック生命
保険会社が各々50％の権益を持つ合弁
会社J-POWER USA Generation,L.P.は、
このたび、米国ニューヨーク州ロングアイ
ランドにあるエッジウッド発電所、同ショー
ハム発電所の100％権益を、米国大手
電 力 会 社PPL Corporation傘 下のPPL 
Generation, LLCから、取得することとしま
した。
　J-POWERは、両発電所が①売電契
約により一定期間安定的な収益が見込
めること、②発電所が電力需要地に近
く、安定的に運転されていること、③
2008年12月に取得した、パインローン
発電所、エクウス両発電所と地理的に近
く、技術的にも共通するため、運用の
効率化等を通じて既獲得資産との相乗

効果が期待できることなどから本件へ参
画することとしました。今回の権益取得
によりJ-POWERの北米投資は9プロジェ
クト、J-POWERが出資する海外IPP事
業は、6カ国・地域で運転中23プロジェ
クトとなります。

米国ロングアイランドで2火力発電所の権益を取得
～米国で8～9件目のIPP事業～

2発電所の概要
発電所名称 エッジウッド発電所 ショーハム発電所

場　　所 ニューヨーク州ブレントウッド
（ロングアイランド島内）

ニューヨーク州ブルックヘブン
（ロングアイランド島内）

発電方式 ガスシンプルサイクル ジェット燃料シンプルサイクル
出　　力 80,000kW 80,000kW
燃　　料 天然ガス ジェットA燃料（ケロシン）
運転開始年月 2002年7月 2002年8月
事業会社名 PPLエッジウッド　エナジー社 PPLショーハム　エナジー社

電力購入契約
販売先 ロングアイランド・パワー・オーソリティ社
期　間 2018年10月まで 2017年8月まで

運転保守運営会社 トライステート　メカニカル社（PPLグループ会社）

ショーハム発電所エッジウッド発電所

を
自
分
で
手
入
れ
す
る
の
と
同
じ

感
覚
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
顕
微
鏡
で
覗
き
な
が

ら
、タ
ガ
ネ
で
仕
上
げ
を
行
う
。ま

さ
に
匠
の
世
界
。
品
質
は
こ
の
作

業
で
決
ま
る
と
言
っ
て
も
い
い
。幅

１
ミ
リ
、深
さ
20
ミ
リ
ほ
ど
の
金
属

の
く
ぼ
み
の
底
な
ど
、と
て
も
信
じ

ら
れ
な
い
場
所
に
も
、き
ち
ん
と
文

字
が
彫
ら
れ
て
い
た
。

　

同
社
で
は
工
業
彫
刻
の
ほ
か
に
、

放
電
加
工
、ワ
イ
ヤ
ー
加
工
、切
削

加
工
、
成
形
研
削
加
工
、
プ
ロ
フ
ァ

イ
ル
加
工
な
ど
様
々
な
金
属
加
工
、

金
型
加
工
に
対
応
し
て
お
り
、そ
れ

ぞ
れ
が
技
術
の
研
鑽
に
励
ん
で
い

る
。
そ
の
精
度
も
彫
刻
に
負
け
な

い
レ
ベ
ル
に
あ
り
、放
電
加
工
に
よ

る
０
・
３
ミ
リ
と
い
う
文
字
ま
で

実
現
し
て
い
る
。

　

品
質
に
こ
だ
わ
る
の
も
同
社
の

モ
ッ
ト
ー
。

「
金
属
部
品
は
、４
０
０
分
の
１
ミ

リ
ま
で
計
測
す
る
３
次
元
測
定
器

で
、
全
品
検
査
し
て
か
ら
出
荷
し

て
い
ま
す
」と
い
う
ほ
ど
、
精
度
に

は
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
育
や
研
修
に
も
余
念

が
な
い
。
社
員
を
週
に
１
回
程
度
、

近
く
の
短
大
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

さ
せ
て
い
る
ほ
か
、東
京
本
社
で
の

研
修
も
行
っ
て
い
る
。

「
暇
な
う
ち
に
勉
強
し
て
も
ら
お

う
と
思
っ
て
」と
小
泉
さ
ん
は
言
う

が
、
社
員
の
技
術
力
が
最
後
の
切

り
札
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い

る
か
ら
だ
ろ
う
。短
大
か
ら
は
イ
ン

タ
ー
ン
も
受
け
入
れ
て
お
り
、リ
ク

ル
ー
ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

他
社
に
は
ま
ね
が
で
き
な
い
技

術
力
が
評
価
さ
れ
、
同
社
は
平
成

19
年
度
の
「
も
の
づ
く
り
新
世
紀

青
森
元
気
企
業
」に
も
選
ば
れ
た
。

　

青
森
の
地
か
ら
、
も
の
づ
く
り

パ
ワ
ー
を
発
信
す
る
企
業
と
し
て

注
目
し
た
い
。

　

実
際
に
小
さ
な
文
字
を
彫
刻
す

る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

彫
刻
機
は
、
右
手
の
テ
ー
ブ
ル
に

置
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
版
下

を
ト
レ
ー
ス
す
る
と
、左
側
の
カ
ッ

タ
ー
が
そ
の
版
下
の
何
十
分
の
１
、

何
百
分
の
１
の
サ
イ
ズ
で
部
品
を

彫
っ
て
い
く
仕
組
み
。技
術
者
は
顕

微
鏡
で
カ
ッ
タ
ー
の
先
を
見
な
が

ら
彫
刻
し
て
い
く
。

　

カ
ッ
タ
ー
の
先
は
、コ
バ
ル
ト
や

タ
ン
グ
ス
テ
ン
な
ど
の
超
硬
金
属

で
で
き
て
お
り
、技
術
者
が
そ
れ
ぞ

れ
素
材
や
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
研

磨
台
で
、手
づ
く
り
す
る
と
い
う
こ

と
だ
。

「
手
入
れ
も
自
分
で
や
る
し
、
他

人
の
も
の
は
絶
対
に
使
わ
な
い
」の

だ
と
い
う
。
料
理
人
た
ち
が
包
丁

匠の新世紀

株式会社ソルテック青森工場
株式会社塩入製作所の子会社として
1989年に設立。工業彫刻全般（精密刻
印、金型彫刻他）・金型部品・金型の製
作メーカー。従業員数21名。
http://www.saltec.co.jp/

彫
刻
も
金
型
も

精
密
さ
に
こ
だ
わ
る

最新鋭のマシニングセンターを導入している。 研削盤での精度も最後は経験と勘で決まる。

3次元測定器で全品検査し、精度をチェック。

放電加工の仕組みを説明する工場長の平井俊之さん。
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　J-POWERは、当社として初めての国
内クレジット制度に基づくCO2排出量削減
事業を、株式会社ツチヤコーポレーション
と共同で、6月18日経済産業省に申請し、
翌19日に開催されました国内クレジット認証
委員会で、承認されました。
　同事業は、ツチヤコーポレーションが所有・
運営する温浴施設『笑福の湯』（静岡県焼
津市）のボイラー燃料をA重油から都市ガ
スに切り替えることにより、同施設から排出さ
れるCO2の削減を図るものです。切り替え
工事は昨年10月末に完了し、2008年11月
から2013年3月までの約4年半の事業実施
期間中に、年間228㌧、合計約1,000㌧の
CO2排出量を削減する見込みです。
　今回の事業で、J-POWERは上記の燃
料転換事業を国内クレジット事業化するプロ
セスにおいてJパワーの知見・ノウハウを提
供しツチヤコーポレーションと連携しながら
手続きを進めてきました。また、J-POWER
が当該事業から発生する国内クレジットを

『笑福の湯』燃料転換に伴う国内クレジット事業承認について

広島市と低温炭化燃料製造技術を用いた
下水汚泥燃料化リサイクル事業契約を締結

平成20年度決算について

この印刷物はリサイクル可能なソイインク
（大豆油インク）を使用しています。

　今号では「世界の」王貞治さんと中垣相
談役との特別対談が実現しました。私も
幸せなことに編集担当として立ち会うこ
とができました。もちろんご本人にお目
にかかったのは初めてでしたが、発せら
れるオーラと優しい笑顔が印象的で、野
球場やテレビを通じて誰もが知っている
王さんそのものでした。

イには万歳し、ゴロはすべて股間を抜け
ていく球技音痴です。そんな私も、王さ
んと同じサウスポーというだけで、子供
のころ、打席に立つと「サウスポーだか
らきっと打つぞ！　ライトバック！」な
どと警戒されたことを思い出しました。
実際は、ボールにかすりもしなかったで
すが。（栗）

　また、今も社内の野球チームでプレー
されている中垣相談役の対談時の笑顔が、
社員の一人として忘れられない思い出と
なりました。本編掲載のお二人の写真を
ぜひご覧いただければと思います。
　私も野球観戦が大好きで、球場へ行く
と監督のつもりであれこれと戦術を語り
ますが、プレーはまったく下手で、フラ

編集後記

　J-POWERは、月島機械株式会社、メ
タウォーター株式会社、月島テクノメンテサー
ビス株式会社と共同企業体を設立し、3月
27日に「広島市西部水資源再生センター
下水汚泥燃料化事業」について広島市と
の間で事業契約を締結しました。
　本事業は、日本初となる下水汚泥の低
温炭化燃料製造技術を用い、施設の設計・
施工・維持管理・運営・燃料化物販売・
石炭火力での混焼利用まで一貫体制で実
施する下水汚泥燃料化リサイクル事業です。
共同企業体が総合評価一般競争入札方
式により落札者に決定し、広島市と共同企
業体との間で事業契約の締結となりました。
　本事業は、広島市下水道局が西部水
資源再生センター（広島市）においてバイ
オマス資源である下水汚泥から燃料化物
を製造し、有価で火力発電用燃料として
供給するもので、燃料化施設の設計・施

陸上輸送され、石炭と混焼利用する計画
です。
　J-POWERは、地球温暖化防止に大きく
貢献できる下水汚泥燃料化リサイクル事業
を、全国のJ-POWER石炭火力発電所を
中心に、普及拡大に向けて積極的に取り
組んでいきます。

工及び運営業務を一括して民間事業者に
委託するDBO（Design:設計、Build:施工、
Operate:運営）方式を採用しています。こ
れによって、より効率的で長期安定的な事
業運営を展開し、下水汚泥の資源化を促
進するとともに、温室効果ガスの削減による
地球温暖化防止に貢献することを目的とし
ています。
　今後は、2012年3月31日までに施設を
設計・施工し、20年間にわたり同施設の
維持管理・運営及び燃料化物の買い取り
を行い、燃料化物は竹原火力発電所へ

　J-POWERでは、今後は国内でのCDM
プロジェクトの開発についても積極的に取り
組んでまいります。

購入・引き受け先となることで当該事業を
資金面で支援する役割を果たしていきます。
なお、国内クレジット事業への適用化につ
いては、温浴施設等の省エネ診断やエスコ
サービスを得意とする株式会社トリリオンが
助言しております。
　国内クレジット認証委員会で排出削減
事業計画の承認が得られれば、来年度
早 に々は審査機関のチェックを受けて、当
社初の国内クレジットを取得する予定です。

　J-POWERグループの平成20年度決
算は、売上高7,049億円、経常利益395
億円、純利益194億円となりました。
●経営成績

★PO INT★

・ 設備保全コストの増嵩や年金資産の数理差異
償却の増加があったものの、大規模滞船影響の
解消および未着炭受入等による燃料費の軽減
により、営業利益は63億円の増益。
・ 一方、スペイン風力売却益の減や円高影響によ
る海外発電事業の持分利益の減少等により経
常利益は32億円、有価証券評価損の計上（特
別損失）等により純利益は98億円の減益。

⑴ 収益
　水力は、前期と同様の渇水でしたが、
出水率が増加し、販売電力量は増加し
たものの、平成19年9月からの水力・
送電線契約の料金改定等により減収とな
りました。また、火力は、稼働率が低下
したことにより販売電力量が減少したも
のの、燃料価格上昇に伴う販売単価増
等により増収となりました。これにより売

市場価格のある株式等の時価が著しく
下落したことに伴う減損処理による評価損

（有価証券評価損）を特別損失に計上
し、当期純利益は同33.6％減少の194
億円となりました。
●財政状態

★PO INT★

・ 固定資産は、大間原子力・磯子火力新2号機
等の設備投資および本店土地・建物の買戻し
に伴う増加の一方、減価償却の進行および発電
所開発地点譲渡により減少。
・ 流動資産は、燃料価格上昇などに伴う石炭等
貯蔵品の増加により前期末と比べ増加。
・ 自己資本比率は、自己株式取得の影響等によ
り、前期末から減少（23.2%→19.0%）。

⑴ 資産の部
　固定資産は、大間原子力および磯子
火力新2号機の新設工事等への設備投
資、本店に係る土地および建物の取得
があったものの、減価償却の進行、徳
山発電所計画の事業主体変更等により
前期末から212億円減少し1兆8,431億
円となりました。これに流動資産を加え
た総資産は前期末から76億円減少し、
2兆54億円となりました。
⑵ 負債の部
　社債の発行等により、前期末から783
億円増加し、負債総額は1兆6,233億円
となりました。このうち、有利子負債額
は前期末から468億円増加し1兆4,707
億円となりました。
⑶ 純資産の部
　純資産は、自己株式の取得等により
前期末から860億円減少の3,821億円と
なり、自己資本比率は19.0%となりました。

上高は前期に対し、19.9%増加の7,049
億円となりました。これに営業外収益を
含む経常収益は、同17.9％増加の7,182
億円となりました。
⑵ 費用
　営業費用は、火力の定期点検等によ
る修繕費の増加、石炭価格の上昇によ
る燃料費の増加および退職給付債務の
計算による人件費の増加等により、前期
に対し20.6％増加の6,478億円となりま
した。これに営業外費用を含む経常費
用は同19.8％増加の6,786億円となりま
した。
⑶ 利益
　以上により、経常利益は前期に対し、
7.6％減少の395億円となりました。これ
に、当社本店に係る土地および建物を
信託財産とする信託受益権を当社が取
得したことに伴い、解散する匿名組合か
らの分配益を特別利益に計上する一方、

事業概要
事業場所 広島市西部水資源再生センター内（広島市西区）

事業規模
汚泥処理能力 50 t /日×2系列
計画汚泥処理量 557,725 t /20年（平均27,886 t /年）
計画燃料化物生成量 89,794 t /20年（平均4,490 t /年）

事業期間
設計施工業務 2009年3月27日～2012年3月31日
運営業務・燃料化物売払業務 2012年4月1日～2032年3月31日

『笑福の湯』燃料転換・CO2排出量削減事業の概要
1. 地　点 静岡県焼津市柳新町241-2

2. 施設名 『笑福の湯』

3. 所有者／オペレーター 株式会社ツチヤコーポレーション：静岡県藤枝市駅前1-2-10

4. 施設概要
・温浴施設を3年前から開店。
・当初、A重油焚きボイラー2台設置し、給湯に使用。
・今回、燃料を都市ガスに切り替える工事を実施し、CO2排出量を削減する。

5. CDMタイプ ボイラー燃料をA重油から都市ガス（13A）へ燃料転換する

6. 予想排出権クレジット
 　発生量

年間228㌧、合計約1,000㌧CO2（2008年11月から2013年3月までの
約4年半分）

7. プロジェクト概要 ・ 重油焚式温水ボイラー（930kW × 2台）の燃料バーナー交換を行い、都市
  ガスへの燃料転換を行う。

電源別発電電力の構成比

中国 日本

米国 全世界

中国 日本

米国 全世界

  石炭 石油 天然ガス 原子力 水力 その他

 中国 2328  52  26  55  436  7  

 米国 2128  81  839  816  292  117  

 日本 299  121  254  303  86  27  

 世界計 7756  1096  3807  2793  3035  433  
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●経営指標（連結）

燃料化施設概観図

『笑福の湯』（静岡県焼津市）
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